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　俺、東京に行く。

　ホストになって歌か舞ぶ伎き町ちょうの星を目指すんだ――。

　満みつ雄おがそう告げたとき、田舎の父親はテレビの中の演歌歌手から目を逸らすことなく「けっ。はんかくせ」と返した。一方、こたつでリンゴを剥いていた母親は「おめみでなえふりこぎ、東京さ出たとこで、どもなんねぇべ」と溜息をついた。それぞれを標準語に翻訳すれば「けっ。バカらしい」「おまえみたいなええ格好しいは、東京に行ったところでどうにもならないだろうよ」といったところだ。

　しかし、満雄は諦あきらめなかった。

　以前テレビで観みたホストの世界は、一見きらびやかなようでいて、内情は厳しいものだった。酒を飲んで、女といちゃいちゃしていれば稼げる……そんな甘い世界ではない。売れっ子になれるのはほんのひと握り、ほとんどは安い給料でこき遣われ、厳しい上下関係に疲れ、肝臓を壊してやめていく。それでも満雄の決意は固かった。すべてを承知で上京し、不夜城と呼ばれる街に裸一貫も同然で飛び込んだ。

　地元高校での成績は惨さん憺たんたるもので、結局中退してしまった。父親の縁故で働きはじめた工場も、遅刻ばかりしてさんざん怒鳴られ、嫌気がさして辞める始末。取とり柄えといえば、鉄の肝臓の持ち主と言われるほど酒が強いこと――これはホストにとって大きな強みだ。ルックスのほうは中の上という程度だが、サービス精神が旺おう盛せいで、客に愛想を振りまくのは苦にならない。ときどきぽろりと出てしまう方言も「カワイー」と面白がってくれる客が多く、満雄はそれをうまく利用して親しみやすいキャラクターを作った。上京してしばらく経つと、指名してくれる客も次第に増えてきた。

　かくして、満雄はホストクラブ『ジェリクルボーイ』に落ち着いた。半年が経過した今、髪にはメッシュを入れ、眉毛も完璧に整えている。きらりと光る歯は、先週ブリーチしたばかりだ。今夜も光沢のあるスーツに身を包み、鏡の前で笑顔を決める。

　ホストクラブ、それは夢の世界だ。

　一時の魔法、つかのまの幻、刹せつ那なの恋を提供する不思議な空間。ホストたちは甘い声で「おまえは特別だよ」と囁ささやき、客たちはうっとりと彼の目を見つめる。そこに多少の嘘や営業があろうと、アルコールが彼女たちを騙だましてくれる。

　輝くシャンデリア、漂うトワレの香り、賑にぎやかなシャンパンコール。

　ここは失われたはずの楽園。独特の美意識を持つ雄オスの蝶ちょうたちが、ひらひらと客のあいだを行き交う禁断の花園……。

　…………の、はずなのに。

「あ、その場合、相続税は払わなくていいんだ」

　相続税？

「えっ、そうなのぉ？」

「うん。相続税の申告っていうのは一定額以上の場合に必要なんだよ。五千万＋一千万×法定相続人の数。これが相続税の基礎控除額の計算式ね」

　法定相続人？　基礎控除額？

　なんだその場違いな話題は。

「マユちゃんとこの場合、相続人は何人になるの？」

「えっとぉー、ママとあたしとお兄ちゃんとぉー。あと、オジサン？」

　まったく、色気のない話をしてやがって……。

　満雄はマユのために水割りを作りながら、内心で舌打ちをしていた。本来なら、おかわりを作らなきゃいけないのは後輩であるこヽいヽつヽなのに、マユとの会話が一向に途切れない。

「オジサンって、亡くなったパパの兄弟？」

　気にくわない新人はマユに聞く。マユはこの界かい隈わいで働く売れっ子キャバ嬢で、なかなかの太ふと客きゃくだった。乳はでかいが、頭はあまりよくない。

「そお。パパの弟」

「故人に配偶者と子供がいる場合、故人の兄弟姉妹は相続人に入らない。つまり、オジサンに遺産相続権はないよ。遺言状で指定されてれば別だけど」

「そうだったんだあー」

「へえ、俺も知らなかったな。おいマユ、うっかりオジサンに金やったりすんなよ？　そんな金があるくらいなら、ここでピンドンでも入れてくれ」

　冗談めかして言うのは、店のナンバーワンであるキョウさんだ。キョウさんはこの新人をやたらと気に入っていて、よく自分のヘルプをさせている。新人といっても、結構歳としはいってそうだ。本人は二十五だと言ってるが、さばをよんでいるに違いない。

「で、申告なんだけど、こういう計算なんだ」

　新人は自分のコースターをひっくり返し、スーツの内ポケットに入れてあったペンを取り出して説明する。

「マユちゃんの場合、相続人は三人だから、五千万足すことの三千万。つまり八千万以上の相続財産があると、基礎控除額を超えてしまうので申告が必要になる」

「えーっ、じゃあぜんぜんヘーキ！　うちそんなお金持ちじゃないもん。借家だしさあ」

　マユはキャハハと笑って、隣のキョウさんにしなだれかかった。そして満雄に「ねー、アッキーにも作ってあげて」と水割りを催促する。アッキーというのが、新人の源氏名である。

「あ、すみませんミツオさん。俺自分で……」

「いいって。おまえはマユちゃんにいろいろ教えてあげろよ」

　こんなふうに気を遣えるし、先輩を立てようとする姿勢もある。挨あい拶さつもきちんとできるし、使い走りを嫌がることもない。おまけに顔はやたらと整っていて、すらりとスタイルはよく、そのうえ頭がいいのだ。

　まったくもって憎らしい新人だ。妬ねたましいと言ったほうが正しいのかもしれない。

　白い細身のスーツに、インは黒のシャツ。襟えりは開けてタイはせず、すんなりした指には大振りのリング。いかにもホストでございという服装なのに、なぜか水商売くささがない。髪型のせいだろうか？　ホストにしては長さが中途半端だ。もっと長いか、あるいは満雄のように男らしさを押し出した短髪にするか……優しげな顔だから、あまり短いのは似合わないだろう。

　じろじろと見ていたら、ふいに目が合ってしまった。

　満雄は内心動揺したが、新人アッキーはにっこりと笑う。こいつの頭の良さが半はん端ぱないのは、もうわかっている。法律に詳しいホストなんか、聞いたこともない。賢い奴というのは、たいてい他人を見下した雰囲気を漂わせているが、アッキーに関してはそれが皆無だった。屈託のない笑顔を見せられてしまうと、こっちの毒気が抜かれそうになる。おかしな野郎だ。

「そうだ、マユちゃん、生命保険に気をつけてね」

　アッキーは再びマユに視線を戻して言った。

「保険？」

「死亡保障は結構な額をかけている場合が多いよ。もちろんそれも財産だ。あと、負の遺産っていうのもある。つまり借金。念のため、お父さんに負債がなかったか調べたほうがいい」

　なあなあ、と咥くわえ煙草たばこのキョウさんが身を乗り出してきた。

「ちょい聞いていいか？　うちの親おや父じ、結構借金あんだけどさ、もし親父が死んだ場合はお袋と俺がそれ返すことになんの？」

　このへんは、満雄も興味のあるところだった。

　満雄の父親は漁業に従事しており、近頃新しい船を購入したため大きな借金をしたのだ。本人は「おめの世話にはならね」と胸を張っているが、万が一ということもある。

「繰り返しになるけど、借金は負の遺産なんだ。放棄の手続きをしないと、相続人は借金も相続しちゃうんだよ。相続放棄の手続きには、三ヶ月の期限があるから気をつけて」

「えー、自分の借金でもないのにぃ？」

　そう、とアッキーは頷く。

　そしてボーイを呼び止めて新しいコースターを受け取ると、裏にしてテーブルへ置き「マユちゃんがしておいたほうがいいこと、書いておこうね」と再びペンを手にした。生命保険の確認、負債の確認、相続放棄の場合は家庭裁判所で手続き……など、綺麗な文字で綴つづっていく。

「アッキーさあ、チョー頭よくない？　なんでホストなんかしてんのぉ？」

　マユの疑問はもっともだった。

　だがアッキーは「ホストなんか、ってことないでしょ」と窘たしなめつつ微笑む。

「どんな仕事だって、それぞれの価値があると思うな。俺はたまたま、法律のことを聞きかじってるだけで、ホストとしてはまだまだだし……はい、これどうぞ」

　ありがとー、とマユはコースターを受け取り、大切にバッグにしまう。

「この店じゃ、すっかり頼りにされてんだよアッキーは。こないだもさ、テツヤのダチが交通事故起こして、その相談に乗ってやったんだよな」

　キョウさんがつくづく感心した面持ちで言った。マユは「すごいねえ」と煙草を咥え、すかさずアッキーがライターで火をつける。このへんはやっとさまになってきた。

　キョウさんの言うことは本当で、最初のうちはいまひとつノリの悪い新人だと言われていたアッキーだが、今ではまるでホストクラブ内法律相談所である。なんでも、かつて弁護士事務所でバイトをしていたそうだが、それだけでこんなに詳しくなるものだろうか。

「ね、他に気をつけることない？」

　ミニスカのマユが大胆に脚を組み替え、アッキーが下げていた視線を慌てて上げる。ふざけて太ふと腿ももを撫でるキョウさんとはえらい違いだ。

「そうだね。もし借金と財産のどっちが多いかわからない場合には限定承認といって……」

　あ、これも我が家と関係ありそうだな――満雄はそう思い、真剣に耳を傾けた。

　しかしアッキーの言葉は唐突に止まってしまう。

　どうしたのかと思えば、店のエントランス方向を凝視していた。そこには新しい客が来ていて、付け回しとなにか喋しゃべっている。

「あれー、男の客じゃん。珍しいね」

　マユも気がついて首を巡らす。

「女の子と一緒みたいだぜ。新規だな」

　キョウさんも新規客を見た。女の子はひと目でわかる水商売系の若い子だ。男のほうはまだ後ろ姿しか見えないが、背が高く、スーツの上からでも引き締まった身体つきなのがわかる。

　アッキーは固まっていた。

　客の男を凝視し、薄く唇を開けたまま呼吸も忘れるほどに、固まっていた。ひとりだけストップモーションをかけられたかのようだ。

　そのときちょうど、店のＢＧＭが止まった。

　賑にぎやかな店内にほんの一瞬静寂が訪れたとき、客の男が振り返った。眼鏡めがねをかけた色男だが、一発でカタギではないとわかる風ふ情ぜいを湛たたえている。キョウさんが「うわっ、ありゃ筋スジモンだぜ」とマユに囁いた。

　筋モンが、アッキーを見る。

　大好物の獲物を見つけたケダモノのようににやりと笑い、無言のまま、ゆっくりとアッキーを指さした。
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　仕事は、いろいろした。

　最初は検察官。そののち弁護士。

　最終的に交渉人としてオフィスを構えるあいだは、短期のバイトもあれこれとやった。基礎工事現場、イベント会場の警備、パソコン入力作業、倉庫整理、変わったところでは葬儀会社のスタッフなんてのもあった。どうも儲もうけ主しゅ義ぎの業者だったらしく、棺かん桶おけの原価を知ったときには「こんなにぼられたら、死んでも死にきれないなあ」と思ったものだ。

　どの仕事もいい経験になった。

　どんな職場でも、いい奴も嫌な奴もいて、でも嫌な奴も話してみればいい奴だったりして、あるいはその逆もまた然しかりで、身体はきつかったけれど楽しい時期だった。

　しかし、だ。

　よもや三十二になって、ホストになるとは思わなかった。

　もちろんこれには事情がある。そりゃ俺は酒も女の子も嫌いじゃないが、かといって趣味でホストをやっているわけではない。

　幸運なことに、店のオーナーが知り合いのそのまた知り合いだった。目的が達せられるまで、一ヶ月ほど働かせてもらう話になっている。もちろん日中は通常どおり事務所に出ているので、この二週間はすっかり寝不足だ。客の目のない場所であくびを噛み殺すこともしばしばだったが――今現在、俺の眠気は遙はるか彼方かなたにぶっ飛んでいる。

「い……いらっしゃいませ」

　片膝をつき、ホカホカのおしぼりを広げる。どうしても声が上擦るのは仕方ない。

　なんでこいつが。

　どうしてこの男が、ここにいるのか――。

「うっわー、ホントに芽め吹ぶきさんがホストしてるんだあ」

　先におしぼりを受け取ったアヤカが言う。本名を出されては困るので、俺は慌てて「アッキーですっ」と、人差し指を唇の前に立てる。

　すると奴が、フッと唇でせせら嗤わらうのが聞こえた。

「アッキー、ねえ……。まあ、ここに座れアッキー」

「わっ」

　腰にグイッと手を回され、むりやり奴の隣に座らされる。俺が慌てて「いっ、今メニューをっ」と言いかけると「うるさい」と耳元で囁ささやく。

「おい、アヤカ。なんか適当にオーダーしとけ」

「はーい。兵ひょう頭どうさん、アッキーの本指名でいいんだよねー？」

　ああ、と当然のように頷いて、俺の腰に腕を回す。

「いやっ、そっ……他にもホストはたくさんいるし！」

　慌てまくる俺に、兵頭は「おまえでいい」といやらしく笑った。眼鏡めがねの奥のぎらついた瞳は面白がっているようであり……その実、奥に苛立ちが見え隠れしていて怖い。

「ひと目でおまえが気に入ったぜ、アッキー」

「そ……それは、ありがとうござ……」

「綺麗な顔してるじゃねえか。ん？　歳としはいくつだ？」

「に、二十五です」

「へーえ、二十五ねえぇ？」

　語尾をいやらしく伸ばされて、俺は赤面した。

　……嫌な奴だ。ほんっとに、嫌な奴だよおまえは！

　兵頭寿じゅ悦えつ。寿ことほぎ、悦よろこぶと書いて寿悦。

　この名前ばかりがめでたい男は、指定暴力団真しん和わ会かい系の二次団体、周防すおう組ぐみ若頭である。

　名刺には周防興産株式会社取締役常務などと書いてあるが、要するにヤクザだ。縦にしても横にしてもヤクザだ。しかもホモだ。……いかん、ちょっと差別的な発言だったか。「しかもホモ」ではなく「かつ同性愛者だ」に変更する。

「ねー、兵頭さん、ドンペリ入れていーい？」

　アヤカのリクエストに兵頭は「好きにしろ」と興味もなさそうに言い、

「ただしシャンパンコールはなしだ。やかましいからな」

　そうつけ足す。アヤカはグロスでてらてらさせた唇を尖とがらせ「それじゃドンペリ入れる意味ないじゃんっ」と結局は高級ウィスキーをボトルで入れた。兵頭の羽振りの良さを嗅かぎつけ、付け回しがヘルプをふたりよこしたが、兵頭は「しばらくこいつだけでいい」と追い払ってしまう。アヤカがまたしても「え～」とつまらなそうな声を出した。

「で？」

　兵頭が煙草たばこを咥くわえた。

　この二週間の習い性で、俺は実に素早くライターをつける。すると兵頭は凛り々りしい眉をギュッと寄せ「そういうことを、女どもにしてるわけか」と低く言う。

「あたりまえだろ。仕事なんだから」

　開き直って俺は言った。

　どこで聞きつけたのか知らないが、ばれたなら仕方ない。べつに悪いことをしているわけではないのだ。その、あれだ。白いスーツや、あちこち跳ねたような、落ち着きのない髪型がちょっとばかり恥ずかしいだけだ。

「気にくわないですねえ」

　俺の手からライターを奪い、自分で火をつけて兵頭は言った。

　ライターの明かりに照らされる横顔は、俺から見ても悔しいほどの色男っぷりである。真夏だというのにスーツを纏まとい、七なな桁けたに届くであろう時計を嵌はめ、靴はどうせベルルッティあたりだろう。似合っているのがまた小こ癪しゃくである。こいつがホストをやったら、ナンバーワン間違いなしだ。もうちょっと愛想をよくして、さらに男が好きなことはひた隠しにした場合に限るが。

「そもそも、俺のイロが水商売をしてるってのが気にくわない」

「イロとか言うな。いつの時代のヤクザ映画だ」

「先輩……じゃなくてアッキー、『俺のオンナ』って言うと怒るじゃないですか」

「あたりまえだ」

「ひどい人ですよ。俺って男がありながら、ホスト稼業なんか始めやがって」

　フーと煙草の煙を吐き、そらぞらしいばかりの声を聞かせる。男メニューを眺めていたアヤカが「えっ？」とすかさず反応した。

「やっぱふたりはデキてんだ？」

「違う！」

　全力で否定した俺を睨にらみ、兵頭が「なにが違うって？」と不機嫌な声を出す。

「あんた、デキてもいない男とあんなことすんですか？」

「そっ、それは……」

「ねえねえ、あんなことってどんなこと？　アヤカがお店でお客さんにしてるようなこと？」

　身を乗り出して聞くアヤカは、兵頭の管理している店に勤めるイメクラ嬢じょうである。兵頭は深く頷き「近いとこだとスペシャルＡコースだな」と返した。待ってくれ、スペシャルＡコースってどんなのだった？　きっとそれはスペシャルなＡなのであって、この場合のＡというのはつまりアナ……。

　絶句している俺に、アヤカがニタリと笑って「いやーん、アッキーのえっちぃ」と言った。

　……もう、勘弁してほしい。

　そりゃなにもないとは言わない。ないどころか、かなりいろいろある。

　俺も男だ、はっきり認めよう。

　そうですとも、ケツの穴に指まで突っ込まれてよがっていますとも。でもまだ指までで、兵頭の凶悪バズーカの訪問は受けていない。先だっても「そろそろいいんじゃないか」と迫られたが、丁重にお断りしたばかりだ。

　もとはといえば高校の後輩にすぎない兵頭と、なぜ肉体関係にまで陥おちいったのかは……実は自分でもよくわからない。

　わからないけど、なんかそういうことになっちゃったのだ。

　弾みというか、成り行きというか――そんなテキトーでいいのかというご意見もあろうが、人生にはときどきそういうことが起きるのだ。

「お、おい、プライベートな話は慎んでくれ」

「ああ、そうでした。ここではホストですもんねえ。まったく腹の立つ……知らない女にあんたをベタベタ触らせるくらいなら、自分のマンションに閉じ込めておきたいんですが」

「怖い冗談を言うな」

「本気です」

　真面目な声を出されると、怖さ倍増だ。アヤカが両手を胸の前で組む乙女のポーズで「愛されてるのねっ」と芝居がかった声を出した。兵頭の場合、本当に軟禁しそうでシャレにならない。

「あのな兵頭。これは仕事なんだ」

　俺は兵頭の耳元に唇を近づけて囁いた。

「いいか、誰にも言うなよ？　ここのナンバーツーに嵌はまった女性の親おや御ごさんから、なんとか娘をホスト遊びから脱却させてほしいって依頼があったんだよ」

　兵頭が黙ったままこっちを見た。冷たいんだか熱いんだか判別に苦しむ視線が「それで？」と話を促している。

「証拠もなしに話をしても聞いてもらえない。なにしろ恋ってのは視し野や狭きょう窄さくだからな」

「……で、そのナンバーツーに近づこうと？」

「ああ。あんまりタチのいい野郎じゃないらしい。彼女が貢いだものをバンバン質しち屋やに流してるようだし……そのへんのネタを掴んで、彼女に現実を知ってもらうしかない」

「なるほど。可哀相になあ」

　兵頭が俺の肩に腕を回して言った。指先で耳たぶをくすぐられ、ぞわっ、と鳥肌が立つ。

「恋の夢を、交渉屋に壊されるわけだ」

「仕方ないだろ。今じゃサラ金にまで手を出して貢いでる」

「ホストとの擬ぎ似じ恋れん愛あいに金がかかることなんざ、本人だって承知でしょうよ」

　水商売に関してはプロである兵頭は、あくまで冷めた口調だ。

「本人はすっかり冷静さを欠いて……おいっ、なにすんだっ！」

　俺は膝裏にヒョイと腕を入れられ、軽々と横抱きにされて、あっというまに兵頭の膝の上だ。言ってみれば、座ったままでお姫様抱っこされている状態である。

「こっ、こういうサービスはしてないぞ！」

「堅いこと言うなよ、アッキー」

　兵頭の顔がすぐそこにある。俺の吐息で眼鏡が曇りそうな近さだ。必死に膝から下りようとする俺を兵頭は許さず「俺は上客ですよ。大事にするべきでしょう」とますます迫る。

「なに言って……！　マネージャー！」

　ちょうど通りかかったフロアマネージャーに、俺は救いを求めた。一応フロアの責任者ではあるが、俺より実年齢は下の若者だ。マネージャーはやや引ひき攣つった笑顔で「お客さま、当店は男性の方のホストの指名はお断りしておりまして……」と言ってくれた。
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　すると兵頭はじろりとマネージャーを見て「リシャール」と言った。

「……は？」

「置いてねえのか。リシャール」

「あ、はいっ、ございます」

「ついでにドンペリ二、三本入れとけ。アヤカ、なにがいいんだ。ピンクか」

　アヤカがすかさず「ゴールド～」と声を出す。

　ちょっと待て。俺の計算が間違っていなければこの瞬間に二百万超えるぞ？

　マネージャーは「かしこまりましたっ」と頭を下げ、次に顔を上げたときには俺を見て（悪いな、アッキー）という顔をした。もはや俺は生いけ贄にえの羊である。

　目の前の狼おおかみは、ゆっくりと眼鏡を外して薄く笑った。







　交渉人、という仕事を説明するのは難しい。

　誘ゆう拐かい犯はんや立てこもり犯を説得するのも交渉人だが、あっちは警察内の人質救出の専門家だ。また、国連にも交渉人と呼ばれる人々がいて、こちらは世界の平和維持活動に関わっている。

　俺の仕事はもっと小さい。

　いや、小さいというと語ご弊へいがある。もっと身近、というべきだろう。

　市し井せいに暮らすほとんどの人々は、誘拐犯や国際的テロリストではなく、家賃を上げたがる大家や、夜中に騒ぐ隣人や、はたまたセクハラ上司との関係に悩んでいる。どんな小さなトラブルでも、当人にとっては大きな問題であり、心痛の種となるのだ。しかし当人同士の話し合いでは埒らちがあかない場合も多く、そうかといって警察に訴える事件性はないし、民事訴訟のような大おお事ごとにするつもりもない。

　そんなときのために、俺がいる。

　そんな人のために、芽め吹ぶきネゴオフィスがあるのです。

　……なんだか安っぽい宣伝文句調になってしまったが、まあそういうことだ。

　今の世の中、小さなトラブルがこじれて刑事事件になってしまったりする。ゴミの出し方をちょっとばかりきつい調子で注意しただけで、翌日刺されないとも限らない。そうなる前に、第三者が入って問題を解決するのが望ましい。国際紛争と嫁よめ姑しゅうとめ問もん題だい以外は、どんな相談にも乗るというのが俺の基本姿勢である。仕事を選んでいたら食っていけないという事情もあるが、そのへんはおいといて。

「所長、加か藤とうさんからお電話ですよ」

「あ……っと、今行きます。キヨ、これ四分計っといてくれ」

「ん……」

　小さく頷いたキヨにカップやきそばを手渡し、俺は給湯室を出て自分のデスクに向かった。

　芽吹ネゴオフィスは少数精鋭がモットーなので、スタッフは俺とさゆりさんとアルバイトのキヨの三人のみである。所長は俺だが、ここで一番偉くて怖いのはさゆりさんだ。ちゃきちゃきの江え戸どっ子こ七十二歳には誰も頭が上がらない。無口なキヨはＰＣに強いし、二十二の若さにして特殊な本業ゆえに裏世界に顔が利きく。

「お待たせしました、芽吹です。……ええ、はい、先日面談しました。ようやく、自分がどんな男に嵌はまっていたのか理解されたようですよ」

　電話の相手は、例のホストに嵌った娘を持つ父親だった。

　娘の名は里り奈な、大手企業に勤める三十四歳の会社員である。父親いわく「真面目な子なんです。あの子がホストクラブに通ってるなんて信じられなくて……」だそうだが、遊びなれていないタイプほどホストに嵌りやすいのだ。

　入れ込んでいたホストは、通称タク。

『ジェリクルボーイ』のナンバーツーで、本名は天あま野の拓たく馬まという。

　ホストクラブでホストに貢ぐことは、べつに悪いことではない。

　自分の給料をどう使おうと、それは当人の自由だ。だが、どっぷり嵌りすぎて消費者金融にまで手を出すようになると、これはよくない。行きすぎを止めてくれる友人でもいればいいのだが、加藤里奈の場合はそういう友達もいなかったようだ。

　ホスト仲間の話によると、タクは里奈が借金をしてまで店に通ったり、プレゼントをしていることを承知していた。

　――女に借金させても貢がせる。ホストってのはそうやってのしあがってくもんだろ？

　自分の取り巻きたちに、そう嘯うそぶいていた。これは俺が控え室で聞いたんだから間違いない。タチの悪いホストといえるだろう。稼ぎはいいものの、すでに何度か揉め事を起こしている。オーナーにとっても頭痛の種だったため、俺は店に潜入できたわけだ。

「おそらく、里奈さんがあの店に行くことはもうないと思います。……ええ、タクには内縁の妻と二歳の子供がいたんです。もちろん店では内緒にしてますけどね」

　それを告げたとき、里奈の顔は見る見る青ざめていった。

　親子三人が手を繋つないでいる写真を見せると、ぶるぶると指先が震え「嘘よ」と掠かすれた声を出した。俺が辛抱強く調査の経過を説明すると、やがてワッと泣きだして「こんなのって、ひどい」と頭を振った。

　里奈がタクに貢いだ金額は約四百万。店に支払った飲み代は入っていない。半分はアクセサリーや腕時計などの貢ぎ物、残りの半分は無心された現金だ。店に落とした金額も入れれば、七百万に近い。コツコツと続けていた貯金は、この半年であっという間に消えた。

「里奈さんは借用書を取っていないので、現金を取り戻すのは難しいかもしれません。信頼できる弁護士を紹介しますので、よかったら相談してみてください」

　電話の向こうで父親が『まったく、情けないことです』と消しょう沈ちんした声を出す。

「……あの、お父さん、あまり里奈さんを叱らないでやってくださいね。幸い、借金の額はまだたいしたことはないし、なにより本人が一番つらいんですから」

　キヨがデスクの上にカップやきそばを置き、湯切りのジェスチャーをした。四分経ったから、お湯捨てておいたよ、という意味だ。俺は軽く頷いて了解を伝える。

「それから、ホストがすべて天野拓馬のようだと誤解なさらないでください。プロ意識のもとに、きちんと仕事をしているホストもたくさんいます」

　これは俺が身をもって感じた事実だった。

　ホストはきつい仕事だ。新人だった俺は店の掃除や洗い物に買い物、酔っぱらった客の介抱もさんざんやらされた。体育会系的な上下関係もあり、根っからのチャラ男おでは長続きしない。キョウのように「借金させてまでドンペリ入れてもらっても続かねえぞ。細ほそ客きゃくに無理させんな」と後輩を指導する者もいる。細客とは支払い能力の低い客のことだ。逆に、バンバン金を使ってくれるのが太ふと客きゃくである。

「それでは、近々請求書が届きますので、指定の口座にお振込をお願いします。経費に関して疑問などがありましたら、なんでも聞いてください。……はい、ええ……そうですね。里奈さんにもきっといつか、いい人が現れますよ」

　会話は終わり、俺は電話を切った。同時に小さな溜息が零れる。

「一件落着、ですか？」

　デスクに青菜の小鉢を置き、さゆりさんが聞く。カップ麺めんだの弁当だのばかり食べている俺とキヨのために、さゆりさんはちょくちょく手作り総菜を持ってきてくれるのだ。

「おっ、ごまよごし、うまそう……ありがとう。うん、とりあえず解決したんで、加藤さんに明細書と請求書送っといてください」

「解決のわりに、所長のお顔は冴えないようですけどねえ」

　そんなことないよ、と俺はやきそばの蓋ふたをぺりぺりと剥がした。さゆりさんの観察眼は鋭い。今回は、あまり後味のいい仕事ではなかった。父親は感謝してくれたが、里奈の泣き顔が忘れられない。

「まあ自業自得とはいえ、あのお嬢さんはお気の毒でしたもんね。……ほら、キヨちゃんもほうれん草お食べ」

「……ん～」

　えぐみのある野菜がいまひとつ苦手なキヨの戸惑いなど、さゆりさんには通用しない。ほうれん草の小鉢を押しつけられ、キヨは救いを求めるように俺を見た。いやいや、俺は助けてやれないし。身体にいいんだから、ほうれん草食べなさい。

「それにしても、あたしも見たかったですよ、所長のホスト姿。そうそう、周防の若頭もお店に来たとか？」

「ぶはっ……！」

　もう少しで、ソースやきそばを鼻から出すところである。

「なんでもお膝に抱っこされたとか」

　いったい誰がその話をリークしやがったんだ。小鉢を持ったまま突っ立っているキヨを睨みつけたが、ふるふると首を横に振る。

「さ、さゆりさん、なんで……」

「アヤカちゃんから聞いたんです。昨日、晩ご飯食べに来たんですよ」

　そこか、と俺は肩を落とした。

　アヤカとさゆりさんは先だっての事件以来、すっかり仲良しになったようだ。さゆりさんも自分の孫のように可愛がっている。

　……もしかして、アヤカはぜんぶ喋しゃべってしまったのだろうか。

　お膝抱っこばかりか、盛り上がったあげくに始まったドンペリコールの中で、俺が兵頭に、その……キスされてしまったという、悪夢のような一件まで……。だめだ。考えると顔から血の気が引く。

「『芽吹さん、チョー愛されてるよ』って、アヤカちゃん感心してました」

「……そ、そうですか……」

　ぼそぼそと呟き、俺はやきそばを口に詰める。

　兵頭は金に物を言わせて、派手に遊んでいった。俺を膝の上に置いたまま、アホみたいに高い酒を飲んで、アヤカの友達まで呼び寄せての大騒ぎだ。だが俺がターゲットにしていたタクが同伴出勤してくると、耳元で（仕方ない。お仕事させてあげますか）と囁き、おとなしく帰ってくれた。ただし（さっさとけりつけないと、今度は事務所の野郎どもを連れて遊びに来ますよ？）と釘くぎをさしていくのも忘れない。

　冗談じゃない。ヤクザの団体客が来るホストクラブなんて聞いたこともない。

　おかげで俺はその後、必死でタクの調査を進めることになったわけだ。結局、『ジェリクルボーイ』にいたのは三週間ほどだろうか。マネージャーは「惜しいな。あんな太客がいるのに」と言ってくれたが、ホストの客が男じゃ意味がないだろう。

　カップやきそばとごまよごしを食べ終わると、俺は溜まっていた書類仕事に取りかかる。さゆりさんは七時で帰り、キヨは居残りで手伝ってくれた。事務所自体は正午から夜の十時までが営業時間となっている。

「おまえ、ほうれん草ぜんぶ食えたの？」

「……甘くて、思ったより……」

　美味しかった、と言いたいのだろう。

　向かいのデスクで入力作業をしているキヨは、いくらか白人の血が入っているらしく、それこそホストどころか芸能人でもいけそうな美青年だ。

　スタイルも抜群で、身長は一八八センチというから、あの兵頭よりもさらに高い。芸能プロダクションからの誘いも何度かあったが、本人いわく、向いてないそうである。確かにこの無口っぷりと、愛想のなさは芸能人として致命的だ。なによりキヨ自身、自分の本業とここでのバイトに満足しているという。

「……あのさ」

「うん？」

　伝票の仕分けをしつつ、俺は返事をする。

　俺たちは揃いで色違いのアロハシャツを着用しているので、ちょっと見は南国にある観光会社のスタッフのようだ。今年は全国的に猛暑らしく、八月に入って東京はますます暑くなった。さゆりさんは冷房が苦手なので、事務所はあまり冷やせない。それ以前にエアコンが古くて効きも悪い。そこで俺とキヨは「エコだよな、エコ」を合言葉に、この夏の仕事着を基本アロハにしたのである。さゆりさんが「あたしもムームーで揃えますか？」と真顔で聞いてきたので、その必要はないと説得するのに苦労した。

「あの……ちっちゃい子……げんき？」

「ちっちゃいって、おまえから見たら俺だってちっちゃいだろうよ」

「そうじゃなくて……もっとこう、ここに入りそうな……」

　自分の胸ポケットを示してキヨが言う。

　シマリスやモモンガじゃあるまいし、いくらなんでもそんなとこに入る人間はいないだろう。そう思った俺だが、あるひとりの少年が思いあたり「あー、智とも紀のりね」と頷いた。

「最近は会ってない。べつに用もないしなあ。なんで？」

「……うん……なんとなく……心配で……」

「心配？　なにが？」

　キヨは長い前髪の奥でアーモンド形の目を瞬しばたたかせ「ちっちゃいし」と、よくわからない返答をした。今に始まったことではないが、謎めいた奴だ。

　橋はし田だ智紀は十六歳の高校生で、周防組組長の甥おいっ子こである。

　いくらなんでもポケットには入らないが、なんとなくそう思わせるほどに小柄なのだ。百五十センチないだろう。ちなみに智紀に向かってチビと言うのは禁句である。生意気で賢くて怖いもの知らずのひねくれ少年なのだが、なぜか俺に興味を示している。半月ほど前には、この事務所にいきなりやってきて「フーン、しょぼいね」などと憎らしい口を利いて帰っていった。

　キヨはそのとき初めて智紀を見て、俺にしか聞こえない音量で「お人形……」と呟いていた。ま、確かに可愛い顔はしている。

「外面はいい奴だから、真面目に学校に行ってんじゃないかな？」

「今……夏休み……」

「あ、そうか。なら塾じゅくとか？　そういや、智紀の父親がそろそろ仮釈になるらしい」

「へえ……」

　智紀の父親は周防組幹部のひとりだが、恐きょう喝かつその他の罪でお務め中だったのだ。父親への反発なのか、智紀はヤクザが大嫌いである。しかしその反動で自分までヤクザまがいの非行に走っていれば世話はない。

「……そういや、兵頭も前科持ちなんだよな」

　ふと思い出して、俺は伝票を捲めくる手を止めた。確か、府ふ中ちゅうの別荘とか言っていたが、詳しい話を聞いたことはない。

「……府中って、Ａ級じゃなかったよな？」

「ウン。Ｂだね。Ｆも多い。……組関係者だと、初犯でもＢ扱いあるらしいよ」

　日本の刑務所は原則的に収容分類がなされている。Ａ級というのは初犯であり、Ｂ級は累るい犯はんや暴力団など犯罪傾向の進んでいる者を示す。Ｆは外国人犯罪者だ。

「……調べる？」

　キヨが気を利きかせて言ってくれたが、俺は「いや」と返した。

　気にならないと言えば嘘になるが、兵頭本人に聞けばいいことだ。ムショ経験のあるヤクザ者など、べつに珍しくもない。

「あーあ、肩凝こったなァ」

　俺は立ち上がり、窓際に立ってウーンと伸びをした。

　眺めはたいしてよくない。このあたりは雑居ビルばかり立ち並んでいる。空気を入れ替えようと窓を開けると、むわりと湿し気けった空気が入り込んできて、慌てて窓を閉める。

　そのとき、ビルの真下で物陰に隠れる人間の姿を見たような気がした。

「……ん？」

　俺はもう一度窓を開けて確認したが、人影はすでにない。

　見間違いだったのだろうかと首を傾かしげ、再び窓を閉める。どうしたの、と言いたげな顔でキヨがこっちを見ているので「誰かいたような気がして」と答えた。

「……気をつけないと」

「そうだな。逆恨みされやすい仕事だもんなあ」

「いっそのこと……絵、飾る……？」

　いくらか遠慮がちに言ったキヨに「それはない。しない。絶対」と即答した。

　この場合の『絵を飾る』というのは『周防組の斡あっ旋せんするレンタル絵画を導入する』を意味し、間接的に周防組にみかじめ料を支払うことになる。

「ヤクザの息がかかった交渉屋にはならないぞ」

　兵頭という個人はともかくとして、俺は暴力団の存在意義を認める気はない。弱者を脅おどす強者は大嫌いなのだ。

「所長本人には、もうかなりかかってるような……」

「おいおい、キヨ」

　それを言っちゃあ、おしめえよ……とフーテンの章あきらさんになってしまった俺だったが、キヨに意味が通じなかったのが残念だ。







　書類整理を終えたのは十一時すぎだった。

　キヨは自分のアパートに帰り、俺は明日の朝飯を買いにコンビニに向かっていた。最近のお気に入りはタマゴサンドなのだが、なんと売り切れだった。ショックだ。ちょうど次の搬入トラックが来る直前だったらしい。

　仕方なくミックスサンドとヨーグルトを買って、事務所に戻る。仕事の続きをするわけではなく、事務所の奥にあるワンルームが俺の生活スペースなのである。

「♪お～れがいたんじゃ、お嫁にいけぬ～」

　この時間になると、もう俺以外はこのビルにいないはずだった。その気楽さから鼻歌交じりだったが、階段の途中にいきなり見えた影にぎくりと足を止めた。

「……なんだあ、その歌……」

　踊り場の向こうから、ゆらりと現れたのは天野拓馬だった。

　やばい。ホストを偽っていた俺の正体が割れたらしい。コンビニ袋を持ったまま俺は一瞬固まり、そのあと思わず「『男はつらいよ』、知らない？」と聞いた。

「知るかよ」

「……そりゃそうだよな。俺だってほとんどリアルタイムじゃないし……」

「そのカッコも最低だな。ハワイのレンタカー屋かよ」

「おお、うまいこと言うなあ」

　本気で感心して言ったのだが、天野のご機嫌はすこぶる悪いらしい。階段の数段上から、俺のアロハの襟えりをグイッと掴んで「ふざけんなてめえ」とすごんだ。身長は同じくらいだが、腕の太さは相手のほうが勝っている。

「俺のこと、売りやがっただろ」

「……ちょっと調べさせてもらっただけだ」

「ガキがいることまで吹聴しやがって！」

「ぐっ……そ、そんなことしてな……っ」

　喉を締め上げられ、言葉が詰まる。

「おかげで指名は激減だぞ！　てめえのしたことはプライバシーの侵害じゃねえのかよ！」

「……正当な……理由がない場合は……プラバシーの侵害になる、が……ぐえっ」

　今回は、職務として依頼を遂行するための調査という正当な理由がある。

　この手の調査でプライバシーの侵害が成り立っていては、この世から探偵や興信所は消えてしまう。もっとも俺は、天野に子供がいることを、加藤里奈とその家族にしか伝えていない。さらにその事実を吹聴しないようにとも注意しておいた。天野が逆恨みする可能性を考えての措そ置ちだ。だが里奈はとても黙っていられなかったのだろう。どういう経路でかはわからないが、天野に子供がいると誰かしらに漏らし、それが広まったものと考えられる。

　……などと冷静に分析している場合じゃない。

　俺はなんとか天野を説得しようとした。

　落ち着いてくれ、俺は仕事をしただけだ、このまま俺に対して暴行を続けるとおまえが罪になるんだぞ――と言いたいわけだが、なにしろ声を出せない。いくら俺が優秀な交渉人だろうと、言葉が使えないのでは話にならんのだ。

「汚ねえ野郎だぜ、ホストのふりまでして騙だましやがって……この野郎……っ」

「うっ……や、め……天野……！」

　近づく息が酒臭い。かなり酔っているようだ。

　俺の首に天野の手がかかった。絡まる指をなんとか外そうとするが、位置的に下にいるのが災いしてうまくいかない。

「このまま絞しめ殺ころしてやるッ」

　剣呑な台詞せりふにマジやばいかも、と思った。

　絞こう殺さつまではいかないにしろ、頸けい動どう脈みゃくの圧迫で意識がなくなり、頭から下に落ちた場合――脳のう挫ざ傷しょうで死亡もあり得る。仮にそうなった場合、俺の最期の晩ばん餐さんはカップやきそばということか。あまりにせつない。せめてフカヒレラーメンくらいは食べたかった。

　視界が霞かすみだしたとき、大きな手が見えた。

　最初、俺はなにが起きたのかよくわからなかった。大きな手は天野の顔にべたりと張りつき、強い圧を加えているようだ。天野が呻うめき声ごえを上げ、その手から逃れるために後ろ向きのまま階段を上る。おのずと、俺の喉も解放される。

「……ひゅ……っ……ぐ、えっ……げほげほっ……」

　急に入ってきた空気に噎むせ、俺は背中から倒れそうになった。

「おっと。危ないですよ、先輩」

　トワレの香りと、馴な染じんだ体温。

　俺の背中をしっかり受け止めたのが誰なのか、すぐにわかった。

　けれどまだ声が出ない。兵頭は俺を抱えたまま数歩後退し、踊り場まで下りる。入れ替わりに階段を上ったのは、伯はく田ただ。コンビニの店長さんでもしていそうな気のいいオッチャン風情だが、兵頭のボディガードをするほどの腕前である。俺はゲホゲホと噎せながら、頼み込んだ。

「伯田さ……っ、ほ、ほどほどにお願いしま……っ」

「はいはい、ほどほどね」

　笑顔で振り返り、伯田が了解してくれた。兵頭は俺の背中をさすりながら「先輩、ラーメンの固さリクエストしてんじゃないんだから」とぼやく。踊り場を回った向こうで、ガコッ、と怖い音がして天野の「ヒィ」という悲鳴が聞こえた。

「首、見せて。あーあ、赤くなっちまってる。……さあ、あんたは俺が連行します」

「え、あっ、待てよ……っ」

　腕を引かれて、俺は慌てた。このまま天野をほっといてもいいのだろうか。

「心配しなくても、伯田さんは素人しろうとを殴りゃしませんよ」

「け、けど今、すごい音が……」

「ああ。壁でも蹴ったんでしょ。木造だとやばいが、ここは一応鉄筋でしょう？　なら平気だ」

「なにそれっ。伯田さんてどういう重機!?」

「ほら、早く首を冷やさないと。嫌がるなら担かついで強制連行ですが、どうします？」

「あ、歩く。歩くって……」

　俺はよたよたと階段を下りて、ビルの前に停とまっていた黒いカローラに乗った。輸入ブランド好きな兵頭だが、車は国産車なのである。故障が少ないし、メンテもすぐにできるし、なにより目立たないのがいい――と、組長が言っているらしい。ふだんは伯田がドライバーを務めているが、兵頭自身もときどき運転する。

　連行されたのは、兵頭の住むマンションだ。

「おい、ちょ……待てよ」

　部屋に入るなり、寝室に連れ込まれて俺は慌てた。最後に兵頭とそういうことをしてから、かれこれ一ヶ月は経っているだろうか。べつに避けていたわけではなく、単に忙しかったのだ。夜はホストになっていたわけだし。

「首冷やすだけですよ。タオル持ってきますから、寝ててください」

　そう言われてしまうと、押し倒されるのではなかろうかとびくついていたことが恥ずかしい。だいたい三十二にもなった男が、ベッドを見て狼狽うろたえるっていうのはなんなんだ。まるで小娘みたいな自分に腹が立つ。

　兵頭と寝るのが、いやというわけではない。

　ただ……なんというか、慣れていないのだ。同性に組み敷かれて、喘あえいでしまう自分に慣れていない。その最中は無我夢中になってしまうとしても、終わったあとに我に返って「うわあ」となってしまうのである。うわあ、俺またあんな声出しちゃったとか、うわあ、俺すげーこと言ってたとか、うわあ、腕枕されてるよ俺っ、とか――そういう狼狽ろうばいがあとから襲ってくるのだ。

　氷水を張った洗面器とタオルを持ってきた兵頭が、俺の首を冷やしてくれる。

　身体に馴染み始めているでかいベッドに横たわり、俺はおとなしくしていた。兵頭は上着を脱ぎ、ネクタイを緩めた姿でベッドの端に座り、俺を見下ろして「……だせえ」と小さく呟く。アロハシャツのことだろう。

「いいんだよ、ださくても。涼しいんだ」

「もったいない。せっかく色男なのに」

　そう言って、花柄の襟えりをピンと指で弾く。

「俺はアロハでも色男だ」

「まあ、ホストのときの安っぽいスーツよりはましですかね。しかもあんた、二十五って、ありゃさばよみすぎでしょう」

「しょうがないだろ」

　俺は兵頭を睨んで言い返す。少し頬が火ほ照てっているかもしれない。

「三十二じゃ、あの店の客層と開きがありすぎるんだよ。ホストしてたのだって、必要があったからだ。仕事のためなら、さばでもイワシでもよむ」

「くだらない居直りはやめてください。……だいたい、あんな店で女どもに身体をベタベタ触らせてるから、ばちが当たったんだ」

　タオルを冷やし直して兵頭は文句を垂れる。めちゃくちゃな理屈に俺は苦笑するしかない。

「なに笑ってんです。俺が行かなかったら、階段から突き落とされてたってのに」

「そうだな。助かった」

「……あんまり素直なのも気持ち悪い」

「なんだよ。じゃあ俺はどうすりゃいいんだ」

　ギッ、とベッドが鳴る。兵頭が俺の頭の横に手を置いて、顔を近づけてきたのだ。本日の眼鏡はスチールカラー……本当に、こいつはいくつ眼鏡を持っているのだろう。

「どうすりゃいいのか、教えてあげますよ。目、閉じて」

　レンズの奥の瞳に、ふだんは隠してある熱情がちらちらと見え隠れしていた。

「おい、兵……」

「黙って目を閉じる。……キスくらい、くれてもいいでしょうが」

　ほんの僅わずかに、拗ねたようなイントネーションがあった。

「もう一ヶ月もあんたを抱いてないんですよ？　俺を餓が死しさせる気ですか」

「アホ。大おお袈げ裟さなんだよ」

　ふだんは傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたようなヤクザ者のくせに、たまにこんなふうに年下ぶった口の利き方をしやがる。またそれにほだされる俺も俺だ。もっといえば、さっきから兵頭のトワレと、奴自身の香りに軽く酩めい酊ていしている自覚もあった。

「ちっとも大袈裟じゃない……先輩以外の誰を食っても、俺は腹一杯にならないんです」

　兵頭が顔を寄せてきた。もう互いの鼻の頭が触れあいそうな距離だ。

「へえ。誰か食ったわけ？」

「妬やけますか？」

「べつに」

　そんなつもりはないのに、意地を張っているような声になる。兵頭の喉がクッと音を出した。嘲笑というより、つい漏れた笑い声というニュアンスだった。

「嘘です。誰も食ってませんよ。以前はそこそこの味でも満足できたのに、今じゃあんた以外に食指が動かねえ。……なあ、責任取ってくれよ、先輩」

　最後の台詞は、高校生の頃を彷ほう彿ふつとさせる口調だった。俺は「知るか」と答えるつもりで口を開けたのだが、それはおのずと、キスを受け入れるタイミングになった。

　兵頭の唇を感じると、皮膚の表面にさざ波のような震えが走る。

　濡れた音と同時に舌が入り込んできて、まだためらいを捨てきれない俺の舌を搦からめ捕とった。

　痛いほどに吸われ、喉の奥から喘ぎが漏れる。

　兵頭は俺への執着を示すかのように、口の中をさんざんに蹂じゅう躙りんしていった。いつのまにか、俺は兵頭の袖を掴んで呼吸を乱している。

「ん……っ、ん、あ……待っ……」

　俺は一度唇を離し、溢れそうになったふたりぶんの唾液を飲み込んだ。兵頭は間近で睨むように俺を凝視し「くそ、あんたエロいんだよ」と悔しそうに言う。

「あ、おい。ちょ……なにしてんだ、兵頭」

「触るくらい、いいだろ」

　アロハのボタンを次々に外し、兵頭の大きな手が俺の上半身を這い回る。
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　口づけながら乳首を摘まれ、びくりと反応してしまう自分が情けない。次第に触れられているだけでは物足りなくなってきて、そこにも兵頭の唇が欲しいと思ってしまうのだ。

「あ……」

　身じろぎ、首に当てられていたタオルが落ちてしまった。兵頭は俺の内心を読んだかのように、唇の位置を下げていく。冷たい首筋にひときわ熱い舌を感じ、俺は声もなく仰のけ反ぞった。鎖骨に軽く歯を立てられ、兵頭のシャツを掴む指が震える。

「……こんなに、尖らせやがって」

　ぷくりと硬くなった乳首に吐息がかかり、次には柔らかい唇に包まれた。

　ちゅくちゅくと小さな音を立てて吸われると、どうしようもなく恥ずかしく、だがそれを凌りょう駕がするほどの快感に俺は逆らえない。兵頭と久しぶりに再会したのはまだ桜の咲く前だった。それからこの夏までの約半年で、俺の身体はずいぶん変わってしまったように思う。

「あ……っ」

　ぴん、と舌で弾かれる感覚は下半身に直結し、そちらのほうも相当まずい事態に陥っていた。仰向けに寝ているので、隆起する部分を隠しようもない。

「……っ、やめ……」

　兵頭の手がウエストにかかった。俺はアロハに合わせてルーズな綿パンツを穿はき、ベルトすらしていない。

　形ばかりの抵抗などお構いなしに、兵頭は俺のファスナーを下ろし、下着を押し下げてそれを露出した。

「……半はん勃だちどころじゃねえな」

　完全に勃起している俺自身を握り、兵頭が感心したような声を出す。

「おいっ、放せよ……！」

「ここで放置したら困るのは先輩ですよ？　心配しなくても、気持ちのいいことしかしませんって。それともアレですか。俺の前でオナニーショーでも見せてくれるとか？　それなら喜んで放しますけどね」

「するか馬鹿野郎！　あっ……！」

　じゃあおとなしくしてろ……兵頭は耳元でそう囁くと、身体を下げて俺のものを咥えた。

　途端に身体から力が抜ける。

　逆らえるはずがない。これから始まる口淫が、どんなに気持ちいいものか――もう俺の身体はいやというほど知っているのだ。
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　天あま野の拓たく馬まから詫わび状じょうが届いたのは、俺が襲われた三日後だった。

　おそらく、兵ひょう頭どうがなんらかの圧力をかけたのだろう。書面で謝罪文が届いていれば、先方が自分の非を認めた証拠となり、今後逆恨みされる懸念はほとんどなくなる。また兵頭に借りを作ってしまったわけだが、まあ命あっての物種としよう。

　さて、これでホスト関係とは縁が切れたかなと思ったわけだが……今日になって、新たなホストが登場した。ただし今回は依頼人としてだ。

「――溝みぞ呂ろ木ぎ功こう、さん」

　はい、と溝呂木が微笑む。

　事務所の接客スペースで向き合い、俺はつくづくと依頼人の顔を眺め「溝呂木さん、もてるでしょう？」と聞いた。

「あはは。なに言いだすんですか。そりゃ一応、店ではこの三ヶ月トップ取らせてもらってますけど、まあ人気なんて水ものですから」

　依頼人は実に滑舌よく、甘い声で喋しゃべった。

　俺はおべんちゃらを言ったわけではない。溝呂木は本当にもてそうな顔をしているのだ。茶色い髪は、やや長めで軽いウエーブがかかっている。身長は一七五、六だろうか。太ってもいないし、痩やせすぎてもいない。目は極端に大きくはないが、くっきりした二重だ。鼻すじが真っ直ぐで、唇はややふっくらと色気を感じる。十人に聞いたら、八人が「かっこいい」と言うだろう。残りのふたりのうち、ひとりは天あまの邪じゃ鬼くで、ひとりは特殊な趣味の持ち主のはずだ。

　しかも、そのかっこよさのさじ加減が絶妙だった。

　俺の知る範囲によると、ホストの容貌は完璧すぎてもだめらしい。あまりに輝くオーラを発してしまうと、客がちょっと引いてしまうのだ。体格に関しても、ショーモデルサイズだと間近に接するには大きすぎる。つまり、キヨみたいな容姿だと、そこそこいい線はいくが、ナンバーワンは取りにくいと聞く。

　そういえば『ジェリクルボーイ』のナンバーワンだったキョウも、整った顔をしているものの、笑うと八重歯がちらっと見えるという隙があった。

「今勤めてるのは『ブルー・スターダスト』という店で、源氏名はコオです。コウは結構いるので、あえてコオにしてみました」

　親しみのある口調で、感じよく話す。任意で書いてくれればいい用紙に、きちんとした文字で氏名、住所、固定電話の番号、年齢まで記入してくれていた。二十六歳だそうだ。今日もこのあとは出勤なのだろう、モード系っぽいスーツで決めている。

　一方で俺はといえば、キヨがどこかで見つけてきた和風アロハで、地色は江え戸ど紫むらさき。いかした狛こま犬いぬ柄がらである。

「この事務所のことは、どうやって知ったんですか？」

「お客さんから聞きました。錦きん糸し町ちょうかどっかで、キャバ嬢やってる子です」

　とすると、アヤカの友人かなにかだろう。以前に「芽め吹ぶきさんが食いっぱぐれないように、宣伝しといてあげるよ」などと、可愛いお尻をプリプリさせながら言っていた。

「電話でお伺いしたお話では、お客さんの女性にストーキングされていると……」

「そうなんです。ホントやめてほしいんですけど……下手に刺激するのも怖いし、店にへんな噂を流されるのも困るし」

　わかります、と俺は頷く。

　この手のトラブルは水商売につきものだ。ホストの基本は色恋営業、つまり擬ぎ似じ恋れん愛あいで客を繋つなぎ止とめるケースが多い。おおかたの客は、それがホストクラブ内でだけの関係だと承知の上で遊ぶのだが、中には本気になってしまう客もいる。

「彼女もホステスなんです。同業者だから大丈夫ってことはないんですね。なんていうか……すごい粘着なんですよ。そりゃ俺たちも仕事ですから、思わせぶりな台詞せりふは言います。おまえは特別だよ、みたいな。でもお客さんは、みんな特別だし」

　苦笑する溝呂木に「そうでしょうね」と俺は相あい槌づちを打った。

「こういった場合、やはり第三者があいだに入ったほうが揉め事にならないと思います。私が直接その女性を説得するか、あるいは同性の友人に説得してもらうという手もあります。もちろん、信頼できる人に頼まなければなりません」

「どっちがいいんでしょうか」

「それは相手の女性の性格によりますね」

　さゆりさんが役所に出かけているため、キヨがアイスコーヒーを持ってきてくれた。無言でグラスを置き、無言で去っていく。溝呂木が「あ、どうも」と言ったときに、一応ペコリと頭は下げているのでよしとしよう。

「対策を考えると同時に、万一相手のストーキングが度を超したときのために、証拠を残しておくことも必要です。メールや留守録などは消さないほうがいいですよ」

「あ、はい。わかりました」

「それから、記録をつけるのもお勧めです。何月何日の何時、店の前で待ち伏せされた、みたいにメモしておく……正式なご依頼をいただければ、これらのメモや記録を、私どものほうでまとめておくこともできます。また、私自身もその女性に張りついて、行動半径などを調べたり、知人から話を聞いたりします」

「へえ、探偵さんみたいだ」

　はい、と俺は頷いてアイスコーヒーのグラスを手にする。

「ただし、これはあくまで準備段階で、私の本業は交渉です。相手に関する情報をある程度持っていないと、交渉は成功しにくいんです」

　アイスコーヒーにミルクを入れてかき混ぜながら、溝呂木は「あの、交渉のコツとかってあるんですか？」と聞いてきた。

「コツですか？　ええ、いくつかありますが」

「教えてもらってもいいですか？　ほら、俺も一応話術がキモの仕事だから……ちょっと興味あるんです。あっ、でも素人しろうとが聞いても無理なのかな……」

「私が教えなくても、溝呂木さんはすでに交渉上手ですよ」

　俺は愛想良く笑いながら、そう答えた。溝呂木は涼やかな目を丸くして「え、なんでです？」と不思議がる。

「交渉のコツは相手を心地よくすること。あるいは安心させることです。こちらに対して警戒心を持っているあいだは、なにも喋ってくれませんし、真剣に耳を傾けてもらえません」

「なるほど……」

「さっき溝呂木さんは、私に対して『教えてくれ』ではなく『教えてもらってもいいですか？』と、より柔らかい表現を使いましたよね。それから教えてほしい理由もきちんと仰おっしゃった。これらはみな、交渉術の初歩テクニックです」

　あ、と溝呂木が俺の目を見る。

「じゃ、俺は知らないうちに交渉術を使っていた？」

「ええ、ごく自然にね。さらには『素人が聞いても無理なのかな』という一言。こういう表現は、相手の自尊心をくすぐります。教えてあげたい気分になっちゃうんですね。私もそういう気分になっちゃいましたが、溝呂木さん、教える前からできてるから」

　笑いながら言うと、溝呂木も相好を崩し「客商売やってるうちに身についたのかなあ」とアイスコーヒーのストローを咥くわえた。美味しいです、の一言も忘れない。確かにこの性格は接客業に向いているだろう。

　そのあとは、ストーカーの女性について詳細を聞き、俺からは費用について詳しい説明をした。通常、「では考えてみます」だとか「家の者と相談します」と即決しない人が多いのだが、溝呂木はその場で「お願いします」と頭を下げる。

「少しでも早く解決したいんです。実は……その、これは内密にしてほしいんですが、結婚を考えてる相手がいまして……」

　初めて溝呂木が俯うつむき、耳を赤くして言った。俺は「それはおめでとうございます」と返しつつ、同時にチクリと胸が痛む。

　天野拓馬を思い出したのだ。

　確かに彼はタチの悪いホストだったが、ホストにだって当然家庭を持つ権利はあるし、それを隠しておきたい気持ちは理解できる。女性に夢を見させることが彼らの仕事なのだ。

　けれどその夢が、彼女らの人生に悪影響を与えるのならば……俺は事実を暴かなければならない。それが俺の役割だからだ。

　交渉人の仕事は、弁護士に似ているといえるだろう。

　常に依頼人の味方であり、ときには依頼人の非を知っていてもそれを庇わなければならない。俺はヤクザが大嫌いだが、兵頭の専属交渉人としての依頼を受けていたあいだは、常に兵頭に益があるようにと考えて行動した。個人的な感情は抜きにして――と言いたいところだが、実際は個人的な感情が入りまくってややこしいことになった。

　人間、そうそう理性的には動けない。

「一刻も早く解決できるよう、ベストを尽くして頑張ります。よろしくお願いします」

　俺が頭を下げると、溝呂木は俺よりもっと頭を低くして「こちらこそ」と返したのだった。







　翌日から、さっそく俺は事前調査を始めた。

　溝呂木をストーキングしている女性の名前は、氏うじ家いえ織おり羽は。二十五歳のホステスだ。

　職場は六ろっ本ぽん木ぎで、それなりに高級な会員制クラブらしい。構呂木には「腹の出たハゲオヤジたちの接待って、マジ疲れるし」と零しているそうだ。俺は思わず自分の腹部を確認してしまう。腹は努力でなんとかなるが、頭髪の問題は遺伝も関与し……まあ、とにかく織羽は仕事のストレスを『ブルー・スターダスト』で癒しているのだ。

　依頼から三日ほどすぎた金曜日の日中、溝呂木から連絡があった。今夜あたり、織羽が来店しそうだという。俺は彼女の仕事場近くに張り込んでみることにした。六本木のクラブが終わり、馴な染じみ客きゃくと出てきたのが午前零時半。他のホステスも交え、アフターで飲食店を二軒梯はし子ごし、客と別れたのが三時半。それから深夜カフェで同僚とお喋りである。

　このとき、俺はすぐ後ろの席でふたりの会話を聞いていたのだが、ちょっと怖かった。

　――そういや織羽さあ、ホストの彼どうしたの？

　――あー、うん。なかなか仕事辞められないらしくて。ほら、一応ナンバーワンだからさ、店に引き留められてるみたい。

　――そうなんだぁ。

　――彼はさ、あたしのために早く堅い仕事に就つきたいって言ってんだけどねー。

　――ふーん。そうなんだ……。

　女友達の相あい槌づちはどこかぎこちない。これが織羽の妄想だと知っているからだろうか？

　――コオが昼間の仕事に就いたら、あたしもＯＬとかしよっかなー。結婚式の準備もしなきゃなんないし。ね、ケーコも来てくれる？　あ、でも、ハワイで挙式しようかと思ってるんだよね。お店ちょっと休めるのかな？

　――どうかな。日程決まったら教えてよ。ママに相談するし。

　あくび交じりにケーコが返す。織羽は眠そうな友人のことなど気にせず、非常に具体的な結婚式の予定について語りだした。海の見える教会がいいだとか、ドレスは本物のシルクがいいだとか、親戚のおばさんに嫌いな人がいるんだけど、呼ばなくてもいいだろうかなどなど……。

　こうして妄想は膨らんでいくわけだ。織羽はブーケにどんな花を使うかまで考えていた。

　カフェを出たあと、ようやく帰宅するかと思えば、今度は織羽ひとりが『ブルー・スターダスト』へと向かう。

　おいおいもう朝だぞと思った俺だが、そういえばちょうど日の出営業が始まる頃だ。

　織羽が雑居ビルの中に消えていったあと、俺は店に電話をかけて溝呂木を呼び出してもらった。溝呂木は五分ほどして、ビルの下に下りてくる。

「芽吹さん、お疲れさまです」

「彼女、来てるでしょう？」

　はい、と溝呂木は困ったように笑う。

「なんか、結婚式場のパンフレットとか持ってきてんですよ。他のお客さんの手前もあるから、もう弱っちゃって……『こういうのは困るよ』ってソフトに言ったら、大真面目な顔で『ごめんなさい。職場だもんね』って謝ったはいいけど……今度は泣きそうな顔になって『でもコオがなかなか電話に出てくれないから』とか言いだすし」

「私もさっき、彼女が友人と話すのを聞いていました。かなり結婚妄想膨らんでますよ」

「うわ、おっかないな……芽吹さん、俺どうしたらいいんでしょう」

　とりあえず、あまり相手を刺激しないようにと伝える。ケーコという友人と接触し、話を聞いてみようと俺は思っていた。

「もう少し調べてみますが、場合によっては、ややこしくなる前に織羽さん本人に会うことも考えています。溝呂木さんが迷惑している事実を、客観的に織羽さんに伝えようかと」

「そんなことしたら、怒るんじゃ……」

「ええ。たぶんお得意さんをひとり失うでしょうね。ですが、あまりまわりくどいやり方をしている時間はなさそうです。このままエスカレートしていったら、勝手に結婚式場の予約をしかねませんよ」

「それは勘弁してほしい……」

　ふう、と溝呂木は溜息をつく。ほとほと弱ったという顔をして「いつもこうなんですよ」と煙草たばこのパッケージを取り出した。一本咥くわえ、俺のほうに開封口を差し出す。俺は煙草を吸わないので遠慮すると、わざわざ風向きを確認してから火をつけた。

「どの店でも、そこそこいい売上取れるのに、こういう困った客がついて辞めなきゃならなくなる……しかも、いつのまにか女じゃなくて、俺が悪いみたいな噂になってるんです。俺、いっとき名な古ご屋やで働いてたんですけど、そのときも似たような事情で向こうにいられなくなって」

「災難でしたね」

　俺が同情の声音を出すと、溝呂木は「まったくです」と煙を吐く。煙草が短くなるのが速いことから、彼の苛だちが伝わってきた。さまになる横顔も少しやつれているようだ。

　溝呂木はもう少し愚ぐ痴ちりたかったようだが、そこで携帯が鳴る。

　店からのメールだったらしく、「いけね。戻らなきゃ」と煙草を携帯灰皿で消す。

「それじゃ、またご連絡しますので」

「はい。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げて溝呂木はエレベーターに消えていった。

　俺は強くなってきた朝日を浴びながら、その姿を見送る。今日も暑くなりそうだ。早く帰って仮眠しよう。どうも三十をすぎてからは徹夜がきつくなってきた。大きなあくびをしながら、両腕を上に伸ばす。

「ふぁ……くふ…………うっ？」

　誰かがどしんと背中にぶつかり、俺は前につんのめってしまった。同時に聞こえた笑い声に覚えがあり「こら」と顔をしかめながら振り返る。

「アッキー、なにしてんの」

　やはりアヤカだ。ピンクのタンクトップにミニスカートという夏らしい出で立ちで、似たような格好の友人を連れている。朝日に晒さらされたナマ足の太ふと腿ももが、いろんな意味で眩しい。

「アッキーは勘弁してくれ。もうホストじゃないんだから」

「まあ、そのださいアロハでホストは無理だよねえ」

「……そんなださい？」

　俺が真顔で聞くと、アヤカは即座にウンと頷いた。

「そういう服って、芽吹さんみたいな優男系ハンサムには似合わないんだよ。沖おき縄なわ系けいの、もっとこゆーい顔じゃなきゃ。チンピラあたりだと、またべつの意味でしっくりくるんだけどね」

　予想以上に納得のいく答えをもらって、俺は「暑くてさ……」などと気弱な言い訳をする。アヤカの友人がクスクス笑っていた。この子がちょうど南国出身と思しき顔立ちで、大きな目鼻立ちと浅黒い肌をしていた。ついでに言うと、胸の谷間がこれまたすっごい。

「こんな朝早く、どうしたんだ？」

「お店はねたあと、ラニーとごはん食べてカラオケしてたー」

　ラニーと呼ばれた子がアヤカになにか言った。日本語と英語とタガログ語のちゃんぽんだ。

「ラニーは最近ウチのお店に入ったの。仲良くしてるんだ。得意技は『小悪魔的プルプル発射スペシャル』、いますっごい評判だよ」

　それは具体的にどう小悪魔的で、どんな具合にスペシャルで発射しちゃうのか、とても気になった俺だが口には出さない。クールな笑顔で「そうなんだ」と返すに留める。アヤカの前で下手な発言をすれば、ぜんぶ兵ひょう頭どうに筒つつ抜ぬけなのだ。

「で、ラニーがね、今、芽吹さんと話してた男を知ってるっていうの」

「え、今のホスト？」

　コクンとラニーが頷き、可愛い唇をツンと尖とがらせて「あいつ、だめよ。チョーヤバイよ」と主張する。俺は詳しい話を聞くため、近くの喫茶店にふたりを誘った。さすが歌か舞ぶ伎き町ちょう、こんな早朝でも開いている店がある。

　モーニングセットの厚切りトーストを囓かじりながら、ラニーは話をしてくれた。

「ラニー、前に名古屋いたね。名古屋ではヤクザに騙だまされて、あまりよくないお店でワーキングしてた」

「じゃあ、名古屋で溝呂木さんと会ったんだね？」

「ミゾ……？　ホントの名前、知らない。あの男、ホストだったよ。ゲンジナはハルキ。すっごくもててたけど、ラニーは知ってた。あれはmasamangマサマンlalakiララーキよ」

「マサマ……？」

「悪い男っていう意味だよ」

　朝っぱらからチョコレートパフェを食べているアヤカが教えてくれた。

　ラニーの話では、溝呂木は自分の客にかなりの額を使わせていたらしい。甘い言葉とまめな営業で店に来るように仕向け、客が金銭的に苦しくなってくると「ナントカちゃんなら、ツケでぜんぜんオッケーだよ」と売うり掛かけにさせる。

　また、巧みに客同士がライバル意識を持つように仕向けるのも得意だったらしい。客には風俗嬢もいれば、会社員、公務員もいたという。

「でも、それはよくある話だろう？」

「そうネ。けど、ハルキがヤバイのは売掛回収のやり方」

　売掛回収、という日本語をラニーはナチュラルに発音する。溜まりに溜まったツケを、溝呂木はどう回収したのだろうか――俺の中に嫌な予感が生まれる。

「何人も沈めたらしいよー」

　唇についた生クリームを舐めながら、アヤカが言う。

　沈めたというのは、この場合「風俗に沈めた」つまり女の子を風俗店で働かせて借金を返させるという意味合いだ。

「ハルキの紹介した店、みんなヒドいところね。ホンバンなしとかいって、裏でバンバンやらせるようなトコ。たぶんあいつ、ヤクザと組んでた」

　ラニーの知り合いの子もひとり、ハルキに嵌はまってしまったのだという。

　ハルキは優しい、本当に結婚したいと言っていたそうだ。身体を張って稼いだ金をどんどんつぎ込み、払いきれなくなって、イメクラからソープに移り、あまりのつらさに凹へこんでいたタイミングで店のマネージャーから「すっきりする薬」を渡され、今はどこにいるのかもわからないという。

「ハルキのせいで、不幸になった女のコ、いっぱいいるよ。あいつ、女のコ騙してる。騙される女が悪いって嗤わらってる。最低よ」

　大きな黒い目が潤み、憤いきどおりが伝わってくる。

　俺はコーヒーを手にしたまま、戸惑っていた。ラニーの言うことが本当ならば、溝呂木は先だっての天あま野のよりも悪あく辣らつな男だ。しかし、俺と話しているときの彼からは、そんな片へん鱗りんは窺うかがえない。溝呂木には内密に、彼自身の評判についても調べておいたのだが、『ブルー・スターダスト』の関係者からは、仕事熱心で勤務態度もよく、客あしらいもうまいという褒め言葉しか出なかった。もっとも狭い範囲で聞いた話なので、鵜う呑のみにはできない。

　一方で、ラニーの話もそのままで受け取るのは危険だ。

　彼女が俺に嘘をつく必要はないが、被害に遭ったのはあくまでラニーの知り合いであり、話が歪んで伝わっている可能性もある。ついさっき溝呂木は「いつのまにか、自分が悪いことになってる」とぼやいていたばかりではないか。現時点でどちらの言い分が正しいのか判断するのは避けるべきだ。

「そうか……うん、情報、ありがとうラニー」

「メブキさん、気をつけてネ」

　大きな胸をテーブルに載せるようにして、ラニーは俺の手を握った。

「う、うん。気をつける」

「アヤカからメブキさんのこと、たくさん聞いてる。ネゴシエーターしてる。優しくて、イイ人。それにハンサムね。ホントはお店来てくれたら、ラニーすっごいすっごいサービスしちゃうのに……ザンネン」

　え、なにがザンネンなんですか……と俺はラニーの顔を見た。ラニーは長い睫まつ毛げをしぱしぱと瞬かせ「メブキさん、ヒョウドウさんのもの」と言って俺を固まらせた。

「ヒョウドウさんのダーリン。kapalaranカパラランね。ホント、ザンネン……」

　俺が絶句したまま視線をアヤカに移すと、スプーンを舐めつつにやにや笑い「運命の人、って意味だよ」と聞いてもいないタガログ語解説をしてくれた。







　いろいろな意味でショックを受けた俺は、帰るとそのままベッドに倒れ込んだ。眠ったのは七時半くらいだっただろうか。とんでもない悪夢で目が覚めると、嵌はめたままの腕時計はすでに正午に近い。まずい。通勤時間０分なのに遅刻なんかしたら、無遅刻無欠勤のさゆりさんに申し訳がたたない。

　俺は急いでシャワーを浴び、髪を乾かした。洗濯ずみのアロハを手にして少し考え、今日は普通のワイシャツにスラックスを身につける。

　兵頭にださいと言われようと屁でもないが、若い女の子に言われるとオジサンは傷つくのだ。ついでに久しぶりにネクタイもしてみた。鏡の中の自分を見ると、悔しいがアロハよりしっくりきている。

「おはようござ……げっ！」

　事務所と自室を仕切る扉を開けた途端、俺は顔を歪めてしまった。

「なんですか、その挨あい拶さつは。俺の舎弟だったら蹴飛ばされますよ」

　図々しくも、人のデスクでふんぞり返っているのは兵頭だ。椅子の背に身体を預け、ギィギィと音を立てている。

「そうか。俺がおまえの舎弟になることは永遠にないから安心だ。……おい、そこをどけよ。所長様の席だぞ」

　俺は眉み間けんに皺しわを寄せて詰め寄った。兵頭は素直に立ち上がり俺に席を譲ったものの、すれ違いざまに腰をひと撫でするセクハラも忘れない。じろりと睨むと、軽く眉を上げてにやついた。

「さゆりさんは役所に書類を取りに行ってます。キヨは本職のほうがまだ終わらなくて夕方になるそうです。今日は自殺者が出た部屋の掃除だそうでね。高齢者のひとり暮らしらしい。日本の福祉は問題だらけだ」

　俺は自分の椅子に座り「ご丁寧にどうも」と素っ気なく返す。

「で、用件はなんだ」

「顔を見に来ただけですよ。……アロハはやめたんですか？」

「やめたわけじゃない」

「そっちのほうがいい。やっぱりあんたはネクタイしてると色気が増すな。むしり取りたくてうずうずしてきますよ」

　いつもと変わらない軽口を叩く兵頭を、俺はじっと見つめていた。兵頭は俺の視線に気がつき、「なんです？」と訝いぶかしむ顔をする。

「……おまえの夢を見た」

「そりゃ嬉しい報告だ」

「俺の人生ワースト３に入る悪夢だった。おまえがすごい巨乳の女になっていて、俺を追いかけてくるんだ……『小悪魔的プルプル発射スペシャルはいかがですかあ』って叫びながら……」

　思い出すだに恐ろしい。俺がデスクに肘をついて頭を抱えると、スッとコーヒーが出てきた。いつのまにか伯はく田たが横に立っている。

「実に独創的な夢ですねえ」

　伯田がのほほんと笑う。おそらく今まで給湯室にいたのだろう。俺は会釈とともにありがたくコーヒーをいただき「心臓に悪かったよ」と返した。

「なんで俺が巨乳なんです。あんた俺にそういう手術をしてほしいわけですか」

　真顔で聞かれ、俺は「ンなわけないだろうが」と答えた。

「それに……そのサービス、ウチの夏の特別メニューじゃないですか。まさか俺のいない隙に行ったりしてないでしょうねえ？」

　ずい、と兵頭の顔が迫る。俺は「ないないない」と三度繰り返して首を横に振った。

「たまたまアヤカちゃんに会って、聞いただけだ。ラニーちゃんと一緒だったぞ」

「ああ、ラニーは今人気急上昇中です」

「……どんな子？」

　へーえ、と兵頭が唇の片端を上げて不気味に笑った。

「先輩、ラニーに興味があるんですか？　立派な乳してたでしょう？」

　つい「うん」と大きく頷いてしまった素直さが裏目に出た。兵頭の背中にぶわりと不機嫌オーラが立ち上る。

「だ、だけど、それとこれとは話がべつだ。その、あれだ。ちょっと情報提供してもらったからさ、どれくらい信頼していいのかなあと気になって！　おっぱいの大きさと人間性は関係ないわけだし！」

「なにあたりまえのことをほざいてるんだか。……ラニーはいい子ですよ。苦労してるのに明るいし、客の評判もなかなかです。あの子にどんな情報を提供させたんです？」

　今度は怖い顔で詰問口調だ。俺は美味しくドリップされたコーヒーを飲みながら「部外者には話せない」と言い放つ。

「ふうん、部外者ねえ……」

　兵頭はゆっくりと歩き、応接セットのソファにどかりと腰掛けた。伯田が兵頭の前にもコーヒーを置く。

「なんだよ、文句でもあるのか。間違いなくおまえは部外者だろうが。部外者のくせに、しょっちゅう事務所ここに出入りしやがって……」

「あんたがなかなかデートに応じてくれないからですよ」

　カチリと音がしたのは、兵頭のライターだ。以前、うちの事務所は禁煙だと言ったら、「接客スペースくらいは許してくれ」と、俺ではなくさゆりさんに懇願し、自腹で高機能空気清浄機まで購入して送ってきやがった。

「デートとか言うな。俺は忙しいんだ」

「俺だって多忙ですよ」

「ならこんなとこで油を売ってるなよ。ちゃっちゃと仕事しろ」

「冷てえな。――あたしと仕事とどっちが大事なの」

　平淡な調子でふざけた台詞を言った兵頭を軽く睨み、俺は「仕事」と明瞭に答える。

　兵頭は煙を吐きながら「つれない男だ」とぼやいた。伯田までにこにこしながら「若頭、すっかり尻に敷かれてますね」などと言う。なんだそれ。俺の大事な尻で兵頭なんぞを敷くつもりはない。

　俺が書類をがさごそと整理し始めると、コーヒーを一口飲んだ兵頭がやっとのことで「伯田さん、行くか」と立ち上がる。念のために言っておくが、俺はべつに兵頭が嫌いなわけじゃない。嫌いなやつと、あんなことができるはずないではないか。ただ、兵頭が仕事場にいるとどうも落ち着かないのだ。集中力が落ちて困る。いつもじっと見つめられているような気がして――産毛がざわざわしてしまう。

「先輩。たまにはメールくらいください」

　煙草を咥えたまま、ソファから立った兵頭が俺に言う。

「……俺、おまえみたいに凝こったメール出せないし。キラキラのハートが飛んだり、背景が動いたりするの、わかんないし」

「あのデコメールは俺が打ったんじゃない。店の女の子がふざけてやったんですよ」

「おまえ、女のコにもてるもんな。店の子たち、刷すり込こみされた雛ひな鳥どりみたいにおまえの後ろについて歩くもんな」

　恨めしそうな俺の声を聞いた兵頭が、「妬いてんですか？」と聞く。

「アホか。羨うらやましいんだ」

　本当は嫉妬もいくらかあった気もするが、そういうことにしておく。兵頭は「くだらねえ」と一蹴し、目め角かどを立てる。

「俺が女にもてたって、まったく無意味なのはわかってんでしょう？」

「……まあな」

「ならバカなこと言ってないで、せいぜい自分のケツでも解ほぐしといてくださ……おっと」

　俺が投げつけたボールペンを余裕でキャッチし、兵頭は低く笑った。くそう、上等なスーツにインク染じみでもつけばよかったのに……。兵頭はペンをキャビネットの上に置くと、流し目をひとつよこして背中を向ける。

　ドアを開けるのは伯田の役割だ。不審な人物が待ち構えていないか調べるためである。先に外に出た伯田だが、すぐにまた顔を出し「芽吹さん、お客さんですよ」と言った。

「客？」

　俺は首を傾かしげて立ち上がる。今日のアポは夜に一件あるだけだった。

「あの……すみません、突然来ちゃって」

　扉の向こうでぺこりと頭を下げる姿を見つけ、俺は「ああ、溝呂木さん」と笑顔を作った。

「大丈夫ですよ。どうぞ、入ってください」

「はい。失礼します」

　店からそのまま来たのだろう。つい数時間前に見たときと同じスーツ姿だ。通路を空けてくれた伯田に会え釈しゃくをし、溝呂木は事務所へと入ってきた。

「実は芽吹さんに報告したいことが……」

　どこか嬉しげだった溝呂木の表情が凍る。

　まだ事務所の中にいた兵頭と目が合ったからだ。この反応はとりたてて変わっているわけではない。どこから見てもヤクザ者の男がぬうと立っているのだから、そりゃ怖いだろう。

　しかし兵頭のほうも、様子がおかしかった。

　いつもならカタギには道を譲るくらいの男なのだが、なぜか眼光鋭く溝呂木を見ている。いや、睨みつけていると言ったほうが正しい。そればかりか、

「……てめえ」

　などと低い声で溝呂木を威い嚇かくするのだ。

「おい、ウチのお客さんに失礼だぞ。おまえはさっさと帰れ」

「……こんな奴が現れたんじゃ、帰れませんね」

　兵頭の視線は溝呂木に食いついて離れない。明らかな敵意がある。

「なに言いだすんだよ。……あの、溝呂木さん？」

　すっかり萎縮しているかと思いきや、溝呂木のほうも兵頭を睨んでいる。おお、と俺は心中で感心してしまった。兵頭にガンをつけられて、真っ向から見返せる男は滅多にいない。

「――兵頭」

　そんな低い声も出るのか、というトーンで溝呂木が呟いた。

「溝呂木さん、兵頭をご存じなんですか？」

「ええ。知ってますとも。なんでこんなヤクザが、この事務所にいるんです？」
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　不愉快も露あらわに聞かれ「ええと……なんでか、いるんです……」と声が尻つぼみになってしまった。この男と浅からぬ仲だとは口が裂けても言えない。

「溝呂木。てめえこそ、なんでこんなとこにいやがる」

「兵頭、溝呂木さんは依頼人なんだって」

「依頼人だと？」

　短くなった煙草を伯田に渡し、兵頭はこれ以上ないほど顔をしかめてみせた。

「どんな依頼だか知りませんがね、こんな奴の仕事は受けるべきじゃない」

「いや、そんなこと言われても……」

「おまえに言われたくないね。芽吹さん、なんでこいつがここに出入りしているんですか。兵頭は暴力団の幹部ですよ？」

「ええと、それは知ってますが……」

「うるせえぞ、詐さ欺ぎホスト」

「黙れよクサレ極道が」

　なにやらバシバシと火花を散らしているふたりのあいだに立ち、俺は「まあまあまあ」となだめすかした。すると溝呂木が俺の二の腕を引き寄せる。

「芽吹さん、暴力団なんかと関わっちゃだめです」

　兵頭の目の中で、メラッとなにかが燃えたように見えたのは気のせいか。

　溝呂木から俺を奪い返すように、強引に肩を抱き寄せる。

「痛っ……」

「先輩、この男の正体を知らないんでしょう。最低のクズ野郎ですよ」

　しっかりと俺を抱きかかえたままで言う。兵頭がここまでつっかかるのは珍しい。このふたりはいったいどういう関係なのだろうか。

「と、とにかくだな！」

　俺は兵頭の腕の中から逃れ、両者からある程度の距離を取って言った。

「ふたりとも落ち着いて。……兵頭、とりあえずおまえは帰ってくれ。話があるなら、あとでちゃんと聞く」

「なんでこいつを優先するんです」

　面白くなさそうに、兵頭が頬を歪めた。

「そりゃ溝呂木さんは客だからだよ」

「今すぐ依頼を断ったほうがいい。いいですか先輩、こいつほど性根の腐った野郎はいない。金を貸せば返さない、人の財布から勝手にカードを抜く、怒鳴りつければ二度としないと泣いて見せ、その三日後には同じことをして、腹ン中で舌を出して嗤ってる。しれっとした顔でさんざん女を騙すし、売り飛ばすような真似も平気でしやがる。こいつは、溝呂木功ってのはそういう奴なんですよ」

　ずいぶんな言われようである。でまかせなら名めい誉よ毀き損そんものだ。その言い分が本当なのかどうかはさておき、溝呂木が俺の依頼人である以上、ここで兵頭の肩を持つわけにはいかない。俺は扉を大きく開けて「帰れ」と繰り返した。

「この事務所で依頼人を侮辱する発言は許さない。さっさと帰ってくれ」

　兵頭は動かない。眼鏡の奥からきつい眦まなじりで俺を見据え、次に憎々しげに溝呂木を睨んだ。

「聞こえないのか兵頭。俺は帰れと言ってるんだ。……伯田さん」

　仏像みたいに穏やかな顔のボディガードに「助けてくれ」と念じながら目を向ける。伯田は俺の心中を察したのか「若頭、行きましょう」と促してくれた。

「ここはカタギの事務所ですよ。騒ぎはいけません」

　もっともな台詞に、兵頭は舌打ちせんばかりの顔だ。まだなにか言いたげではあったが、自分を落ち着かせるように軽く首を回すと、くるりと背中を向ける。

　やれやれ、今度こそ帰ってくれそうだ。あとのフォローを考えると頭が痛いところだが、ひとまずこの場は凌しのげたらしい。

　伯田に続いて兵頭が出て、扉が半分閉まりかけたときだった。

「――この人殺しが」

　溝呂木の投げつけた言葉に、兵頭が振り返る。

　見開かれた目に驚きと憎しみが溢れ――次の瞬間にはひときわ冷めた色に変わる。

　ドアの隙間が狭まるにつれ、兵頭の顔が見えなくなっていく。俺はなにか言わなくてはと思った。溝呂木の投げつけた言葉はあまりにひどい。けれどフォローのひとつも思いつかないまま、事務所の扉は完全に閉ざされてしまった。

　ふたりぶんの足音が、遠ざかっていく。

「……溝呂木さん、今のはいくらなんでも……」

　俺はなかば呆然として溝呂木を見た。そりゃあ兵頭もかなりひどいことを言っていたが、だからといって「人殺し」呼ばわりはあんまりだ。

「俺、嘘は言ってませんから」

　いつもの笑みを消して、溝呂木は言い張った。

「あいつ、刑務所に入ってたんですよ。知らなかったんですか？」

「……服役してたのは知ってましたが……殺人罪、だったと？」

　首の筋肉が強ばるのを感じながら、俺は溝呂木に聞いた。

「ええ、人殺しですよ。嘘じゃありません。調べればすぐわかるはずです」

「そうですか……」

　正直にいえばショックだったが、心のどこかに覚悟はあった。兵頭は暴力団の構成員だ。事件を起こすこともあるし、事件に巻き込まれる確率も一般人に比べれば格段に高い。最悪、人を死に至らしめた可能性もあると想定はしていた。

　俺は溝呂木を応接セットのソファに座らせる。ちょうどそこへさゆりさんが戻ってきたので、お茶の支度をお願いして、溝呂木の正面に腰掛けた。

「……あんまり、驚かないんですね」

　溝呂木が俺の顔色を窺いながら言った。

「いや、驚いてます」

「でも冷静だ。自分の親しい相手が人殺しだと知って、怖くなりませんか」

「……怖くはないですね。人は環境と事情次第で、誰でも殺人者になり得るものだと……以前の職場で学びましたから。それより、私と兵頭が親しいと、なぜご存じなんです？」

　一瞬、虚を衝つかれた顔をした溝呂木だったが、すぐに薄く笑って「見ていればわかりますよ」と答えた。

「周防すおうの若頭にタメ口なんて、親しくなかったらできるはずない。あなたのことを先輩、とか呼んでたし」

「ええ、実際に高校時代の後輩なんですよ。で、溝呂木さん。あなたと兵頭の関係は？」

「昔の知人です」

「もしよろしければ、詳しく伺っても？」

　いいですよ、と溝呂木は頷く。さゆりさんが冷茶を運んできてくれた。空気を読むのがうまい人なので、こんなとき無駄口は一切きかない。

「――俺には、兄貴がいました。八つ年上でガタイのでっかい強こわ面もてで……ガキの頃から、俺はいつも怒鳴られてたっけ。だけど、暴力はふるわないんです。それだけ歳としの差さがあって殴られたら死んじまいますけどね」

　溝呂木の思い出し笑いは弱々しく、すぐに消えてしまった。

　兄の名は、溝呂木錬れんというそうだ。

　二十九歳で亡くなっており、周防組の構成員だった。系列の飲食店の一軒を任され、店長を務めていたという。

「フツーの居酒屋でしたよ。ヤクザが関係してるなんて、客もほとんど気がついてなかったくらいだし、兄貴もカウンターでドリンク作って……ときどき、やばそうな客が個室使ってたみたいですけどね」

　面倒見がよく、人情に篤あつく、少しばかり短気でけんかっ早い男だった……溝呂木は兄の錬をそう語った。

「兄貴はアパートの管理人もやらされてて、俺もそこの部屋を借りてました。風俗の女の子や、外国人、あとは周防組の若いのもいましたね。兵頭も、その中のひとりでした。……最初に顔見たときは、まだ大学出たばっかだったんじゃないかな。周防の組長に気に入られて、学資を出してもらったとか。やたらと目つきの暗い奴でしたよ」

　錬は兵頭を可愛がっていたという。

　錬ばかりではない。錬と一緒に暮らしていた、内縁の妻のアユミも兵頭をとても気に入っていたそうだ。

「まったく、あの愛想のない野郎のどこがよかったのか……アユミさんは兵頭に手弁当まで持たせてましたっけ」

「その頃、兵頭はなんの仕事を？」

「なんでもかんでもって感じでしたね。日雇いで現場に出たり、風俗の呼び込みに、飲み屋の皿洗い、ホストクラブのボーイもしてましたよ。兄貴は『あいつは組長に見込まれて、修行中なんだよ』とか笑ってたけど。よく、三人で飯食ってました。俺がそこに加わるときもたまにあったけど、兄貴は俺には説教すんのに、兵頭のことはやたら褒めるんです。気が利きくだの、辛抱強いだの、頭がいいだの」

　本当に人のいい兄貴で――と溝呂木は微かに笑ったが、すぐに笑みは消えた。

「だから……騙されて、借金作って……返しても返してもきりがなくて、なのに心配かけまいと誰にも相談しないで……」

　とうとう行き詰まって、金のために裏の仕事を引き受けるようになったのだという。

　覚醒剤の売人だ。その先は、聞かなくてもおおまかな予想はついた。売人にしても運び屋にしても、最初のうちは自分は絶対にクスリに手は出さないと心に決めている。だがその誓いを守り通せる者は少ない。

　なにしろブツは身近にあり、試してみろよという悪魔の囁きは何度も何度も繰り返される。

「……俺が気がついたときには、遅かったんです」

　薬物は人の性格を変えてしまう。女子供には絶対に手を上げなかった錬は、アユミを殴るようになっていた。

「姉さんも……俺はアユミさんを姉さんって呼んでたんですけど……姉さんも必死にやめさせようとして、兄貴は正気のときには何度もやめるって誓うんだけど、禁断症状が出るともうだめで……姉さんはいっとき入院までしました。アパートの階段から落とされて、骨折したんです」

「専門機関に相談しなかったんですか？」

「できませんでした。今でもそうだと思いますが、周防の組長は薬物の扱いを禁じてましたから……兄貴がヤク中になってるなんて、知られるわけにはいかなかった」

　ゆっくりと首を横に振り、溝呂木は俯く。長めの前髪が落ちて、表情が見えなくなった。

　話し疲れたのだろうか。溝呂木はしばらく黙していたが、俺は言葉の続きをせがむことなく、静かに冷茶を啜すすって待つ。

「――兵頭は、兄貴を許せなかったんだと思います」

　溝呂木が再び口を開けた。

「あいつは周防の組長に可愛がられてたから、ヤクを扱う連中を嫌ってました。他に稼ぐ方法を思いつけない奴らだと馬鹿にして……。俺の兄貴のこともきっと見下してたに違いないんです」

「違いない、ということは直接聞いたわけじゃないんですね？」

「……俺は兵頭とは馬が合わなくて、あまり口を利かなかったから。でも、聞いてなくてもそれくらいはわかりますよ」

「なぜそう言い切れるんです？」

「だって、結果がすべてを物語ってるから」

　溝呂木が伏せていた顔を上げて俺と目を合わす。

「あいつが、兄貴を殺したんです」

　怒っても笑ってもいない顔がそう告げた。

「ヤクが切れて、暴れだした兄貴を――二階の窓から突き落としたんですよ。兄貴は……兄貴はね、下にあった隣のマンションの柵さくで、身体をぐっさり貫かれて死にました」

「――事故では、ないんですね？」

　ほんの少し声が掠かすれているのが、自分でもわかった。

「違う。殺したんですよ。兵頭は自分が突き落としたことを認めました」

　返答の言葉にぶれはない。憎しみの感情をなんとか抑えようとしているのだ。

「殺意については？」

「……それは認めてません。暴れだしたのを止めようとして無我夢中だったと。でもね、いくら揉み合いになっていたとしても、窓から落ちますか？」

「それは状況次第でしょう」

　冷静を装い、俺は答えた。前職と前々職の経験がなければ、おそらく取り乱していただろうと思う。検事として殺人罪の被疑者にも何度か会った。弁護士のときには、差し入れを持って拘置所に通いもした。許せないと憤る事件もあったし、同情を禁じ得ない被告人もいた。殺人事件の加害者にも、事情というものはある。それはよくわかっている。

　兵頭が溝呂木の兄を殺した。

　あの兵頭が……人を殺あやめていた。

　衝撃は、じわじわと俺の心を侵食していく。俺に触れたあの手が、指が――ひとりの人間の命を奪っていたのだ。

　内心の動揺を、溝呂木に知られたくなかった。俺はかなり努力してふだんと変わらない声音を作り、「で、判決は？」と聞いた。

「傷害致死罪で三年の懲ちょう役えきでしたが、二年ちょいで出てきましたよ」

　フン、と鼻で笑って溝呂木が答える。

「なにしろヤー公ですからね。かえってハクがついたんでしょう、そのあとはとんとん拍びょう子しで出世して……いまや若頭だ。は、下したっ端ぱのまま死んだ兄貴とはえらい違いです」

「……なるほど。事情はわかりました」

　俺は大きくひとつ頷き「で、どうしますか？」と溝呂木に尋ねる。

「どうするって……なにがです？」

「もうご存じのように、私はあなたの嫌いな兵頭の知人であり、交流もあります。私への依頼を取り消されますか？　今ならば必要経費のお支払いのみでキャンセルできます」

　溝呂木は慌てたように瞬まばたきをして、首を横に振った。

「そんなつもりはないです。芽吹さんのことは信頼しています。俺としては、引き続き仕事をお願いしたいんです。その……芽吹さんがやりにくくなければ……兵頭がなにか言ってくるかもしれないし」

「ご安心ください。私はプロの交渉人です。その程度で一度お引き受けした仕事を投げ出すような真似はしません。あなたと兵頭の確執と、あなたが今ストーカーに悩まされている件は別です。兵頭になにを言われようと、私は私の仕事を遂行します」

　溝呂木の顔に安堵が浮かび「よかった……」と小さな声が漏れた。

「それじゃあ引き続きお願いします。……ああ、そうだ。そもそもここに来たのは、織羽についてご報告があるからなんです」

「ああ、そうでしたか」

　なんでも、店に来た織羽の携帯に田舎の実家から緊急の連絡が入ったという。

「親おや父じさんが倒れたらしくて、今日から店も休んで実家に帰るそうです。たぶん一週間くらいは戻れないだろうと話していました」

　つまり、その間は溝呂木も織羽に悩まされなくてすむということである。

「実家に帰って、少し頭を冷やしてくれるといいんですけど。病びょう床しょうの親父さんを見たら、織羽も現実が見えてくるんじゃないかなあと」

　ええ、と俺は頷くに留めた。逆に「父親に早く花嫁姿を見せたいの」などと言いだしかねないという発想もあったが、今は黙っておく。

　とりあえず、織羽が戻るまでしばらく調査はインターバルを置くことになった。

「今日はへんな話聞かせちゃってすみませんでした……」

　溝呂木は恐縮し、頭を下げて帰っていく。俺は「大丈夫ですよ」といつもの笑顔で彼を見送ったものの、扉が閉まった途端にどっと疲れが出た。脱力して膝がカクリと折れそうなほどだ。今までよほど張り詰めていたらしい。

　自分のデスクに戻り、頭を抱えた。

　しばらく一歩も動きたくなかったし、誰とも喋りたくなかった。

　さゆりさんはそんな俺の状態を的確に察し、しばらくはどの電話に対しても「所長はちょっと出ておりまして」と答えてくれる。

　心の中でさゆりさんに謝りながら、俺は自分自身の気力が回復するのを待つしかなかった。
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　自分の美点を上げろと言われたら「立ち直りの早さ」と答える。

　本当に立ち直っているのか、ダメージゼロまで回復したのかと問い詰められるとちょっと困る。もしかしたら、自分自身を騙だましているだけかもしれない。「俺はもう大丈夫だ」と暗示にかけているにすぎない可能性はある。それでも「俺はもうダメだぁ」といつまでも膝を抱えているよりはましなはずだ。

　結局、人間なんて常に自分を暗示にかけ、騙し、なんとか取り繕って生きているだけなんじゃないかと思う。ヒトの脳がやたらとでかくなったのも、きっとそのへんの誤魔化しを巧みにするためだ。それはべつに悪いことじゃない。生きていくうえでの知恵にすぎない。厳しい現実をきちんと認識したほうがいい、などと説教を垂れる人もいるだろうが、その現実だってひたすらに主観的な自分の脳を経由しないと認識できないのだ。

　ということで、俺は翌日には立ち直っていた。

　グダグダ考えるのはやめにして、問題と真正面から向き合うことにする。まず、事実確認のため過去の事件をＰＣで調べてみたところ、新聞記事のデータがヒットした。

　溝みぞ呂ろ木ぎ錬れんさん（29）がアパートの窓から突き落とされ死亡。自ら警察に出頭した兵ひょう頭どう寿じゅ悦えつ（26）は真しん和わ会かい系暴力団周防すおう組ぐみの構成員――記事内容は溝呂木の話していたものとほぼ一致する。ただし、兵頭が自首したことを溝呂木は話さなかった。

　この新聞記事が百パーセント正しいとは限らない。新聞というのはその時点で発表された、あるいは独自に調査された事実を掲載するだけだ。のちにその事実が間違っていたと判明しても、いちいち訂正記事が掲載されるわけではない。テレビのニュースでも同じことがいえる。マスメディアの情報を鵜う呑のみにしていると、事実から遠ざかっていく場合すらあるのだ。

　また、各方面からの圧力で情報は簡単にねじ曲がったり、誇張されたり、あるいはなかったものとされる。メディアリテラシーなどという言葉が一般化する以前から、俺は「ネタの裏を取る」を基本にしている。

　検察で記録の謄とう写しゃを申請しようかとも考えたが、まず本人に聞いてみることにした。そのうえで、溝呂木の話と食い違いがあったならば記録を確認すればいい。同時に、溝呂木自身についてもより詳しい調査が必要だろう。

　それからさらに二日して、俺は兵頭の携帯に電話をかけた。

　会えないかと言うと『やっとデートしてくれるんですか』などと冗談めかす。ついこのあいだ人の事務所で揉めた件など、すっかり忘れているかのような声音だった。

「なにがデートだ。アホ」

『俺を阿あ呆ほ呼よばわりするのは先輩くらいなもんです』

「耳に痛い真実を言ってくれる人間が身近にいてよかったな。スポイルされずにすむぞ。……で、時間は作れるのか」

『ええ。八時すぎなら大丈夫です。可愛い後輩にうまいものを食わせてくださいよ。なにかこってりと精のつくような』

　冗談じゃない、おまえにスタミナなどつけさせたら俺の身が危ないじゃないかと思いつつ「暑いからそうめんなんかどうだ」と答える。

『いいですよ。その上に鰻うなぎと天ぷらとステーキを載せてくれるなら』

「メタボまっしぐらだな。それに野菜が足りないぞ」

『カップ麺めんばかり食べている人に言われたくないですね』

「さゆりさんみたいなこと言うなよ」

　電話の向こうから、小さな笑い声が聞こえた。兵頭がふだんと変わらない様子なのに俺は安堵を覚えながら「場所はあとでメールする」と通話を終える。

　――おまえの話をしろよ。

　俺はかつて、兵頭にそう言った。再会して以来初めて、身体を重ねた夜のことだ。兵頭は困った声で、楽しい話はないと答えた。それでもいいと俺がせがむと、ぽつぽつと、当あたり障さわりのない話をしてくれた……俺の髪を優しく撫でながら。

　過去についてはほとんど語らなかった。

　こちらから聞こうかとも思ったが、俺は十分も経たないうちに眠りに落ちてしまった。最後の記憶は耳元で兵頭が囁ささやく「先輩？」という優しい声だった。

　考えてみれば、おかしなものだ。

　今も昔も、俺は兵頭についてほとんど知らない。知らないまま、あいつはいつのまにやら、ずいぶんと俺の近くに来ていた。俺もなぜかそれを受け入れている。ヤクザは大嫌いだというのに、心のどこかで兵頭だけは別だと――思いたがっている。

　頭をぶんぶんと振って、厄介な自己分析癖を追い払ったところで事務所の呼び鈴が鳴った。

「お。客が来たな。キヨ。出てくれ」

「ん」

　のっそりと立ち上がり、キヨが扉を開けた。

　ドアの向こうにいた人物を見て、大きな身体が固まり、珍しく「あ」と動揺の声を上げる。キヨに隠れて見えない来客がチッと舌打ちするのが聞こえた。

「邪魔！」

「……うん」

「うんじゃなくて、どけって言ってるの！　あーもう、この無駄にでかいバイトをなんとかしろよ芽め吹ぶきさん！」

　俺は笑いながら「キヨは俺の右腕なんだぞ？」と客を迎えるために立った。

　キヨの脇の下あたりから、ちょろりと出てきたのは橋はし田だ智とも紀のりだ。

　十六歳の高校生は夏休み真っ盛りのはずなのに、ちっとも日に焼けておらず、人形のように白い肌をしている。

　智紀はじろじろと事務所を見回し「あのばーちゃんいないだろうな？」と警戒する。以前、智紀が高校をサボって事務所に来たとき、それはもうこってりと絞られたのだ。この少年も俺と並ぶほどの理屈屋だが、理屈屋というのは情に訴えかける説教には弱い傾向がある。智紀がどれほど理路整然と、自分は学校などサボっても平気だと言ったところで「親御さんが悲しむよ」の一言をぶつけられれば言い返せない。さすがの智紀も「親なんか知ったことか」と言い返すほど子供ではなかった。

「さゆりさんは半日休暇。お墓参りだって」

「じゃ、お行儀よくしなくていいわけだ」

　小憎らしい口調で言うと、智紀は勝手にソファに座り「喉渇いてんだけど？」とキヨを見上げる。キヨはしばらく智紀を見下ろしていたが、やがて一度引っ込んで冷蔵庫からオレンジジュースを持ってきた。

「なにこれ。炭酸ないの？」

「……成長期に炭酸の摂とりすぎはよくないってさゆりさんが……」

　キヨがさゆりさんの代打をするように言い、俺は笑いを堪えて智紀の向かいに腰掛ける。当然智紀は不服げにキヨを睨にらみつけた。相変わらずの童顔なので、ちっとも迫力はない。

「はあ？　なんなんだよあんた」

「……紀き宵よい」

「え？」

「あんたじゃなくて……紀宵。キヨ、でいい」

　突っ立ったままのキヨを見て、俺は「へえ」と驚いた。

「初めて聞いたぞ、おまえが自己紹介するの。なんだ、智紀と友達になりたいのか？」

　キヨはコクリと頷いた。表情はまったく変わらないので内心なにを考えているのかはわからないが、とにかくこれは珍しい。

「こんな坊ぼう主ずでいいのか？　おまえ二十二だろ？　えーと、六つも下だぞ」

　再びコクリと頷く。長い前髪の奥にある瞳は真剣だった。

「おい、俺は秋で十七になんの！　っていうか、こんなうすらでかいのと友達になるのなんかごめんだね！」

「こら、身長で人を差別するな。キヨはいい奴だぞ。無口で無表情だけど」

　コクコク、とキヨが頷いている。言葉を使わない自己アピールだ。そういえばこのあいだも智紀を気にしていたようだが、よほどこのちっちゃいのが気に入ったらしい。

「俺さ、バカは嫌いなの」

「キヨはバカじゃない」

「じゃ、問題ね。えーと」

　またか、と俺は苦笑した。智紀はすぐにクイズを出したがる。それはたいていロジカルなもので、要するに相手の頭の切れ具合を確かめたいのだ。キヨはいつになくいそいそと俺の隣に腰掛け、智紀がなにやらポケットを探るのを見ていた。

「なんもねえな……あ、これでいいや。ハイ」

　ポケットの中から出てきたのは、個別包装された三つの飴あめ玉だまだった。

「ティッシュ、ある？」

　俺は近くのデスクの上からボックスティッシュを取り、智紀に差し向けた。智紀は一枚抜き取って、テーブルの上にひらりと置く。さらに、ティッシュの上に三個の飴玉を置いた。ころん、とひとつが転がって薄紙からはみでたのを戻す。

「では問題。ここに三個の飴がある。これを俺たち三人で平等に分け、なおかつ一個はティッシュの上に残さなくちゃならない。さて、どうする？」

　早口に言って、智紀は俺とキヨを見た。

　これはひっかけだ。いつもの論理クイズではない。俺はすぐに答えがわかったが、キヨはどうだろう。前髪の隙間から指を入れて、額をポリポリと掻いている。

　だが、いくらも経たないうちに、身長に比例して大きな手が動いた。まずひとつめの飴玉を智紀に渡し、次を俺に渡し、最後の一個は――ティッシュごと自分の手の上に載せた。

　正解だ。平等に分けるべきは飴であって、ティッシュとは言っていない。

「……ま、簡単だもんな」

　つまらなそうに智紀が言って、オレンジジュースのグラスに口をつけた。

「じゃあ、俺からも」

　ぼそりとキヨが言う。これまた意外な展開だ。キヨにクイズの持ちネタなどあったのか。

「俺はチョコレートが大好きだ。ある日、奇跡のチョコレートを手に入れた。それは永遠になくならないチョコレートだけど、食べるときにひとつだけルールがある。そのルールとは？」

「必ず半分残すこと」

　智紀は即答した。

「まず半分食べる。次のときは残り半分の半分を食べる。そうやってずっと繰り返していくと、数学的には永遠にチョコはなくならない。……ゼノンのパラドックスだろ。基本だよ」

　そうは言ったが、キヨを見る目が少し変わったらしい。智紀は「ま、いいや」と肩を竦すくめて携帯電話を取り出す。

「メアドくらい交換してやる。ほら、ケータイ出せよ」

「……ん」

　どこかそわそわと携帯電話を出したキヨは、いつもよりさらに小さな声で自分のメールアドレスを読み始めた。智紀は眉をピンと撥はねさせて「は？　赤外線受信は？　ってかそれいつのケータイだよ！」と驚く。確かにキヨの携帯は俺のより年季が入っている。

　ぶつぶつ文句を言われながらも口頭でのメアド交換を終え、キヨは嬉しげに自分のデスクに戻っていった。まだキヨに慣れていない智紀にはわからないだろうが、俺にはキヨの透明な尻しっ尾ぽがわっさわっさと揺れているのが見える。

「へんな奴。何人？」

「国籍は日本だよ。ロシアのほうの血が入ってるらしいな。……さて、バイトの説明をするぞ」

　智紀を呼んだのは、仕事を手伝ってもらうためだった。

　夏休みでヒマだと文句を垂れていたので、安くこき使ってやることにしたのだ。口も態度も悪い小僧だが、頼られると断れなかったりして、案外可愛いとこもある。

　智紀に行ってほしい場所と、仕事の内容を説明すると、見る見る唇が尖った。

「なにそれ。なんでその仕事が俺向きなんだよ！」

「俺が行くと胡う散さん臭くさいけど、おまえなら相手も気を許すさ」

「年寄りは苦手だって言ってんじゃん！」

「智紀、苦手なものを避け続けられるほど、人生は甘くない。俺だって大嫌いなヤクザと我慢してつきあってるだろうが」

「つきあってるって、エロいことしてるって意味？」

　ぱこんっ、と丸めた書類で頭を殴ってやった。まったく、昨今のガキときたら口ばっかり達者で困る。

「べつに無理にバイトしてもらわなくてもいいんだぞ。俺が時間作って行ってもいいし」

「待てよ。やるって。どうせヒマだしさあ」

「お取り巻きたちと遊ばないのか」

「あいつらバカだから、夏期補習。で、バイト代は？」

　東京都の最低賃金ぎりぎりを提示すると、智紀は「安すぎ！」と抗議する。侃かん々かん諤がく々がくとやりあって、やっと折せっ衷ちゅう案あんに辿り着く。智紀は金に困っている立場ではない。俺を困らせて議論するのが楽しいのだろう。

「やべ。もう行かなくちゃ」

　さゆりさんが現れる前に退散しようと、智紀が立ち上がる。

「細かいことについては、また連絡する」

「わかった。……おい、なにしてんの。邪魔だってば」

　見送るつもりなのだろう、キヨが智紀の行く手を阻はばんでいた。こうして並んでいると、大人と子供ほどの差がある。キヨなら智紀をヒョイと肩に担かつげそうだ。本当に智紀は小柄だ。口には出せないが、つくづく小さい。

「な、なんだよ」

　じいいいっ、とキヨが智紀を見下ろしている。

「……可愛い」

　ノッポなハンサムがぼそりと呟いた。

　智紀は途端に頬を染めて、口を開けたまま絶句する。なにか言い返したいのだろうが、言葉が出てこないようだ。やるなあ、とキヨを見て俺は感心した。確かに顔は可愛いが、性格のきつい智紀に対して、なかなか言える台詞ではない。

「なっ、なに言って……」

「ちっちゃくて……可愛い」

　う、と俺は自分の胸に手を当てる。地雷だ。もろに踏んだ。大爆発である。

　智紀の顔はゆであがったタコのように真っ赤になっていた。

「待て、落ち着け智紀……」

　止めようとしたのだが、遅かった。

　ぼすっ、という音がしてキヨが長身を折り曲げている。半端に伸びた髪で顔は見えないが、おそらく苦く悶もんの表情を浮かべているはずだ。一方の智紀は鼻息も荒く、事務所を出ていってしまった。

　腹立たしさがありありと伝わる足音が、遠ざかっていく。
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　背の高い男が背の低い男に対して、一番用心しなければいけない攻撃――すなわち金きん的てきをもろに食らったキヨは、気の毒にしばらくそのまま動けないでいた。







　可愛い智紀を怒らせてしまったキヨは、股間の痛みから回復しても、ずっとどんより暗かった。ふだんから明るくはないので、そう違いがわかるわけではないのだが、ふと見るとじっとホチキスの針を数えていたりするのだ。なにかあったんですか、と聞くさゆりさんを苦笑いで誤魔化して、俺は八時前に事務所を出る。

　兵頭との待ち合わせは、駅近辺のちゃんこ鍋なべ屋やだった。

　この暑いのに鍋というチョイスをしたのは、両りょう国ごくという場所柄もあるが、互いの野菜不足を解消するためでもある。野菜を効率よく摂るなら鍋が一番だ。

　予約しておいた個室で、俺はひとりで勝手にビールを飲んでいた。

　つまみの枝豆をぷちぷち食べていたら、絶妙な塩気に嵌はまって手が止まらなくなる。枝豆にビールという組み合わせは誰が考えだしたのだろう。偉い人がいたものだ。

「おっと」

　ぷちん、とさやから飛び出した枝豆が畳を転がってしまった。

　ころころと転がった先で、襖ふすまがいまひとつ滑りの悪い音で開く。

「……あ、伯はく田たさん」

　現れた伯田に俺は会釈をした。ところが背後に兵頭はいない。伯田はまず枝豆を拾い、それからハイヤーの運転手のように丁寧なお辞儀をしてみせ「申し訳ありません」と詫わびた。

「若頭は、どうしても外せない用事ができまして……」

「そうなんですか。わざわざすみません、携帯に連絡をくれればよかったのに」

　ではちゃんこはどうしよう。すでに鍋もしっかりセットされた座卓を眺めながら、俺は考える。ひとりでちゃんこ……？　それってなんか可哀相な人っぽくないか？

「若頭に代理を務めてこいと言われています。もちろん、芽吹さんがよろしければの話ですが」

「代理？」

「はい。聞きたいことがあるはずだからと」

　膝を折って正座し、座卓の隅に拾った枝豆を置いて伯田が言った。

　俺はしばし返事をしかねる。兵頭に用事ができたというのは方便で、わざと来なかったのではないか。俺が兵頭の起こした事件について知りたがっているのを承知で、代理の伯田をよこしたのではないか。自分で話したくなかったからか、あるいは俺が聞きにくいだろうという配慮か――なんとなく、後者のような気がする。

「伯田さんは、俺が知りたい答えをご存じなんですね？」

「はい。事実関係はすべて把握しています」

　明瞭に、そしてなめらかに伯田は言った。

「私が答えられないのは、若頭の気持ちだけです。それはいつか、ご本人にお聞きください」

「……ええ、そうします。あ、膝崩してください。まずはビールでも」

「いえ、私は酒は飲まないので」

　飲めない、ではなく飲まない……笑顔だが譲らぬ口調で伯田は告げた。俺はそれ以上勧めることはせず、仲居さんを呼んで鍋に火をつけてもらった。

　ここのちゃんこは鶏とりベースで、つくねがうまいと評判だ。土鍋に蓋ふたをし、煮えるまで待つ。

　仲居さんが退室するのを待って、俺は話の口火を切った。

「兵頭には前科がありますね？」

　ずばりと聞く。兵頭の腹心である伯田にまわりくどい質問は無意味だ。案の定、伯田はこれっぽっちも動揺を見せず「はい」と頷いた。

「前科二犯です。初犯は二十四歳のときに傷害罪で執行猶予三年。その執行猶予があけないうちに、傷害致死罪で三年の実刑です」

　つまり、府ふ中ちゅうの別荘に入ったとき、兵頭は初犯ではなかったわけである。

　しかも暴力団の構成員が傷害致死となれば、まず実刑は免まぬかれない。

「最初の傷害罪の詳細は？」

「うちの系列の飲み屋で、酔っぱらいが女のコに絡みまして、当時皿洗いをしていた若頭が止めに入りました。向こうが先に手を出してのケンカ沙ざ汰たですが、若頭がちっとやりすぎちまった。会社役員のオッサンの前歯を二本折って、左耳の鼓膜を破り、あとは打だ撲ぼくですね。なんでもオッサンは泣きながら通行人に助けを求めたとか」

「……こてんぱん、という言葉を思い出しました」

　呆れた狂犬ぶりだ。いまの兵頭がいかに丸くなったのかがよくわかる。

「無口で働き者でしたが、キレると手がつけられなかったようです。女のコの証言がなかったら、実刑を食らっていたかもしれません」

　伯田はウーロン茶を飲みながら「困った坊やでした」と笑う。

「次の傷害致死ですが、もう芽吹さんもある程度お調べになったでしょう？」

「ええ。周防組の構成員で、兵頭の面倒を見ていた溝呂木錬という男性が亡くなったんですね。被害者は当時二十九歳。覚醒剤の売人で、自身も中毒に陥っていた。禁断症状が出ている最中、二十六歳だった兵頭と揉み合いになり、アパート二階の腰こし高だか窓まどから転落。隣家との境の柵で内臓を損傷し死亡。……あっていますか？」

「あってます」

　コトコトと揺れている土鍋の蓋を見つめ、伯田は短く答えた。おしぼりをあてて蓋を取り「肉に火が入ってきましたね」と火のとおりにくい野菜から入れてくれる。よく気のつく人だ。

「兵頭は殺意を否定したんですよね？」

「はい。ご存じかと思いますが、中毒患者が薬欲しさに暴れるときは、そりゃ凄すさまじいものです。目撃者の話によると……」

「目撃者？」

　水菜をどっさり入れて再び蓋をし、伯田が「内縁の妻ですよ」と答える。

「ああ、アユミさん」

「そうです。三み谷たにアユミ、当時三十三歳。姉さん女房ですな……彼女が一部始終を見ていました。若頭は暴れる溝呂木を必死に取り押さえようとしたようですが、なにかの拍子に突き飛ばして、ちょうど開いていた窓から転落させてしまったんです。下が芝生かなにかだったら……死ぬことはなかったでしょう」

「俺は弟の溝呂木功こうから話を聞いたんですが、目撃者がいるとは知りませんでした」

「ああ、名な古ご屋やではハルキと名乗ってましたね。『アンカーのハルキ』」

「アンカー？」

　俺の頭に浮かんだのは「最終走者」のアンカーだったが、伯田が腕を動かして走る真似をしながら「こっちじゃないですよ」と笑う。

「錨いかり、のほうのアンカーです。客の女をすぐに風俗に沈めるってんで、ついた通り名です」

「あ……そういうアンカー」

「私もいっとき向こうにいたんで、知人がいくらかいます。すごい才能だという者もおりましたよ。溝呂木は、自分に嵌はまる女を見分ける目を持っているんだそうです。そしてその女を確実に落とす。風俗嬢だろうと、素人しろうとＯＬだろうとね」

「それは……ホストに向いていると言えるんでしょうか」

　いやあ、と伯田は首を傾かしげる。

「いかんでしょう。細客を深みに嵌めて風俗に沈めたところで、長続きはしない。名古屋のホストクラブは新しん宿じゅくほど数はないですし、すぐに悪い評判が広がっていられなくなったわけです」

「今の店でもナンバーワンのようですが」

「らしいですね。こっちに舞い戻ってからは、あまり阿あ漕こぎな真似はしていないと聞いています。名古屋で懲こりて、心を入れ替えたのか……お、そろそろいいかな」

　俺たちは差し向かいで土鍋をつつく。伯田は飾り包丁が入った椎しい茸たけを取りながら、思い出したように微笑んで「そうそう。若頭、椎茸食べられないんですよ」と言った。

「おお、それはいい情報です」

「だめですよ、私に聞いたって言っちゃ。……中華料理なんかに、よく入っているでしょう。ああいうの、ぜんぶ私によこすんです」

「八ハッ宝ポウ菜サイだとか、酢ス豚ブタだとか？」

「そうそう」

「残さないで、伯田さんに？」

「そうなんです。食べ物を残すのはもったいないと思っているようで。……うん、この団子、うまいですね」

　ようし、今度兵頭を中華に招待してやろう。以前食べたことのある、椎茸二枚に挽ひき肉にくを挟んで揚げて、とろみあんがかかった料理をオーダーするのはどうだ？　あれはがっつり椎茸だった。あいつはどんな顔をするのだろう。食べられないと言ったら「子供だな」と笑ってやる……なんだか楽しくなってきたが、今はわくわくしている場合ではない。

「二年で仮釈放と聞きましたが」

「模範囚だったんで、かなり仮釈がついたんですな。本人も早く出たかったんでしょう。組長が知人のカタギにガラ受けを頼みましてね」

　その後、兵頭は保護観察期間を経て、三十になった年に若頭の地位に就いたという。

「速いですよね、出世」

「異例の速さです」

「ありなんですか、そういう人事」

「普通はナシでしょう。いくら若頭にカリスマがあったとしても、三十じゃあ若造すぎる。ただ、若頭には手柄もあったんです」

　伯田の説明はこうだ。

　溝呂木錬は売人だったわけだから、覚醒剤のルートをある程度握っていた。周防の組長はヤク嫌いだが、組の中では密かにヤクで甘い汁を吸う者が絶えない。かなり上層部にもいたらしい。そいつらが芋いもづる式しきで摘発されれば、周防は壊滅の危機に陥る。

「当然検察や組そ対たいはそのルートを探ろうと、若頭にかなりきつい取り調べをかけました。まあねえ、お上かみってのは、ときどきヤクザ並みにおっかないですから」

「でも兵頭はなにも喋らなかった？」

「はい。一切」

　土鍋から立ち上る湯気の向こうで、伯田が頷く。

「兵頭さんが若頭になってからは、ウチでヤクを扱う奴は本当に減りましたよ。バレたら半殺しですからねえ」

　おそらく、その半殺しを命じられ実践しているはずの伯田がしみじみと言う。

「若頭はヤクを扱う代わりに、新しい事業を周防組に取り入れましたが、それを面白くないと思っている幹部の方々もいらしてねえ。まあ、組長に気に入られていることへのやっかみも……」

　おっといけない、と伯田が笑う。

「こいつは内部事情でした。いずれにせよ、兵頭さんはあれこれ苦労が絶えんのです。下の連中は若頭にぞっこんですから、誰か若頭を精神的に支えてくれる人でもいればと……ああ、また口が滑りました」

　どうも余計なことを、などとウーロン茶を飲む伯田だが、絶対にわざと口を滑らせている。俺は耳が赤くなるのがわかり、両手で隠したい思いだった。兵頭は自分が同性愛者であることを隠してはおらず、舎弟たちもそれを認めているのだ。そしてあわよくば、この俺を兵頭の『姐あねさん』に据えようとする傾向が見られる。

「言っておきますが、俺にその役割を求めないでくださいよ？」

　ここはきちんと釘をさしておくべきだろうと、俺は答えた。

「伯田さんを目の前にして言いにくいところですが、俺は暴力団という組織が嫌いです。若頭である兵頭を支えることはできません」

「芽吹さん、ヤクザ全員が極悪人ってわけでもないんですよ？」

「知ってます」

「いろいろと事情を抱えた連中が多いんです。カタギの世界が受け入れてくれない者でも、生きていかなきゃなりません」

「それもわかっています。……だから問題なんです」

　口元まで運んでいたタンブラーを置き、俺は座布団の上で姿勢を正した。

「ひとりひとりは悪人ではない。子供の頃にいじめられっ子だったり、家庭環境が劣悪だったゆえに道を踏み外す。心根は優しくて、気も小さい。……そんな人間が、暴力団という組織に入った途端、組のために平気で法を犯す」

　検事として、弁護士として、今までに経験してきた事件を思い出しながら俺は語った。

「俺たちは必要悪なのだと詭き弁べんをふるう。自分より弱い者を脅おどし、利用し、ときに暴力に晒さらす。……人は集団に所属したとき、個人の思考を放棄しがちです。考えないのは楽ですからね。暴力団という組織は、個人から『法を遵じゅん守しゅすべし』という道徳観念を奪います。法などより、金が、権力が、組と組長が大切なのだと植えつける。……伯田さん、わかってるでしょうけど、俺は兵頭を嫌ったりしていない。あなたのことも、兵頭の舎弟たちのことも、人間としては好きだ。でも、ヤクザは……暴力団は嫌いです」

　おわかりいただけますか、と俺は伯田を見る。

「恐ろしいのは個人ではなく、組織なんです。権力を持った組織に、弱い人間が組み込まれるという図式が恐ろしい。だから俺は暴力団を認めることができない」

「……なるほど」

　伯田が小さく息をつき、苦笑した。真剣に話を聞いてくれていた鋭い目つきが、ふわりといつもの色に戻る。

「さすがです芽吹さん。私はなにも言い返せません」

「いや、べつに俺は伯田さんを論破するつもりじゃ……」

「芽吹さんの仰ることはもっともだ。しかし、権力を持った組織に、弱い人間が組み込まれるという図式は暴力団だけでもないようですな」

　今度は俺が苦笑する番だった。

「ええ。そのとおりです」

「しかし、少なくとも若頭を……兵頭寿悦という個人を、嫌ってはいないわけですね？」

「嫌ってたら連つるんだりしませんて」

　そんな真正面から聞くなよと、俺は意味もなく鍋の中をかき混ぜた。

「では、こういう考え方はどうでしょう」

　ずい、と伯田が身体を前のめりにする。

「周防の若頭ではなく、一個人としての兵頭さんを支えるのは」

「いや、だからそれは……」

　菜箸を持ったまま戸惑う俺に、伯田は畳みかけてくる。

「ヤクザにだってオフはあります。そのときには、若頭のそばにいてやってくれませんかねえ。きっと若頭は心の洗濯ができると思うんです」

「俺はあいつの洗濯機じゃありません。二層式でも全自動でも、斜めドラムでもない」

「でも、身体の相性はよさそうですよね？」

　俺はぎくりと固まった。このオッサン、なにを言いだすのだ。いや……待てよ、確か最初に兵頭のマンションであんなことやこんなことをされてしまった夜、隣のリビングには伯田がいるとかなんとか……そうだ、間違いない。兵頭はそう言っていた。

　寝室で俺がケツに指を突っ込まれていたとき、伯田はすぐ隣の部屋にいたのだ。

「……き、聞こえてた……？」

「そりゃもう」

　コクコクと、神妙な顔で伯田が頷く。

「俺……そんなに声でかかったかな……」

「人間、夢中になると、どうしたってねえ」

「な、なんかへんなこと言ってたり……？」

「へんなことは言ってませんでしたよ。ああいった最中には当然の『もうだめ』とか『そこはイヤだ』とか逆に『そこ、いい』とか……」

「わーわーわー！　もういいですッ！」

　俺は両手で耳を塞いで大声を上げた。よほどの音量だったのだろう、襖が開いて仲居さんが「なにか？」と顔を出したほどだ。

　俺はちょっと涙目になり、自分の耳を塞いだままで「ビ、ビールおかわり……」とかろうじて言った。











４









　いま、俺の目の前には不思議なシュークリームがある。

　出張から戻ったキヨがお土産に買ってきてくれたものだが……なんだろう、これ。変わった形のシュークリームで、ヒレみたいなのがついてる。口がカパッと開いてクリームが入ってて、目もついている。なかなか可愛い顔だ。金魚？　でもなんで金魚のシュークリーム？

「……シャチドン」

　コーヒーを俺の前に置きながら、キヨがぼそりと言った。

「へ？　シャチ？」

「名な古ご屋やだから……金の……」

　あっ、と声に出し、俺はシャチドンの載った皿を掲げた。

「金のシャチホコか！」

「そう」

　そういえば、聞いたことがある。名古屋には名物金のシャチホコを象かたどったシュークリームが存在すると……そうか、これがそうなのか。

　シャチホコだから、シャチドン……ナイスだ。俺はこういう駄だ洒じゃ落れに弱い。ありがたくシャチドンをいただきながら、向かいに腰掛けたキヨに「で、どうだった？」と聞いた。キヨは昨日の午後、新幹線で名古屋へと向かい、今朝戻ってきたところなのだ。

　頼んだ仕事は、溝みぞ呂ろ木ぎ功こうに関する聞き込み調査である。

「……盛り場で、いろいろ聞いてきた」

　独特の口調でキヨは語る。口が重いたちのキヨではあるが、仕事とあらば、真面目にこなしてきてくれる。しかも見た目がいいので、女性から話を引き出すのはなかなかの腕前だ。

「かなり、悪いね。評判」

「うーん。予想通りか……」

　――ああ、『アンカーのハルキ』ね。あたしの友達、あいつにデリヘルを紹介されてさあ、客から病気をもらって大変だったんだよ。ハルキに相談したらしいんだけど「ホストに聞いてどうするよ、医者行けば？」って冷たかったって。サイテー。

　中なか区くにある『昇天☆ヌキヌキ天国』の女のコは顔を歪めてそう話したという。

　――ハルキ？　ホストの風上にも置けねえよ。あの毒のない顔に騙だまされる女が結構多いんだよな。ＯＬだの公務員だのでも、バンバン金使わせてさあ。売うり掛かけ回かい収しゅうは知り合いのヤー公使って、すっかりびびった女に「これ以上奴らが来ないように、効率のいいバイトしてみない？」って持ちかけんだよ。

　あるホストクラブを経営している男も、憎々しげにそう語ったそうだ。そのあとでキヨは、ウチで働かないかとスカウトされ、「ムリ」と慌てて断ったと話す。

「あと、溝呂木さんと同じ店に勤めていたホストにも会えた」

　――ハルキ、か。ウン、荒稼ぎしてたぜ。顔もいいけど、頭の切れる奴でさ。トークがすげえうまかった。女をいい気分にさせんだよ。

　そのホストは、溝呂木をそう悪く言わなかったそうだ。

　――俺には不思議だったね。あいつ、本当に才能あったと思う。なのにどうして、自分の客を潰していくような真似をしてたのか……だってそうだろ？　客あってのホストだぜ？　細い客だって、長い目で見ればそれなりの金を落としてくれるのに、無理させて潰してどうするよ。

　もっともな意見だと、俺は深く頷いた。

　――あいつ、本当は女が嫌いなんじゃないかな。

　元同僚のホストは最後にそう呟いたそうだ。

　シャチドンの舌だったイチゴをぱくりと口に入れ、俺は考える。

　男が女を嫌い、憎む。女というか、女性の特性を嫌悪する……子供の頃の家庭環境、特に母親との関係が良好でなかった場合、そういう感情を抱きやすいと聞く。

「どうやら、ラニーちゃんや伯はく田たさんの言うことは間違ってないらしいな」

　俺の呟きに、キヨはコクリと頷いた。今日の俺たちは、再び色違いのお揃いアロハだ。

「俺も昨日、溝呂木さんの関係者に会ってたんだ。ちょっと探すのが大変だったけど。……なあ、キヨ、鵜う沢ざわのところだけど、以前に女のコの扱いがよくないって言ってたよな？」

「言った」

　口の周りについたクリームを拭ぬぐいながら、キヨは答える。

「具体的に、どうよくないんだ？」

　キヨはいくつか、自分の知っている例を挙げてくれた。

　いずれの場合も、要は立場の弱い者を利用して不本意にリスクの高い仕事をさせているものだ。たとえばＳＭクラブのＭ嬢にしても、本人が適性を認め、自ら働いているのならばなんの問題もない。好きでやっている仕事ならば質も向上する。これが周防すおう組ぐみの――ひいては兵ひょう頭どうの考え方だ。逆に鵜沢万ま里り雄おは、手っ取り早く女を見繕って無理強いする。借金のある者、不法滞在の外国人、薬物中毒に陥おちいりかけている者……禁治産者というケースすらあるのだ。

「ひどいな」

　そういうやり方で弱者をいたぶる連中を、俺は心底軽蔑する。

「……溝呂木さんと鵜沢って、無関係？」

　長い前髪の奥から上目遣いを見せ、キヨが聞いた。どうやらキヨは溝呂木を胡う散さん臭くさく思っているらしい。あれだけ女を騙してきた男が、たったひとりのストーカーに困り果て、わざわざ第三者の介入を頼むのは不自然――そう思っているのだろう。

「鵜沢の命令で、芽め吹ぶきさんに近づいたんじゃないの、あいつ」

「こら、キヨ。依頼人をあいつなんて言っちゃだめだ」

　穏やかに窘たしなめるとキヨは小さく「ごめん」と詫びた。だが顔つきは納得していない。

「仕事、続けるの……？」

「続けるよ？」

「けど」

「信じてみるって決めたんだ」

　コトリとマグカップを置き、俺はキヨを見る。

　キヨの言いたいことはわかっていた。その懸念はもっともだと思う。それでも俺はこの依頼を放りだすつもりはない。

「名古屋で彼がひどいホストだったのは本当なんだろうけど、今もそうだとは限らない。結婚したいくらい好きな人ができて、考え方を変えたのかもしれない」

「……それだって嘘かも」

「結婚の話がってことか？　調べられる範囲では、調べたんだ。相手も確認したし、嘘だという証拠は出てこなかった。だから俺は依頼人を信じる」

　俺が言い切ると、キヨが理解不能といった視線を向けてくる。

「なに不思議そうな顔してんだよ」

「……どうして、信じられんの？」

「信じたいから、だろうな。……っていうか、人間って信じたいものしか信じられないようにできてるし」

「なんで、溝呂木さんを信じたいの？」

　キヨがこれほどに質問を重ねるのはちょっと珍しい。ならば俺は、真面目に、できるだけ率直に答えなければならない。

　デスクに頬杖をついて言葉を探す。シンプルで、伝わりやすく、偽りのない言葉を。

「厳密に言うと、溝呂木さんを信じたいというより、人間は変われると信じたい」

　言ったはいいが、ちょっと照れくさい。俺は苦笑して「難しいけどさ」とつけ加える。

　理想論だ――きっとキヨは思っているだろう。

　俺もそう思う。我ながら青臭いなと感じている。人間の中には、どうしたって良い方向に変われない者もいる。死ぬまでどうしようもない奴というのは、必ずいる。それでも信じたい。信じなければならない。だって、いま自分の目の前にいる相手がどちらなのか、わからないじゃないか。信じるべき人間なのか、信じなくていい人間なのか、そんなのわからない。

　信じなきゃよかったと、腹が立つのは耐えられる。そんなの一時的なことだ。

　けれど、なぜ信じてやらなかったのかと――後悔するのはいやだ。きっと俺は一生悔やむ。ずるずると引きずる。そういう思いは、したくない。

「けど……あの人、怒るよね」

　もはや半分になってしまったシャチドンにかぶりつこうとしていた俺は、あんぐりと口を開けたままで動きを止めた。「あの人」が誰なのか、聞くまでもない。

「兵頭は関係ないだろ」

　一度口を閉じて言う。キヨは「関係あってもなくても、怒るでしょ」と淡々と返した。俺はなにか適当な台詞せりふを探したが、口の中でごにょごにょ言って終わってしまった。くそう、兵頭のことになると自慢の舌ぜっ鋒ぽうが冴えない。

　そこで電話が鳴った。

　キヨは口の中にシャチドンを詰めていたので「いいよ」と俺が受話器を上げる。まだ時間が早いので、さゆりさんは出勤していないのだ。

「はい、芽吹ネゴオフィス――ああ、七五三野しめの。待ってたぞ」

『――僕からの電話ではなくて、情報を待っていたんだろう？』

　艶つやのあるテノールで、少し拗ねたように言う。業界では敏腕弁護士で通っている友人の言葉に、俺はつい笑ってしまった。

『章あきら。笑い事じゃない。……暴力団絡みの仕事は感心しない』

「そう言うなよ。零細交渉人でね。仕事を選べる立場じゃないんだ」

『なら弁護士に戻ればいい。資格を剥奪されたわけじゃないんだ。もう一度日弁連に……』

「七五三野、その話はもういい」

　穏やかに遮さえぎり「俺、ここでやってくって決めたからさ」ときっぱり告げる。

『民間の交渉人なんかで、おまえの真価が発揮されるとは思えない』

　一方の七五三野もはっきりとものを言う奴だ。俺たちは司法修習生時代の同期で、最も親しくしていた間柄である。言葉に遠慮はいらない。

「そう言うなって。扱うのは小さな事件が多いけど、事件なんて小さなうちに解決するのが一番いいんだ。警察だの弁護士だのが出で張ばるより前に解決できるのが、交渉人のいいところだ」

『そのぶん、リスクもあるだろう』

「リスクのない仕事なんてないよ」

『章。僕はおまえが心配なんだ。おまえは数少ない、僕の友人だ』

　七五三野に友人が少ないのは、自分にも他人にも厳しい性格と、毒舌に近いほどにものをはっきり言う傾向のせいだ。それはときに優柔不断な俺にとって、憧あこがれの対象だった。

「心配しすぎだぞ七五三野。大丈夫。――もう、あんなことにはならないから」

　あんなこと、の部分で声を低める。キヨに聞かれたくなかったわけではなく、無意識にそうしていた。もう癒えたと思っていた傷に疼うずくような感覚が生まれる。

『周防組の兵頭がおまえの周りをうろついていると聞いた』

「ん？　ああ、あれは高校の後輩だから。それより、書類はどうなった？」

　電話の向こうで溜息がひとつ聞こえ、そののち『入手した』と返事がある。

『宅配で送る。発送元はダミーだ』

「了解。助かった」

『章、今回は手助けできたからいいようなものの……』

　再びお説教が始まりかけた中、電話の音声がキャッチホンを知らせる。

　液晶を見るとさゆりさんの携帯番号が表示されていた。俺は七五三野に謝り、また連絡すると約束して通話を切り替える。

　さゆりさんは事務所に向かっている途中だった。

『あと三十分もすれば着きますが、少しでも早いほうがいいと思いましてね』

「うん。どうしました？」

　ついさっきまで、アヤカがさゆりさんの家で食事をしていたのだという。

『兵頭さんが溝呂木さんを探してるらしいんですよ』

　聞いた途端、嫌な予感が背中を駆け上った。

『アヤカちゃんと同じ店で働いている子が、溝呂木さんのいるホストクラブに通い詰めていたらしくて……ずいぶんつぎ込んだようですねえ』

「な、なんていう子？」

『源氏名はチナちゃんです』

　チナは溝呂木のために週に二、三回『ブルー・スターダスト』に通い、派手に遊んでいたらしい。お決まりのように金は続かなくなり、売掛が嵩かさみ、そこで溝呂木が「安心できる消費者金融」を紹介したのだそうだ。

『でもチナちゃん、サラ金の恐ろしさはよく知っていたようで、その金融業者について自分の店のマネージャーに聞いてみたんだそうです。そうしたら……』

　マネージャーは名称を聞いた途端「絶対にやめろ」と言ったそうだ。

　紹介された金融業者は、東京都知事の貸金業登録番号も得ており、優しげな女性の窓口係もいたりして、一見まともに見える。貸かし付つけには審査があり、一旦は断られるものの、親切めかして「あなたは信用できそうだから特別に」と別の業者を紹介し――もちろんそちらはヤミ金という仕組みだ。

『で、そのサラ金は鵜沢組の系列なんだそうです』

「うわ……そりゃ兵頭が出張るはずだな……」

　兵頭と鵜沢は犬けん猿えんの仲である。

　それぞれ真しん和わ会かいの系列であり、組長同士は義兄弟なのだが、下の連中は諍いさかいが絶えないと聞いていた。ちなみに、兵頭が個人的に鵜沢を嫌う原因には俺も少しばかり関係している。……少しじゃないかもしれないが。

「やばい。溝呂木さんに連絡しないと」

　俺はすぐに携帯を手にした。

　だが、溝呂木は電話に出ない。今の時間は午前十一時過ぎ。何事もなく眠っているならばいいが、俺の中に生まれた不安は強くなる一方だ。

「……ちょっと、行ってくる」

　電話を切って、俺はキヨに言った。

「え。どこ」

「溝呂木さんのマンション。キヨ、原チャ貸してくれ」

　キヨがスクーターの鍵を放り投げてくれる。俺はキャビネットの上から、これまたキヨのメットを取り、急いで事務所を出た。溝呂木のマンションは新しん宿じゅく区く内ないだ。いつでも混雑している街なので、車よりもバイクのほうが機動力を発揮する。

　三十分ほどで、目的のマンションに到着する。

　灼熱のアスファルト道路のおかげで、俺は汗だくだ。息を切らし、マンションの裏手に回った。エントランスは鍵がないと入れない仕組みだが、ゴミ置き場を経由すると中に入れてしまう。少し古いタイプのマンションは、セキュリティにこういった穴がある場合が多い。

「――おや、芽吹さん」

　俺の嫌な予感はしっかりと当たっていた。溝呂木の部屋の前にいたのは伯田で、ぺこりと頭を下げ「先日はご馳走になりました」と挨あい拶さつをよこす。

　こっちはそれどころじゃない。肩で息をしながら「そこ、開けてください」と詰め寄った。

「すみませんが、それはできません」

「開けていただけない場合、警察を呼ぶことになります。ちなみに俺に脅おどしはききませんよ」

「それはよく存じてますよ。やれやれ、困りましたな。……ちょっとお待ちを」

　伯田は携帯電話を取り出した。中にいる兵頭に連絡を取っているのだろう。短い会話のあとに、スイと扉の前から退どいて「どうぞ」と俺を通してくれる。

　呼吸を整え、ついでに乱れた前髪も直して、俺は中へと入った。三和土たたきで靴を脱いだとき、兵頭の高級靴がないのに気づく。だが廊下の先には確かに数人の気配がある。ドアを開けると、最初に目に飛び込んできたのは兵頭の広い背中だった。

「……先輩、タイミング悪いですよ」

　咥くわえ煙草たばこで振り返り、兵頭が嘯うそぶく。リビングの床に膝をつき、溝呂木はガクリと顔を下げていた。両脇にふたりの男が立ち、溝呂木の腕を掴んでいる。知らない顔だったが、俺を見ると軽く頭を下げた。三人の足下を見て、俺は「おい」と眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「おまえら、靴くらい脱げよ。人んちだろうが」

「人んちだから履はいてんですよ。いつなにがあるかわからない。自分の家では脱ぎます」

「屁へみたいな理屈をぬかすな。……溝呂木さん、大丈夫ですか」

　溝呂木の顔がゆっくり上がる。

　俺は遅かったか、と奥歯を噛んだ。目の下が腫はれ、唇には血が滲にじんでいた。掠かすれた声で「芽吹さん」と俺を呼ぶ。

「溝呂木さんから手を放せ」

　俺の言葉に、舎弟ふたりは兵頭を見た。兵頭は煙を吐きながら「放すな」と逆を言う。

「住居不法侵入に傷害。警察を呼ぶか？」

「困った人ですねえ」

　たいして短くなっていない煙草を、リビングの床で踏み消して兵頭が薄笑いを浮かべる。

「この男がどういう奴か、このあいだ説明したでしょう？　おまけに今度はうちの女の子にさんざん貢がせて、あげくに鵜沢のとこで借金させようとしやがった。あの野郎ンとこで金なんぞ借りた日にゃ、ソープ勤めどころか臓器まで持ってかれちまいますよ」

「まだ未遂だろ」

「未遂のうちに思い知らせてやらないとね。こいつは女を金づるとしか思っていない」

「その傾向があるのは認める。だが今後はそんな真似をさせないように、俺がちゃんと話す」

　は、と兵頭が小馬鹿にした嗤わらいを漏らす。

「先輩のお説教でこいつが改心するとでも？　あんたは人を疑うことを覚えたほうがいい」

「覚えたくないね、そんなこと」

「……あのねえ、先輩」

　カツンと床を鳴らして、兵頭は俺に歩み寄った。口の端は引き上がっているが、眼鏡めがねの下の瞳はまったく笑ってない。こういうときのこいつは正直おっかないが、俺は後ずさりそうになるのを踏ん張って堪こらえた。

「俺はなるべくあんたの仕事を邪魔しないようにしてるのに、なんであんたは俺の仕事を邪魔するんです？」

「俺は交渉人として、依頼人の危機をほっとくわけにはいかないんだよ」

「はあ？　まだこいつの依頼を断ってないんですか？　いいですか先輩、こいつには鵜沢の息がかかってんですよ？　あんた鵜沢になにされたか忘れたんですか」

　兵頭に睨にらみおろされ、俺は「忘れちゃいない」と口を尖とがらせた。鵜沢の野郎にレイプされかかった事実は、忘れたくても忘れられやしない。

「だが、それとこれとは話が別だ」

「……呆れてモノも言えねえな」

「俺の依頼人を放……痛！」

　後ろ髪をグイと掴まれ、顎あごが上がる。

　兵頭の顔がすぐそこにあった。口元の薄笑いは消え、冷淡な瞳が俺を見下ろしている。

「あんたが俺の言葉に耳を貸してくれないのは――俺が人殺しだからか？　人ひとり殺して、クサイ飯を食ってきた男の言うことなんざ、聞く耳持てないってことか……？」

　吐息のかかる距離で問われた。俺は一瞬虚を衝つかれて目を見開き……だがすぐに強く兵頭を睨み返した。ついでに、お返しとばかりに奴の耳を思い切り引っ張ってやる。

「いっ……」

「馬鹿野郎！　俺をその程度の男と思ってんのか！」

　兵頭さん、と舎弟ふたりが気色ばむ。けれど兵頭はそれを片手で制し、俺の後頭部から手を放して「先輩っ、痛いって！」と声を上げた。

「おまえの事件が過失だったことはもう知ってる！　仮に……仮にだぞ、殺意があって突き飛ばしたんだとしても、それは過去のことだろうが！」

「先……」

「俺は今のおまえと生きてるんだ！　何回ムショに入っていようと、過去のおまえなんぞ知ったことか！　いいか兵頭、人間は変わる。変われる。俺はそう信じてる。だから俺は溝呂木さんをおまえに渡すわけにはいかないんだよ！」

　勢いづいて怒鳴り、俺はやっと兵頭の耳を放した。兵頭は「おお痛いてェ」と耳をさすりながら、舎弟のふたりに「今のは暴行罪だと思わねえか？」などとふざけた口を叩く。どう答えたらいいものか、舎弟たちは困惑顔を見せるばかりだ。

「わかりましたよ、先輩」

　吐息ひとつのあと、やれやれといった感で兵頭が言う。

「わかってくれたか」

「ええ。相変わらずあんたはやたらと弁が立つことがわかりました。それから、俺に結構惚れてるってことも」

「待て。誰がそんな話をした！」

「嬉しいですよ、先輩」

　目尻にうっすらと笑わらい皺じわをきざみ、兵頭は再び俺に詰め寄ってきた。今度は腰に手を回してくる。俺は慌てて逃げ、瞬またたく間まに壁際まで追い詰められた。

「俺は今のおまえと生きてる――胸に響く告白でした」

「してない！　べつに告白なんかしてないし！」

「先輩がこんなに情熱的だとは思わなかった」

「俺だって、おまえがこんなに思い込みが激しいとは思わなかったぞ！」

　俺はあわあわと兵頭から逃げ惑い、呆気にとられている溝呂木の後ろまで移動した。舎弟たちもこの成り行きにすっかり困惑しているようだ。

「と、とにかく、溝呂木さんを解放してやってくれ！　頼む！」

「残念だ。いくら先輩の頼みでも、それは聞けませんね。俺は仕事とプライベートは区別する主義なんです。この野郎には、いろいろと話を聞かなきゃいけないんで、ちょいと預からせてもらいますよ。……おい」

　はい、と溝呂木の右に立っていた男がポケットからなにか取り出す。

　ジャラリと音を立てる銀色は手て錠じょうだ。溝呂木を拘束し、別の場所に移動させようというのだ。

「め、芽吹さんっ」

　溝呂木が声を上擦らせて俺を見た。まずい。まだここに兵頭たちがいたからよかったようなものの、このまま拉ら致ちられたらもう俺に手出しはできなくなる。ヤクザなんぞに依頼人を横取りされるなど、俺のプライドが許さない。

「待て！」

　間かん一いっ髪ぱつで、俺は男から手錠を取り上げた。片方の輪はすでに溝呂木の手首に嵌はまってしまっている。ええい、ままよ――俺はもう一方の輪をガシャリと自分の腕に食い込ませた。強こわ面もてをした兵頭の舎弟が「えっ」という顔で驚いている。

「どうだ。これで溝呂木さんだけ連れていくことはできないぞっ」

「芽吹さん……」

　溝呂木が瞠どう目もくしている。俺は左手首に冷たい金属を感じながら「安心してください。あなたをひとりにはさせません」と溝呂木に告げた。舎弟たちに凄まれるかと思ったのだが、ふたりはポリポリと頬など掻いて、微妙な面持ちで兵頭の指示を待っている。

「……先輩」

　やや俯うつむき、眉間に自分の中指を当てた兵頭が声を出す。
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「まったく……あんたには参りますよ」

「ま、参ったか」

　自分の行動に自分で動揺しつつ、俺はいくらか胸を張る。

「俺は昔っから、あんたを頭のいい人だと思ってたんですが……実は違うんですね？」

「は？」

　ぽかんとした俺の前で、兵頭は上等なスーツのポケットから、小さな手錠の鍵を取り出す。

　俺が絶句してしまったのは言うまでもない。そうだよ。そりゃそうに決まってる。手錠持ってんだから、鍵だって持ってるさ――アホじゃないのか、芽吹章……。

「えーと。あの……」

「面白いじゃないですか」

　鍵を空中に放り投げて遊びながら、兵頭が意地の悪い声を出す。

「先輩はそこまでして、このろくでなし野郎を庇うわけだ。……おい」

　鍵が舎弟に向かって投げられる。

　チャリン、とそれをキャッチした男に向かって、兵頭は「トイレに流しちまえ」と言った。舎弟は驚いた顔を見せたものの、すぐに若頭の命に従う。

「え？　あの、兵頭？」

「覚悟してもらいましょうか」

「はい？　う、わっ、わわっ、なに！」

　兵頭は俺の右腕を乱暴に掴むと、引っ張りながら歩きだす。

　俺の左手は溝呂木の右手に繋つながっているので、おのずとふたりでずるずる移動する羽目になるのだ。溝呂木もなにが起きているのか理解できず、縋すがるような目で俺を見る。そんな顔をされても、俺にも事態は把握できていない。

「おまえら、そこで待ってろ」

「はい」

　舎弟に言い残し、兵頭はべつの部屋へと続く扉を開けた。六畳程度の寝室で、ベッドの上は乱雑に服が置かれてあった。兵頭はそれらを上掛けごと床に投げ捨て、俺と溝呂木をふたりまとめて突き飛ばす。仲良くベッドの上にぼよよんと尻をつき、俺たちはほぼ同時に兵頭を見た。

「ひょ、兵頭？」

「自分の浅はかさを、痛感してもらいますよ、先輩」

「おまえ、なにする気……」

　兵頭は俺を睨ねめつけながら、ばさりと上着を脱ぎ、タイのノットを緩めた。

　まさか……まさかとは思うが――俺の喉仏がコクリと上下する。

「冗談……だ、ろ？」

「俺はいつだって本気です。先輩、可愛い声を聞かせてください」

「兵頭っ……うわ！」

　ベッドに膝を乗り上げた兵頭は、俺の肩を押して仰向けに押さえつけた。

　咄とっ嗟さに抵抗しようとしたのだが、左手は溝呂木と繋がっているのでままならない。溝呂木はといえば身体のバランスは崩したものの、俺のように仰ぎょう臥がするには至らず、座った状態のまま口を開けて驚きょう愕がくしている。

「兵頭ッ！　み、溝呂木さんがいるんだぞ！」

「そりゃ、あんたと手ェ繋いでますからね」

「だって手錠が！」

「自分でかけたんだ。自業自得って言葉は知ってるでしょう？」

　兵頭はせせら嗤わらい、眼鏡越しに俺を見下ろす。それから首を捻ひねって溝呂木に視線を向け「おまえは手出しするなよ」と低く脅す。

「そこで黙って見てろ。妙な真似しやがったら、腕の一本や二本ですむと思うな」

　カクンと溝呂木が頷く。すっかり肝を潰しているようだ。無理もない。が、俺はたぶん、溝呂木の十倍くらい仰天している。なんとか逃れようと必死に手足をばたつかせるのだが、兵頭の体重を跳ね返すことは難しかった。

「兵頭、バカなことはやめ……う！」

　足のつけ根に膝で乗られ、強く加圧された。

　本当にヤクザってのは気にくわない。小さな力で大きな痛みを与える術すべを知っていやがる。

「さあて、だせえアロハは脱ぎましょうか」

　シャツの上から乳首をカリッと引っ掻かれる。俺は肩を竦すくめ、右手でアロハの襟えりを掻き集めるようにして「やめろって！」と繰り返す。兵頭は聞く耳を持たず、シャツを握ったまま拳こぶしを作っている俺の手を濡れた舌でべろりと舐めた。

　俺は息を詰めて、声を殺す。

　兵頭の舌は指のあいだに潜り込み、くすぐるような動きをする。濡れた音がとんでもなくいやらしい。関節に歯を立てられ、鼓動がドクンと跳ね上がる。

　さらにやばいのは兵頭の匂いだ。

　一定以上の近距離でこいつの匂いを嗅かぐと、どうしても俺の理性は酩めい酊ていしそうになる。こいつに触れられる心地よさを知っている身体がわくわくと期待しだし、準備を始めようとする。兵頭は顔を上げ、今度は俺の耳に唇を寄せた。耳じ殻かくを軽く噛まれ、俺はつかのま呼吸を止めた。

「……よっぽど急いで来たんですね？　汗の匂いがする」

　馬鹿野郎、囁ささやくな。

　そう怒鳴ってやりたいのに、口を開けると違う声が出てしまいそうで怖い。

「汗なのに……なんか甘ったるく匂う……。俺を誘うためですか？」

「……っ！」

　コットンパンツの上から、いきなりそこを握られた。すでに反応を始めていた部分を庇おうと、俺は反射的に左手を動かした。

「あ、あの、芽吹さん……」

　ジャラリと金属音がして、溝呂木の手までがついてきてしまう。慌てている溝呂木と目が合い、頭が沸ふっ騰とうしそうに恥ずかしい。ああ、もう、くそう、なんで俺の手は二本しかないんだ！

「溝呂木、手ェ引っ張れ」

　俺に覆い被さったまま、兵頭が命じる。

「え」

「てめえの右手をちゃんと引いとけ」

　俺に持っていかれた形になっていた手が、再び溝呂木の膝上に戻る。となれば俺の左手は溝呂木に引っ張られる形になって伸びてしまう。

「その位置でこいつの手を押さえとけ」

「で、でも……」

「うるせえぞ。ぶっ殺されたいのか」

　物騒な台詞と鋭い睨みがワンセットだ。誰だってぶっ殺されたくはない。溝呂木は兵頭に言われたとおり、俺の手首を握って押さえつけるしかなかった。小さな声で「ごめん、芽吹さん」と謝ってくれたが、もうホント、謝りたいのはこっちだ。

　兵頭は俺のシャツのボタンをすべて開け、コットンパンツの前ボタンに指をかける。俺は必死に気持ちを落ち着かせながら、説得を試みる。

「兵頭、頼む、やめてくれ」

「いやです」

「悪趣味だぞ、こんな……あ……」

　晒さらされた首筋に兵頭が吸いつく。見た目より柔らかい髪が俺の顎や肩口に触れてくすぐったい。柔らかい皮膚を強く吸われ、ちりっとした痛みが走った。きっと赤い痕がついたに違いない。こいつはいつも俺の身体中に所有の徴しるしを残したがるのだ。

「……う……」

　次第に下りていく兵頭の唇が、胸の突起に届く。舌で刺激されていくうちに、自分の乳首が立ち上がっていくのがわかった。溝呂木がどんな顔をしているのか気になったが、とてもそちらに顔を向ける勇気はない。

「……ッ……は……」

　甘噛みされるうちに、声を殺すのが難しくなってきた。すでに兵頭は、ここで感じる快楽を俺にたっぷりと教え込んでいる。

「兵……」

「なんです？」

「やめ……もう、やめてくれ……」

　こんなのはごめんだ。殴られるほうがまだマシってもんだ。

　兵頭に触れられるのがいやなわけではないが、溝呂木がすぐ隣でそれを見ているのは耐えられない。俺は今のところ、衆しゅう人じん環かん視しプレイにはまったく興味がないのだ。

　俺の声が弱気になっているのを感じたのだろう、兵頭は顔を上げて「やめてもいいですよ」と答えた。少し乱れた前髪の奥、なにか企む目つきが見える。

「ただし、溝呂木を俺たちに引き渡すならね」

「てめ……卑怯だぞっ」

「ええ、ヤクザですから」

　のうのうと言いやがる男の顔を見上げ、俺は唇を噛み締めた。

　そうかよ、そういうことかよ。このいやがらせは俺に溝呂木を諦あきらめさせるためなわけか。さすがヤクザだけあって、人の弱いところを突いてきやがる。

「さあ……どうします？」

　指先で乳首を弾くようにしながら、兵頭が聞く。

「よく考えてくださいよ先輩。確かにこいつはあんたの依頼人だろうけど、いちいち身体を張って依頼人を庇ってたらきりがない。しかもこいつは、あんたに庇ってもらえるような野郎じゃないときてる」

　兵頭の言うことはわかる。俺にだって限界があって、すべての依頼人を庇ったり、守ったりできるはずがない。俺はスーパーマンでもバットマンでもパーマンでもないのだ。

　ただの人間だ。本当は、誰かを庇えるほど強くない。

　強くなりたいと思い続けているだけの、どこにでもいる弱い人間だ。

「……あんたは、人間は変わると言った。確かに変われる人間もいる。けどね先輩、どうしたって変われない奴もやっぱりいるんです。ろくでなしのまま、一生をすごす奴なんかちっとも珍しくない」

　悔しいが兵頭の言葉は正しい。

　本当はわかってる。そんなことは俺だってよく知ってる。

「はっきり言いましょうか。もしあんたが、他人を変えられると思っているなら、そりゃとんでもない傲ごう慢まんだ。人間に人間は変えられない」

　兵頭の吐息が唇にかかる。残酷な台詞のあとで、甘いキスが降りしきる。勘違い野郎の俺を憐あわれむような、軽く優しい口づけが繰り返された。

　そうだよな。兵頭の言うとおりだ。

　俺に他人が変えられるわけがない。でもこれだけは言える。

　人は、変わろうと思えば、心からそれを願えば――変われるのだ。誰かに変えてもらうことはできない。その力を持っているのは本人だけだ。

「……兵頭」

「なんです？」

　頬に口づけ、兵頭は甘ったるい声を出した。俺の肌の感触を楽しむように、大きな手が胸から腹を彷徨さまよっている。

「おまえ、なんか勘違いしてる。俺は他人を変えようとは思ってない」

「へえ。そうは見えませんがね」

「違うんだよ。俺はただ――変わろうとしている人を、信じたいだけなんだ」

　小さくベッドが軋きしみ、兵頭が上体を浮かせた。ゆっくりと首を捻って溝呂木を見、「こいつを信じる？」と顔を歪めて嗤う。俺もつられて溝呂木を見てしまった。溝呂木は耳を赤く染めて、口を薄く開き俺を見ていた。兵頭ではなく、俺をだ。彼が驚いているのは表情から窺うかがえたが、なににどう驚いたのかまではわからない。ヤクザにのし掛かられながらも、人を信じたいなどとぬかしている阿あ呆ほな交渉人に、驚いたのかもしれない。

「そうだ。俺は溝呂木さんを信じる」

「こいつが俺に関して言ったことも、ぜんぶ信じるわけだ」

「それはまた別の話だ。俺が信じるのは、溝呂木さんが変わろうとしていることだ。以前の彼のままではないという点だ。……だから、好きにしろよ」

　天井を見て、俺は言った。

「このままやっちまっていいと？」

「……」

「すっ裸にひん剥いて、身体中舐め回しますよ？」

「…………」

　さすがに「どうぞご自由に」とは言えなくて、俺は固く目を閉じた。

「ったく……どこまで頑固なんだか……後悔しても知らねえぞ」

　最後通告のように言われたが、俺は黙ったまま目を開けなかった。

　兵頭の手が股間に置かれ、身体が戦おののく。けれど制止はしない。どうせ抵抗しても無駄なのだ。

　コットンパンツのファスナーが下ろされて、下着の中に手が入り込む。身体を捩よじって逃げたい気持ちを抑え込むのに一苦労だ。俺のそこは兵頭の手の中でいとも簡単に育ってしまう。もう兵頭の手のひらや指を覚えていて、安心して熟うれていく。

「……っ……」

　兵頭の指の滑りがよくなる。自分のそこが濡れているのがはっきりわかり、俺はますます目を開けられなくなった。

　ぴちゃりと、兵頭の舌が耳の中に入る。

「あ……」

　途端に噛みしめていた唇が解ほどけ、微かな声が漏れてしまった。

　やばい。俺はこれに弱い。耳の中に性感帯があるなんて、兵頭とこういう関係になるまでは知らなかった。熱く湿った舌に耳の奥を犯される感覚はひどくエロティックで、俺の身体から力を奪ってしまうのだ。

「ふ……」

　漏れる吐息に、色がついてしまう。

　兵頭の手はいまだ俺の下着の中で、すっかり勃たち上あがった俺のものを撫で続けている。耳を責められながらの愛撫はたまらなかった。溝呂木がいるのはわかっているが、だからといって皮膚感覚が鈍くなるわけではない。むしろ第三者の視線を意識して鋭敏になるばかりだ。

　それでも、声は抑えようと思っていた。溝呂木だって、三十すぎたオッサンが喘あえぐ声など聞きたくはないだろう。

「……っ……」

　なのに、兵頭は手加減しない。根本からくびれた部分までを、節の高い指で擦られる。同時に耳たぶを噛まれたとき、尾びてい骨こつから脊せき柱ちゅうへと、甘い痺れがズキンと走った。

「あっ……」

　顎がヒクン、と上がり、耐えきれずに声が漏れてしまう。右手で兵頭の腕を掴んで引き剥がそうとしたが、ほとんど力が入らない。

　今度は一番弱い先端部分をやわやわと刺激され、鼻から情けなくも甘い息が零れる。
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「……っ、……やめ……っ」

　懇願の声がみっともなく乱れた。俺の足はじっとしていられず、ベッドのシーツを蹴るように滑る。なにかに溺れるような感覚が恐ろしくて、右手は兵頭の背中に移動した。これじゃまるで、縋っているみたいだ。

「あ、あ……んっ……兵頭……」

　覆い被さっている男が「チッ」と舌打ちし、俺はどうしたのかとやっと目を開けた。不機嫌に眉を寄せた顔がすぐそこにある。

「先輩……あんた、なんて声出すんですか」

「え……」

「エロすぎるんですよ、ちくしょう」

「そ……おまえの、せ……あっ……」

「だめだって、そんな声。――てめえ、溝呂木、なに見てんだよ」

「えっ。あっ……いや、その……」

　溝呂木が慌てているのがわかる。

「こいつは俺のもんだ。勝手に見るな」

　ちょっと待て。この状況で溝呂木に見るなというほうがおかしくないか？　彼だって好きで見ているわけじゃない。だいたい、誰のせいでこんなことになってると思って……。

「それから、声も聞くな」

　兵頭はますます無茶を言う。溝呂木もさすがに憮然として「なら耳みみ栓せんでもよこせよ」とぼそりと言い返した。そのやりとりが妙に可お笑かしくて思わず笑いそうになったとき、兵頭の指がさらに奥に入り込む。

「んっ、あ……！」

　長い指が会え陰いんに届き、そこを擦る。カッと体温が上がった。俺は一瞬、なにもかもを忘れて腰を浮かせ、ひときわせつない声を上げてしまった。

　すると、兵頭の動きがふいに止まる。

「……くっそ……ああ、もう、やめだ！」

　がばりと兵頭が身を起こす。

　突然消え失せた体温と体重に、俺は戸惑いながらも身体を捩った。溝呂木の視線から逃れ、もう少しでコンニチハしそうな息子さんを、右手でそそくさとしまう。

　スプリングが揺れて、俺の身体も揺れる。兵頭がベッドから下りたのだ。

「この野郎……先輩で勃ててんじゃねえ」

　兵頭の指摘に、溝呂木がカッと赤面する。下半身を整えた俺は上体を起こしつつ「まじ？」と溝呂木の下半身を見てしまった。確かに、股間の隆起がスラックスを押し上げている。溝呂木はきまりの悪い顔をして「いや、俺べつにソッチじゃないです」と視線を逸らして言い訳をした。

「なんで俺がてめえを楽しませなきゃならねえんだ。やってられるか。……先輩」

「へっ？」

　どうしてナンバーワンホストが、オッサンが押し倒されるのを見て勃っちゃうんだろう……などと考えていた俺は、間抜けな声を立ててしまう。

「ここはあんたに譲ります」

　不本意の色も濃く、兵頭は眉をひそめて言った。

「え……じゃ、溝呂木さんはお咎とがめなしか？」

「今回だけですよ。次はない」

　不遜に溝呂木を睨み、床に落ちていた自分の上着を拾う。それから難しい顔で俺を見ると、再び歩み寄ってきてむんずとシャツを掴んだ。今度はなにをされるのかとびびった俺だが、兵頭は苛ついた顔で「乳首出してんじゃねえよ」とシャツのボタンを留め始める。

「……は？　おいこらっ、誰が出したんだよっ」

「チッ……。俺ですよ。俺が出した乳首だから俺がしまってんです。文句ないでしょうが！」

「なんでおまえが逆ギレしてんだよ！　そんなことしなくていいから、これ！　これ外してくれりゃ自分でするから、鍵！」

　兵頭はボタンの半分ほどを留めると、フンと鼻息を俺に引っかけて「ない」と言い切った。

「もう下水ン中だ」

「スペアがあるだろっ」

「さあね。どっかにあったかもしれませんねえ」

　寝室の扉を開け、兵頭が可愛くない口調で言った。手下に「引き上げだ」と命じ、「この阿呆どもは放っとけ」とまで言いやがった。その阿呆の乳首を嬉しそうにぐりぐりしてたのはどこのどいつだと怒鳴ってやりたかったが、言えば言ったで自分も恥ずかしいので自重する。

「おい！　どうすんだよこれ！」

「う、うわっ」

　俺がいきなり立ち上がって動いたものだから、溝呂木はもう少しで転ぶところだった。

　ふたりで二人三脚よろしく、兵頭たちを追う。靴を履いたままの連中は撤収が早い。三和土に裸足はだしで下りた俺たちがマンションの通路に顔を出したとき、すでに兵頭の後ろ姿は遠かった。一番最後を歩いていた伯田が振り返り「あとで」と口だけを動かし、自分がのちほどここに戻ってくるというジェスチャーをしてくれる。俺は真剣な顔でカクカクと頷き、拝むポーズをする。そこへ近所の住人らしき女性が歩いてきたので、慌てて部屋の中に引っ込んだ。

　あまり慌てたのと、手錠に気を取られて動きにくかったせいもあり――俺は三和土の段差に躓つまずいて転倒し、それは派手な音を立てて、額を廊下に強打したのだった。











５









　俺と溝みぞ呂ろ木ぎは、ふたりで居間のソファに座っていた。

　溝呂木は兵ひょう頭どうたちに殴られて痣あざだらけ。俺は先ほどの転倒で額を打ち、保冷剤をタオルで巻いて当てていた。大人になって以来、ああも見事な転びかたをしたことがない。咄とっ嗟さについたのが片手だけだったのが災いした。手て錠じょうで繋つながっていた溝呂木も余波を食らい、膝を廊下にぶつけたようだ。

「……」

「……」

　ふたり同時に深い溜息をつく。

　どうにもお互い、顔を合わせにくい。正面を向いたまま、どちらが先に喋しゃべりだすかを待っている雰囲気があった。

「あの」

　耐えきれなくなったのは俺だった。喋り続けるのは得意だが、こういう沈黙には弱い。

「事務所に連絡してみます。工具を持ってきてもらえば、切れるかも」

　溝呂木が頷く。俺は事務所に電話をしてみたが、タイミングの悪いことにキヨに本業が入っていなくなっていた。さゆりさんに頼もうかとも思ったが、そうすると事務所がカラになってしまうし、この状況を見せれば心配をかけてしまう。説明をするのもしんどい。待っていれば伯はく田たが戻ってきてくれるのだから、おとなしく待機していようということになった。

「……兵頭って」

　今度は溝呂木が口を開いた。

「あっちの人、なんですか」

「え。知りませんでした？」

　逆にこっちが聞いてしまった。兵頭がゲイなのは、かなり広く知られているとばかり思っていたのだ。

「……知りませんでした。だって……昔は……姉さんに」

「お兄さんと内縁関係だったアユミさん？」

「そう、です。あいつが姉さんに惚れてるの、俺にはわかったんです。兄貴はそういうところ鈍いから、平気で兵頭を出入りさせてましたけど……あいつ」

　いっつも、姉さんを見てた――溝呂木が苦々しく言う。

　俺は少し混乱していた。それが本当ならば、兵頭は両刀ということか？　女にはまったく興味がないような発言をしているくせに、実のところは両方オッケーなのか？

　自分が仕切っている風俗店でもクールな顔をしてるけど、あれは演技だと？

「……なんかちょっと腹立ってきた……」

「え？」

「いや、なんでもないです。……兵頭が同性愛者なのは、わりと有名な話らしいですよ。本人も隠してないし」

「そうなんですか。……で、芽め吹ぶきさんと兵頭って……そういう？」

　今さらしらばっくれるわけにもいかず、俺は保冷剤を押さえながら「まあ、なんとなく……そういう……」と曖あい昧まいきわまりない答えを返した。

「恋人同士、なわけですか」

「や、それは違う。奴は高校の後輩で……」

「でもやってんですよね」

　おい、なんでそっちが耳を赤くするんだ。余計に恥ずかしくなるからやめてくれ。

「……やってないとは言いませんが」

　最後まではしてません……と言いかけて、やめた。さんざんアレコレしておいて、挿入だけは「結婚するまでだめ」ともったいぶる女を想像してしまい、我ながらげんなりする。女性の場合は妊娠の可能性があるからまだわかるが、男の俺が最後の一線に拘こだわる意味とはいったい……痔ぢ、か？　俺は痔が怖いのか？

「なんか、芽吹さんにすげえ執着してましたけど」

「……はい」

　それは知ってる。身をもって、いやというほどに。

「俺は、あいつ嫌いです」

「俺もときどき嫌いになります。とくに、さっきみたいなコトされたときは」

　でしょうね、と溝呂木は返した。そのあとに「結構、クる声だった……」と呟いたのは聞こえなかったふりをする。

「……なんで俺を庇ったんです？」

「溝呂木さんは依頼人だから」

「俺の素行、調べたんでしょう？」

「はい。名な古ご屋やのハルキ……評判悪かったです。……鵜う沢ざわ組ぐみとも、繋がりがある。ついでだから聞いちゃいますが、ストーキングの件はヤラセなんじゃないですか？」

「……本当はストーカーなんていないんだろうって？」

　俺は頷いた。キヨが名古屋に行っているあいだ、俺は氏うじ家いえ織おり羽はについて別方向から探っていた。水商売仲間ではなく、彼女の地元で学生時代からつきあいのある友人に接触したのだ。その友人は「あの子がホストに入れ込んで、結婚妄想？　あはは、ないない」と笑い飛ばした。結婚に夢見るような性格ではないらしい。

　なんでも織羽の母親は三度の結婚と離婚を繰り返した猛も者さらしく、おかげで織羽は男性や結婚に対する幻想を一切抱かなくなったという。

　加えて、もうひとつの事実が明らかになった。

　織羽は豊とよ橋はしの出身で、名古屋で働いていた時期があった。溝呂木と織羽がそこで知り合った可能性を感じ、俺はキヨが聞き取りをした人物にもう一度連絡を取ってみた。直感はビンゴだ。溝呂木は織羽のいた店で黒服をしていた頃があった。

「きみは氏家織羽さんにストーカー役を頼んで、俺が尾行をする日もあらかじめ知らせておいた。……彼女、なかなかの演技派でしたよ。もう少しですっかり騙だまされるところだった」

　情報とは、容易に操作されるものなのだ。従って情報をもとに物事を判断するときは、なるべく数多く、多方面から収集する必要がある。集めやすい情報や、タイミングよく耳に飛び込んできたネタほど、嘘が紛れ込んでいる可能性が高い。

「……なんだ。ばれてたのか」

　ふっ、と溝呂木の口調が変化した。丁寧さがなくなったぶん、素すの声になる。

「俺を騙すのはそう簡単じゃない」

　つられたわけじゃないのだが、俺も自然と砕けた口調になった。

「かっこいい台詞せりふだけど、その有り様じゃな」

　もっともな切り返しに、俺は笑ってしまった。

　デコに保冷剤をあてて、まだシャツは半分がウエストからはみだしている。

「なんで俺があんたを騙したのかも、わかってるの？」

　口の端で乾いた血を擦り落とし、溝呂木が聞く。俺はちらりと隣のホストを見て「鵜沢万ま里り雄おだ」と答えた。

「あたり。あんたに近づいて、信用させて、そのうち綺麗にリボンをかけて鵜沢にお届けする予定だった。……芽吹さんヤクザにモテモテなんだね」

「ムカデにもてたほうがマシだな」

　自嘲しながら呟けば、溝呂木も「運がないな」と笑う。

「……あのさ。もっかい聞くけど、なんで俺を兵頭から庇ったんだよ。俺が嘘つきのろくでなしだってわかってたんなら、あいつに引き渡しちまえばいいのに――あんなセクハラされてまで、俺を庇う理由なんかあるか？」

　俺は保冷剤を外し、溝呂木に渡した。女をたぶらかし、不幸にする嘘つきホスト……確かに庇う理由はない。俺にだって、依頼人を選ぶ権利はある。

「一度は手を引こうかと思った」

「俺だったらそうしたね」

　しゃあしゃあと憎まれ口を叩いたが、どこかなげやりな雰囲気も感じられた。鼻をしきりに擦っているのは、粘膜に血がこびりついているからだろう。

「嘘つきは嫌いなんだ」

「へえ、そう」

「きみの言ったことはほとんど嘘だった。兵頭がきみのお兄さんを殺した件についても、アユミさんが現場にいて、故意ではないと証言したことについては触れなかったし。自分に都合のいい情報しか流さないのは、卑怯だよな。……けど、ひとつだけ、本当があった。一番大事なところは、本当だった」

　溝呂木が俺を見る。

「本当に好きな相手と結婚したいって、言っただろ」

「……あんた、まさか」

「マリサちゃんに会った」

　溝呂木の顔が険しく変化した。なぜマリサを知っているのかと、大きく見開かれた目が問いかけている。彼女こそが、溝呂木が変わろうとするきっかけになった理由だ。

「そんなに驚かなくても。交渉人ってのは顔が広いんだぞ」

「……まさか、マリサの居場所を」

「誰にも言ってない。うちのスタッフにすらね。……さて、どうする？」

　俺は身体の向きを変えて、ソファの上であぐらをかいた。溝呂木と向かい合い、交渉人として、依頼人に尋ねる。

「マリサちゃんと無事に結婚するため、改めて俺に依頼するか。あるいはここでもうお終しまいか。その場合、これが取れたらさようならだ」

　これ、のところで手錠つきの手首を上げる。

「……俺はあんたを鵜沢に売ろうとしたんだぜ？　そんな奴の依頼をまだ引き受けようっていうのかよ？」

「きみは鵜沢に近づく必要があった。俺のことはいい口実だったんだろ？　きみが兵頭を憎んでいるのは本当だし――兵頭と親しい俺を罠わなに嵌はめる計画を聞かせれば、鵜沢はきみを信頼する」

　でも、と俺は続ける。

「もうその必要はない。マリサちゃんは俺が逃がしてやる。だからきみは鵜沢ではなく、俺を信じるべきだ」

「あんたを……？」

　溝呂木が俺の顔を凝視して呟く。目の横と額に大きな痣ができて、瞼まぶたはどんどん腫れてきている。見れば見るほど、ハンサムが台無しだ。だが俺は、いつもの愛想笑いを浮かべている顔より、この負け戦のボクサーみたいな顔のほうが好ましく思えた。

　溝呂木はだめな男だった。たぶん今でも善人とは言い難い。それでも、彼は闘っているのだ。自分が愛した女の子のために、たったひとりで闘っている。

「……どうやって、信じりゃいいんだよ。俺は他人を信じない。信じられない」

「マリサちゃんのことは、信じてるんだろう？」

　俺の問いに、溝呂木は少し怒ったように「あいつは別だ」と言った。怒ったのではなく、照れただけかもしれない。

「マリサは……俺の太客が一度だけ連れてきた子で……なんというか、すっごく、バカがつくほど素直なんだよ。人を疑うってことをしない。タイの山奥出身って聞いてたから、そのせいかとも思ったけど、いつまでたっても、何度騙されても同じままだ。たぶん、あれは性格なんだ。マリサを騙すのなんか、赤子の手を捻ひねるより簡単で……あんまり簡単すぎて……」

　騙せなかったのだろう。

　昨日、キヨが名古屋に行っているあいだ、俺はふたりの女の子に会っていた。ひとりは先ほど話した織羽の友人。そしてもうひとりがマリサだ。溝呂木が本当に好きになったという相手……彼女は上うえ野のの古いビジネスホテルに偽名で宿泊していた。

　夜、近くのコンビニに買い物に出てきたところを尾行した。

　マリサはドリンクや食料の入った袋を提げたまま、ふいに細い路地に入った。そこには汚く痩やせた野の良ら猫ねこがいて、彼女は袋から出した猫用のカンヅメを与えた。

　――そのネコ、病気かも。

　俺が話しかけると驚いて振り返り、だがすぐに微笑んで「そうねー」と答えた。浅黒い肌に大きな目。東南アジア出身だとすぐにわかる。

　猫は俺を見てだみ声で鳴く。逃げないのは、空腹のほうが勝っているからだろう。目やにで右目が塞がり、ヨダレだらけの口をしていた。そんなネコを、マリサはそっと撫でるのだ。

　――可哀相だけど……あまり触らないほうが、いいんじゃないかな。

　――マリサ触ってあげるよ。ネコ、安心する。

　――ネコ、好きなの？

　――好き。動物、みんな好き。人間も好き。さっきね、ホテルのお掃除の人、マリサにキャラメルくれたよ。ふふ。

　彼女の笑顔を見て、俺は溝呂木のしたいことを理解した。

　人身売買も同然で日本に連れてこられ、鵜沢組にパスポートを奪われ、渡航費と滞在費を返済するためにマッサージと称した売春を強要され……それでもマリサの心はすさんでいない。マリサが弱いから、憐れだから、守ろうとしている……最初はそんなふうに思っていた。けれど違う。溝呂木が惹かれたのはマリサの弱さではない。彼女の強さに、溝呂木は魅了されたのだ。

　――あなた、だれ？

　溝呂木の友人だと名乗ると、マリサは微笑みを消して俺に駆け寄り、なによりまず溝呂木の安否を尋ねた。溝呂木が自分のために危険なことをしているのに勘づいていて、助けてやってほしいと深く頭を下げたのだ。

「……マリサを、タイに帰してやりたい」

　保冷剤を俺に戻して、溝呂木は低く言う。

「結婚するんじゃないのか？」

「俺が向こうに行くつもりだ。俺はどこでも生きていけるけど、マリサは日本に向いてない」

「どっちにしろ、パスポートを鵜沢から取り返さないとな。……俺の協力は必要ないか？」

　溝呂木は黙った。迷っているのがわかる。

　鵜沢組は消えた金づるを捜しているはずだ。溝呂木の仕し業わざだとばれるのは時間の問題だろう。

「なにか、いい方法があるっていうのか」

「一応これでも問題解決のプロなんでね。……おっと、メールだ」

　携帯電話をチェックすると、伯田から『お待たせしました。もうすぐ着きます』と連絡が入っていた。やれやれ、これで助かった――俺は嘆息して、溝呂木にもメールを見せる。その直後、ピンポンとインターホンが聞こえた。

「早いな」

　溝呂木はそそくさと立ち上がり、玄関へ向かった。俺も並んで歩きながら心の中で首を傾かしげる。いくらなんでも早すぎないか？　まるでそこの廊下を歩きながらメールを送信したみたいじゃないか。ドアの向こうにいるのは本当に伯田なのだろうか？

「おい、ちゃんと確認してからのほうが……」

　俺が言うより早く、溝呂木は「え？」とこっちを見ながらも、シリンダーを回してしまう。

　いきなりドアが開いた。

　俺たちは開けていない。解錠音を待っていたかのように向こうから開いたのだ。

「な……なんなんだよ、あんたら！　……うわっ……」

　溝呂木の身体が倒れてきて、まともに俺にぶつかる。なんとか支えたものの、もう少しで共倒れになるところだ。侵入してきた男たちを溝呂木越しに見て、俺は目を剥いた。溝呂木の肩もあっというまに強ばる。

「――おやおや先輩？　なんでこんなとこにいるんです？」

　人相の悪い手下をふたり従えているのは鵜沢万里雄だった。鵜沢組の幹部で、組長の息子……かつ、やっぱり俺の後輩だったりする。本当にろくな後輩がいなくて悲しい。

「……そりゃどういう遊びですか？　楽しそうだな」

　俺たちの手錠に気がついて鵜沢がにやにやと言い、家主の許可も求めず上がり込む。やっぱり靴は履いたままだ。

「……ちょっとしたアクシデントだ」

　じりじりと後ずさりながら、俺は言った。溝呂木は相当緊張しているようで、まだ言葉が出ない。ここに鵜沢が来た理由を予測すれば無理もなかった。鵜沢がお茶を飲みに来るはずがない。

　ばれたのだ。

　溝呂木がマリサを逃がそうと画策しているのがばれたに違いない。

「アクシデントねえ……。まあ、なんかあったようですが、あんたがこのホストと一緒なのは都合がいい」

　どう見ても殴られたばかりの溝呂木を一いち瞥べつして、鵜沢は煙草たばこを咥くわえる。手下のひとりがサッと近づいて、火をつけた。兵頭は滅多にこれをしない。自分の煙草は自分で火をつける。たまに若いのがライターを片手に寄ってくるが、いい、と不機嫌に顔を背けるのだ。

「溝呂木。マリサを返してもらおうか」

　鵜沢はもったいぶった様子で一服し、青ざめた溝呂木の顔の前で白い煙が拡散した。

「知らな……」

　あー、と鵜沢が片手を振って溝呂木の返事を遮さえぎる。

「しらばっくれて、お互いの時間を無駄にするのはやめよう。おまえはどのみち居場所を喋るんだ。指を一本ずつ折られるのは、そうそう我慢できるもんじゃねえ」

　溝呂木がビクリと震えた。眉を顰ひそめた俺を見て、鵜沢は面白がるように「先輩、これは恐きょう喝かつになるんですかねえ？」と聞く。

「脅迫罪だ。生命、身体、自由、名誉又は財産に対し害を加える旨を告知して人を脅迫した者は、二年以下の懲役又は三十万円以下の罰金に処する」

「さすが、もと法律家。じゃあ聞きますが、うちの従業員を攫さらった野郎がいるんです。その場合、拉ら致ち罪ざいになるんじゃないんですかね？」

　俺たちを壁際まで追い詰め、鵜沢は聞いた。

「拉致罪ってのはない。略りゃく取しゅ誘ゆう拐かい罪ざいが近いとこだな。……ついでに人身売買罪についても説明するか？」

「……相変わらず、強くもないのに強気な人だ。そこがまた、たまらねえんだけど」

　鵜沢の指先に頬を撫でられ、悪寒で鳥肌が立つ。

「おい。ふたりまとめて連れてけ」

　命じられ、手下がハイと動いた。掴まれた肩を振り払い、俺は「触るな！」と叫んだ。

「俺に触るんじゃない！　俺はどこにもいかないぞ！」

　叫んだところで連中がやめないのはわかっていたが、今は大声を出す必要があったのだ。大柄な男ふたりが、俺と溝呂木の両側に立ち「うるせえ」と低く脅おどす。背中になにか突きつけられる感覚があった。ナイフの類だろう。

「黙って歩くんだ。大声出しやがったら、痛い目に遭うぞ」

　定番の台詞によって、俺と溝呂木は扉の前に立たされた。

　そのとき、男の声で「鈴すず木きさーん、お荷物ですー」と聞こえてくる。隣の部屋の前あたりだ。鵜沢は手下に「ちょっと待っとけ」と命じる。その間に俺は玄関ドアについて思い出していた。ええと、このドアは外開きでよかったんだよな？　で、今鍵はかかっていない、と。

「おい」

　俺は振り返り、鵜沢を見た。

「靴くらい履かせろよ。裸足はだしのまま出たら、おかしいだろ」

　声はやや大きく、はっきりと発音した。表にいるはずの人に、聞こえているといいのだが。

　鵜沢はつかの間考えていたが、「さっさと履いてくださいよ」と面倒そうに返した。

「わかったよ。けど、俺の靴ちょっときつくて……よいしょ」

「わっ」

　俺が三和土たたきで屈かがんだものだから、溝呂木までバランスを崩してその場に屈むことになる。ちょうどふたりでしゃがみ込んでいる状態だ。俺たちのすぐ後ろに立つ手下どもが「早くしろ」と急かしたが、俺はわざとゆっくり靴を履いた。

　突然、扉が開く。

　身を低くしている俺たちの上で、人影が軽々と飛ひ翔しょうした。パンパンッと鋭いが軽い音がして、次に呻うめき声ごえがふたつ。そして俺たちを飛び越えた人物が着地する音が続く。

「な……なに？」

　驚いている溝呂木に笑いかけ、俺は「助かったな」とゆっくり立ち上がる。

　扉を閉めてから、部屋の中を見た。手下のふたりが狭い廊下に蹲うずくまり、ひとりは鼻からボタボタと血を流している。攻撃は鼻はな柱ばしらに命中したらしい。鵜沢は背中を壁にへばりつかせて顔色を変えていた。

「……伯田……」

　はい、と愛想良く伯田は会え釈しゃくをする。

「鵜沢さんでしたか。こりゃあ失礼しました。私はまた、芽吹さんに危機が迫っているものとばかり……」

　ジャッキー・チェン並みの手早さで悪人ふたりを片づけた伯田は「で、なにかありましたか？」と鵜沢の顔を覗き込む。

　小さな目の光はちっとも笑っておらず、独特の怖さが漂っている。これは分が悪いと判断したのだろう。鵜沢は「いや、なんでもない」と引ひき攣つった笑いを浮かべる。

「それならいいのですが……なにしろ芽吹さんはうちの若頭の大切なお人ですから」

　そういう余計な話はいいから――と窮きゅう地ちを救ってくれた相手に言えるはずもなく、俺は「ははは」と乾いた嗤わらいを漏らす。

　伯田はポケットから小さな鍵を出して、俺と溝呂木の手錠を外してくれた。やっと自由になった左腕をぐるんぐるん回す。ああ、自分の腕が好きに動かせるのって素晴らしい。

「先輩はとにかく、溝呂木はこっちに渡してもらいますよ」

　手下たちを靴先でつつき、立ち上がらせて鵜沢が言う。

　溝呂木が身体を固くして、俺と伯田を交互に見た。伯田は小首を傾げて俺を見る。それでいいのですか、と問いかけている顔だった。

「だめだ」

　俺は溝呂木の前に立って言う。

「溝呂木さんは俺の依頼人だ。連れていかれるのは困る」

「先輩、まだ気がついていないんですか？　あんたはこいつに嵌められたんですよ。依頼人のふりをして近づいたのも、俺が持ちかけた……」

「そんなこたぁわかってる！」

　怒鳴った俺に、鵜沢が一瞬驚いた顔を見せた。いかん、なんだか口調がヤクザめいてしまった。言い訳するつもりはないが、俺の周りってヤクザ多すぎなんだよ……。

「……もう、溝呂木さんが話してくれた。だからぜんぶ知ってる。俺と溝呂木さんは新しい契約を結んだんだ。だから引き続き、俺は溝呂木さんの交渉人だ」

「新しい契約だと？」

　鵜沢が怪け訝げんな顔で溝呂木を見た。

「そうだよな、溝呂木さん」

　振り返って俺は聞いた。溝呂木の目には、まだ戸惑いが浮かんでいる。

「俺はあんたを信じる。あの子を守りたいという気持ちを信じる。だからあんたも俺を信じてくれ。俺はあんたの交渉人として――全力を尽くす」

「芽吹さん……」

「おいおい、ちょっと待てよ。先輩。溝呂木は俺の……痛つ！」

　俺に向かって伸ばされた鵜沢の腕は、伯田によって遮られた。不自然な方向に曲がった手首をグッと掴んだまま、伯田は「いけません鵜沢さん」とやっぱり笑う。

「芽吹さんに手出しはさせませんよ。私が若頭に殺されます」

「だから……っ、俺は溝呂木が……！」

　痛みに顔を歪めて鵜沢が主張した。手下ふたりはおろおろするばかりだ。下手な手出しをすれば、伯田は鵜沢の手首を折りかねない。

「――信じる」

　語尾を掠かすれさせて、溝呂木が言った。

「俺……あんたを信じるよ。芽吹さん」

　ようし、それが待っていた言葉だ。

　俺は溝呂木に向かって微笑み、次に二歩前進して鵜沢の眼がん前ぜんに立つ。

　姿勢を正し、アロハシャツの裾すそをピンと伸ばし、髪を手ぐしで整え、常に胸ポケットに数枚入れている名刺を取り出した。伯田に目で合図をすると、鵜沢の手首が解放される。指の痕がくっきりついた手首を擦りながら、鵜沢は俺を睨みつけた。

「交渉人の、芽吹章あきらです」

　腹から響く声で、俺は言った。

「今後、溝呂木氏の代理として交渉の席につかせていただきますので、よろしくお願いいたします。そちらさまからの、溝呂木氏への直接のご連絡はご遠慮いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。また、そちらさまが法的に問題ある方法で溝呂木氏との接触を図ろうとなさった場合は、ただちに警察に連絡、また弁護士を手配し、然しかるべき処置を執とらせていただきます旨、念のために申し上げておきます」

　立て板に水で喋る俺を、鵜沢は苦い顔で、手下ふたりはぽかんとして眺めていた。







「――ふん。その啖たん呵かだって、ウチの伯田さんがいたからこそでしょうが」

　兵頭に痛いところを突かれ、俺は「それはそうだ」と素直に認める。俺と溝呂木のふたりだったら、有無を言わさず鵜沢たちに連れ去られていただろう。

「けどな、俺が鵜沢と再会しちまったり、なにかと揉めたのだって、もとはと言えばおまえの絡みだぞ。そもそもの原因はおまえだ」

「あんたのことは俺が守りますよ」

「俺はいいんだ。俺じゃなくて、こっち。こっちを頼みたい」

　顔のあちこちに絆ばん創そう膏こうを貼り、隣に腰掛けている溝呂木を指さして俺は言う。

　一方、俺の額には冷却シートが貼られていた。転んでぶつけたデコはまだちょっと痛む。

「なんで俺がこいつの世話しなきゃならないんです」

　向かいのソファで、偉そうに脚を組んで座り、煙草をくゆらせて兵頭は言った。

　見覚えのある舎弟のひとりが、コーヒーを運んでくる。俺にだけ、なぜかやたらと可愛らしいケーキがついてきた。兵頭のぶんがないのはさほど甘い物を好まないからで、溝呂木には端はなから出す気がないのだろう。

　陽もとっぷり暮れた時刻、俺たちは周防すおう興こう産さんの事務所にいた。

　カッコイイ啖呵を切った直後、俺と溝呂木は伯田と一緒にここまで避難してきたというわけである。

「たまには人助けをしてもいいだろ。俺が交渉のための準備を整えているあいだだけでいいんだ。溝呂木さんとマリサちゃんを保護してやってくれ」

「だから、なんでこいつなんですか。俺がこの男を大嫌いなのはもう知っているでしょうが」

　棘とげのある口調と剣呑な目つきで、兵頭は煙草を口から指に移す。

「それはそれ、これはこれってことにしないか？」

「するか。あんたどうかしてますよ。このろくでなしは、うちの女の子にまで手を出そうとしやがったんですよ？」

「その件は謝る。ホント謝る。心から。な、溝呂木さん？」

　溝呂木は不服げな顔で、それでも「……悪かったよ」と一応頭を下げた。

　心がこもっている声とは言い難く、当然兵頭は納得しない。フンと鼻を鳴らして横を向いた。

「あー、もう、だめだってそんなんじゃ……本当に、すまなかった。もう二度と、おまえんとこの女の子に手出しはさせないから。本当だから。このとおり！」

　俺は接客用のソファから下りて、床に膝と両手をつく。兵頭が目を見開き、それぞれのデスクで仕事をしていた五人の社員たち……もちろん全員兵頭の舎弟なわけだが、彼らも驚いてガタガタと立ち上がった。

「芽吹さん」

「芽吹さんっ」

「芽吹さん、なにを！」

「姐あねさんっ」

「芽吹さん、いけません！」

　……ひとり、へんなこと言ってる奴いなかったか？

　兵頭の後ろであわあわしている舎弟たちを無視し、俺は土下座した。がばりと勢いよく頭を下げ「頼む」と繰り返す。

　そのまま動かない俺の頭上で、舎弟たちが「てめえ」「てめえ」「この野郎」「芽吹さんがこんなに」「てめえ」と溝呂木を責める五重奏を奏でた。さすがに溝呂木もまずいと思ったのだろう。俺と同じように床に膝をついて「わ、悪かった」ともう一度言った。
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「……正直、俺は今でもあんたが嫌いだ。兄貴のことを思い出すと……どうしても納得がいかねえ。けど、だからって、あんたんとこの女の子に無茶な借金しょわせていいはずはない。それはわかってる。金が……逃げるための金が必要だったんだ。悪かったと思ってる」

　溝呂木の頭が、俺と同じ位置まで下がる。

　兵頭の返事を待って、俺たちは頭を下げ続けた。三十秒ほどそうしていただろうか。やがて兵頭がぼそりと「安やす」と呟く。俺は「え？」と顔を上げた。

「やっすい土下座だって言ってんですよ。先輩、あんた土下座するのなんて、屁へとも思っちゃいないでしょう？」

「……いや、そんなことは」

　ないと言うと嘘になる。頭を下げるのはタダだ。べつに痛くも痒かゆくもないので、俺はまったく平気なのだ。俺のプライドは土下座程度じゃ傷つかない。

「あんたとそいつの土下座くらいじゃ、俺を動かすことはできませんよ」

「ならどうすりゃいいんだ。金か？」

「金は足りてます」

「じゃ、なにが足りてないんだ」

　兵頭は咥え煙草のまま、自分でも考え込んだ。

「なんだろう……なんだかわからねえが、足りない。納得できないんです」

　すると舎弟のひとりが「愛じゃないスか」と言う。

　他の舎弟たちが感心したように「おお～、愛」と声を合わせた。なんなんだ、こいつら。新手のお笑い芸人か？　あまりのアホらしさに、俺はさっさと立ち上がり、膝を払って再びソファに腰掛けた。溝呂木もそれに倣ならう。

「そうか……愛か。そうかもしれん」

　兵頭までアホの舎弟につられている。俺はほとほと脱力してしまった。なんでヤクザの事務所で愛を希求されにゃならんのだ。始末が悪いのは、こいつらはべつにふざけていないという点である。アホだが真面目なのだ。まったくつきあっていられない。

「あのなあ兵頭。愛ってのは与えるもんだ。他者に要求するもんじゃない」

「屁理屈は結構です。あんたには愛とやらが足りねえ」

　懊おう悩のうする人のようにゆっくりと首を横に振り、兵頭が言う。

「なにを言う。俺ほどの博愛主義者はいない」

「博愛なんてクソはいらねえな。先輩――やらせてくれたら、そいつと女を保護しましょう」

「あはははは」

　俺は思わず笑ってしまった。笑い飛ばせば、兵頭の発言もジョークになるかなと思ったのだ。だが他に笑う者はいない。兵頭も溝呂木も舎弟たちも頬をピクリとも動かさない。

「…………やらせてって……いうのは……」

　恐る恐る聞いた。兵頭は真顔で「アナルセックス」と答える。

「ア、アナル、ですか……」

　声がひっくり返った。この単語は、人生でそう何度も口にするものではないと思う。肛門科のお医者さんは別として。

「そう。あんた、いっつも嫌がるでしょうが」

「だっておまえ、そりゃ」

「もう痛かねえですよ。あんだけ指入れてんだから」

「そ、そういうこと言わない！」

　なんて恥ずかしい奴だ。舎弟たちが真っ赤になって俯うつむいちゃったじゃないか！　溝呂木もどういう顔をすればいいのか困っているようで、そっぽを向いている。

「兵頭、頼むよ、冗談はやめてくれ」

「俺はいたって本気ですよ。もちろん無理強いはしません。いやならそいつをここに置いて、先輩はどうぞお帰りください」

　短くなった煙草を消して、兵頭は答えた。いよいよ進しん退たい窮きわまり、俺はケーキの上のイチゴを見つめながら考える。問題はそう複雑ではない。要は依頼人のために身体を張れるかということだ。べつに嫌いな野郎に強姦されるってわけではなく、相手は兵頭だ。

　腕力では兵頭のほうがずっと勝るのだから、強引にやってしまえたはずなのに――こいつはいつも、怖がる俺の気持ちを優先させた。ヤクザのくせに、ベッドの中ではうんざりするほど優しい。痛くないですかだの、どこが気持ちいいですかだの、やたらめったらこっちに気を遣って……ときどき、ちょっと俺が申し訳なくなるくらいに――

　俺は俯けていた顔をキッと上げた。

　兵頭も俺を見ていた。にやにや笑ったりはしておらず、新しい煙草を咥えて、まだ火はつけていなかった。

「わかった。おまえの言うとおりにする」

「……それが賢い選択ですね」

　兵頭は頷いた。

「じゃあ、こいつは置いてってもらいます。なに、殺しゃあしませんから。で、ケーキは持って帰りますか？」

「いや、そうじゃなくて」

「ケーキは今食べる？」

「食べるよ。ケーキは食べる。でも溝呂木さんは置いて帰らない。もうひとつの選択のほうだ」

　俺はケーキの皿とフォークを手に取った。兵頭は煙草を唇から指先に移し「なんだと？」と険しい目をする。溝呂木は驚いた顔でこっちを見ていた。

「あんた、俺にやられてもいいって言うんですか」

「いいよ」

　宣言したら、なんだか肝きもが据わってしまった。俺はぱくりとケーキを口に入れる。ショートケーキは好物だ。いろいろ食べても、最後はこれに行き着くんだよなあ。

「正気ですか？　溝呂木みたいな野郎のために、ケツを犠牲にするなんて」

「なんだよ。おまえが出した条件だろ。……このケーキ美味しいね」

　後半はケーキを出してくれた舎弟のひとりに向けた言葉だ。眉間に傷痕のある舎弟は「はっ」とかしこまって頭を下げてくれた。

「信じられねえ。あんたどこまでお人好しなんですか」

　火のつかなかった煙草を灰皿に投げて、兵頭が吐き捨てる。溝呂木は居心地の悪そうな顔で、俺を窺い見ていた。

「仕事熱心って言え」

「わかってんですか。ケツですよ」

「うるさいなあ。男はケツの穴のひとつやふたつでグダグダ言わないもんだ」

「ふたつあったら大変でしょうが。使い分けでもするんですか」

「どういう使い分けだよ！　俺のケツをどうしようと、俺の自由だろうが！　俺のケツで人ひとり……いや、ふたりか？　何人だろうと助けられるなら、安いもんだ！」

　生クリームのついたフォークを握りしめ、俺は熱弁をふるった。自分でも奇妙なことを言ってるような気がするが、勢いづいているので止まらない。めでたく俺とやれるというのに、兵頭が喜ばないのもちょっとばかり気に入らなかった。

　ぱち……ぱちぱちぱちぱち。

　やおらに聞こえてきた手を叩く音に、俺は顔を上げた。

　兵頭の後ろにずらりと並んでいる舎弟たちが、大真面目な顔をして拍手をしていた。分厚い手のひらを打ちつけ、どこか無骨な音を聞かせている。

「いやあ、男だ」

「男っスよ、芽吹さん」

「たいした覚悟だ、俺にはできねえ」

「さすがは若……常務のお眼鏡にかなうお人だ」

「器がでかい」

　口々に褒められて悪い気分ではないが、なぜ褒められているかを考えると微妙だ。一方の兵頭は相変わらず苦虫を噛み潰したような顔で俺と溝呂木を睨んでいる。

「――いいでしょう。先輩がそこまで言うなら、こいつとそのマリサとかいう女の面倒を見ましょう。……おい」

　呼びつけられて、溝呂木が兵頭を見る。

「女はどこにいるんだ」

「上野の……ビジネスホテルに」

「場所教えろ。……松まつ本もと」

「はい」

　兵頭は、ここでは一番年とし嵩かさの舎弟である松本に、溝呂木から詳しい話を聞くようにと命じた。

「わかりました。おい、あっちで聞くぞ」

　松本に促され溝呂木は立ち上がる。それを機に、ほかの舎弟たちもそれぞれのデスクに戻っていった。

　溝呂木は来客スペースから離れる前に一度立ち止まる。

「芽吹さん」

「うん？」

　目が合うと、俺に向かって深く頭を下げる。

「ありがとうございます。それと……すみません」

「なに。謝る必要ないって。カタがつくまで我慢しててな」

「わかりました。……あの、俺、本当に」

　頭を上げて、溝呂木が俺を見る。ブランドもののスーツはよれよれで、シャツの襟えりにも血が飛んでいた。

「うん？」

「本当に、あんたを信じたい」

　少し照れくさそうに言い、また頭を下げる。まともに言われて、俺までちょっと恥ずかしくなってしまった。頭を掻きながら「いやいやいや」とオヤジくさいリアクションをしてしまう。兵頭はそんな俺を見て、いまにも「ケッ」と言いそうな顔を見せる。溝呂木が行くと、先ほど投げ捨てた煙草を拾い、やっと火をつけて「で？」と聞く。

「永遠に匿かくまっとくわけにはいきませんよ。鵜沢はしつこい野郎だ。すぐに嗅かぎつけて、ウチにアヤつけてくる」

「ちゃんと話をつける」

「どうやって？」

「おまえ、俺の職業わかってる？　交渉するから交渉人なんだろうが」

　俺にかからない方向に煙を吐きながら、兵頭は「へえ」としらけた声を出す。

「鵜沢に犯されかかったくせに、まだ懲こりてないんですか？」

「そうだよ？　俺はあいつに貸しがある。傷害罪で訴えて、ついでに薬物の件も警察に話すって手もあったけど、そうしなかった」

「報復が怖かったからじゃないんですか？」

　これにはカチンときた。

　俺は決して強い男ではないし、やばいと思ったら尻しっ尾ぽを巻いて逃げる場合もある。面メン子ツだの、男の意地だの、その手の虚栄とは縁がない。土下座だって得意だ。痛いより、格好悪いほうがいいという意気地なしだ。だが、報復を恐れて動かなくなる男ではない。報復を恐れて立ち止まったら、その先に道はないのだ。

「暴力団の報復が怖くて、交渉人がやってられるか」

　兵頭を見据えて俺は言った。

「威勢のいいことで。鵜沢はその程度の貸しを重んずる男じゃありませんよ」

「そんなこたわかってる。ちゃんと別のカードも用意する」

「どんな？」

「おまえに話す必要はない」

　中指で眼鏡を押し上げ、兵頭は「そりゃ困った」と嘯うそぶく。

「話してくれないなら、あいつらは預かれませんねえ」

「汚いぞ、兵頭」

「だめなもんはだめです」

　兵頭はあくまで頑かたくなで、俺を困らせる。

「察してくれよ。俺にだって企業秘密ってもんがある」

「その企業秘密を抱えて、鵜沢組に乗り込むってんですか？」

「そうだ」

　あんたねえ、と兵頭が苛ついた様子で身を乗り出す。

「俺がそれを許すと思いますか？　俺はいまだに街で鵜沢を見かけるたびに、ケツにダイナマイト突っ込んでぶっ飛ばしてやりたくなるんですよ？」

「よく飛びそうだな」

「ふざけないでください」

「ふざけてない。……頼むって、兵頭。俺のやり方でやらせてくれ。あとからおまえは、俺をやれるんだからいいだろ」

「俺がやる前に、あんたが穴だらけにされたらどうするんです」

「人をレンコンみたいに言うなよ。大丈夫だって」

　俺たちは真剣に言い争っているのに、ときどきププッと噴き出す音が聞こえるのはどうしてだろう。もちろん兵頭が睨むとすぐにその音はやむのだが。

　俺たちの議論は延々と平行線のままだった。

　やっと見いだせたのは、俺は兵頭の同行のもとに鵜沢組に行くが、兵頭は交渉の内容に一切口を出さない――そういう妥協案だ。

「ただでさえ歓迎されないだろうに、おまえと一緒じゃもっと敷居が高くなる……」

「安心してください。親おや父じから伯お父じ貴きに繋ぎを取ってもらいます」

「……なんか俺、ヤクザの構成員みたいでヤだなあ……ホント、ヤクザとだけはできるだけ関わらないようにと思ってたのに……」

　溜息をつくと、兵頭は「今さらなにを」と呆れた声を出す。

「暴力団の事務所でケーキをぺろりと食っといて、そういうこと言いますかね」

「はは。ケーキはうまかった。……な、なに」

　兵頭がいきなり腰を浮かせた。長い腕が伸びてきて、テーブル越しに俺の唇に触れる。どうやら生クリームがついていたらしい。

　硬い指先が白いクリームを掬すくい、そのままぺろりと舐めとって「甘い」と文句を言った。その瞬間、俺の背中がぞくりと粟あわ立だったのは単なる悪寒なのか、はたまた別の理由なのかは、自分でも判別がつかなかった。
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「なに、そのオデコ」

　俺の顔を見るなり、智とも紀のりが言う。昨日に比べて腫はれは引いたものの、すごい色の痣あざになっていて見苦しいので、大きな絆ばん創そう膏こうを貼って隠しているのだ。

「大人にはいろいろあるんだよ、智紀クン」

「へえ。そりゃご苦労さま」

　まったく気持ちのこもっていない労ねぎらいだったが、いちいち取り合ってはいられない。俺はさっそく「で、どうだった？」と智紀の報告を聞くことにする。

「もうすっげー大変だった」

「頑固なお婆ばあちゃんだったのか？」

「その逆。ふだんひとりでさみしーらしくて、俺、昼に着いて昼飯食わされて、おやつ食わされて、夕飯も食わされた。カレーだったよ。もう永遠に帰れないんじゃないかと思ったぜ」

　カフェの一角で、智紀はげんなりと言う。口調はやれやれといった感じだが、顔はそう嫌そうでもないところを見ると、それなりに楽しかったのかもしれない。

「話は聞けたか？」

「いやってほどな。俺、今なら溝みぞ呂ろ木ぎ兄弟の伝記が書けるもん。女を食い物にするホストの不幸な少年時代、その兄の死の謎……！　みたいな」

　俺が智紀に頼んだのは、溝呂木功こう、並びに錬れんの過去についての調査だ。

　調査といっても、単に溝呂木の実家を訪ねて聞き取りをしてきてもらっただけである。まだ父方の祖母が健在なのは調査ずみだった。

　むろん「芽め吹ぶきネゴオフィスから調査に来ました」と言えるはずもない。そこで智紀には一芝居打ってもらった。夏休みを利用して、初めてのひとり旅をしている高校生。道に迷い、困り果てて民家の戸を叩く――という設定だ。都心の住宅地では通用しない手法だが、幸い、溝呂木の実家は千ち葉ばの房ぼう総そう半はん島とう、周囲は落らっ花か生せい畑ばたけばかりという長閑のどかなロケーションである。

「俺、マジでへばったもん。玄関先でハーハーしてたの演技じゃないぜ。クソ暑かったし」

　フラペチーノのストローを咥くわえ、恩着せがましく智紀は言う。事実、頭の回転の速いこの少年でなければ任せられない仕事ではあった。俺がきちんと智紀の目を見て「ありがとう。助かったよ」と礼を言うと、今度はなにやらもじもじして視線を逸らす。

「べつに……バイト料もらうんだし、いいけど」

「事務所に来ればよかったのに。キヨが楽しみにしてたんだぞ」

「……あいつ、キライ。でかすぎて目め障ざわりだよ」

　口を尖とがらせた智紀は、持っていた鞄かばんからなにやら薄いファイルを取り出す。

　突きつけられたので受け取り、開いてみれば、専門の調査会社並みに詳細な報告書だった。俺は目を瞠みはり「すごいな」と呟き、智紀は満足げに「完璧だろ」と返す。なるほど完璧だ。高校生の仕事とは思えない。

「ま、詳しくはそこにぜんぶ書いてあんだけど……溝呂木ブラザーズの家庭環境はよくなかったわけだ。父親は早くに病死。母親は男をとっかえひっかえ。でもまだ兄貴のほうはマシだったんだよ。小学校三年で、俺の会ってた婆ちゃんに引き取られたから。弟だった功は、母親が手放さなかったらしい」

　けど、ちゃんと面倒を見たわけでもないんだよな――と智紀は呟いた。祖母は「功もわたしらが引き取ってやるべきだった」とさめざめと泣いたという。所在が一定しなかった母親は、最終的には若い男とともに失しっ踪そうする。功が十七歳のときだ。

「女を信用しない男になる下地はあったってことなんじゃないの？　兄貴のほうは、学生時代にケンカ沙ざ汰たで補導されたりしたけど、根は優しい子だったって。婆ちゃんの欲目もあるかもしれないけどな。暴力団の構成員だったことは知らないみたいだったから、俺も言わなかった。盆暮れにはちゃんと帰ってきてたらしいよ。弟は悪さばかりしてたから顔を見せにくかったらしいけど、しっかり者の姉さん女房が一緒だったって。ええと……」

「アユミさん。内縁の妻だな」

「そうそう、その人。婆ちゃん、アユミさんとはよく話してたらしい。兄貴のほうが死んでからしばらく音信不通だったけど、このあいだの正月、初めて年賀状がきたって。孫の写真見てびっくりしたって、婆ちゃん言ってた」

　え、と俺は顔を上げた。

「孫？　誰の？」

「あ、間違った。ひ孫か」

「……アユミさんと、溝呂木錬の子供か？」

　そうだよ、と智紀は当然のように頷く。

「知らなかったの？　兄貴のほうが死んだとき、アユミさん妊娠してたんだ」

「初耳だ」

　アユミさんは溝呂木と籍を入れていなかったので、現在も旧姓の三み谷たにを名乗っている。子供は五歳になる男の子だという。

「その年賀状、写メしてきた」

　実に気が利きく高校生は、写りのいい画像を見せてくれた。

　子供を抱いた貫禄ある母親の写真と、差出人の住所欄がくっきり写っている。俺はその画像をそのまま自分の携帯に転送してもらった。

　自分に甥おいがいることを、溝呂木は知っているのだろうか？

　知りながら俺に黙っていた可能性もあるが……そうする必要性は感じられない。知っていたならば、自然と話に出ていたはずだ。

　溝呂木は兵ひょう頭どうを憎んでいた。兄は兵頭に殺されたのだと息巻いていた。ならば、「残されたアユミさんは妊娠していて、子供は父親を失ってしまった」――そう主張しそうなものなのに、なにも言っていなかった。

　おそらく溝呂木は甥おいっ子この存在を知らないのだ。

　なぜアユミさんが妊娠を黙っていたのかはわからない。彼女は事件のあと、まだ目立たないお腹なかを抱えてひとりひっそりと消えた。だが息子が成長した今、その喜びを誰かと分かち合いたくて、溝呂木の祖母に年賀状を送ったのではないだろうか。

　期待以上の情報を収集してきた智紀と別れ、俺は一度事務所に戻る。

「所長、宅配便が届いてますよ」

　さゆりさんが渡してくれたのは、首を長くして待っていた情報だ。発信元は適当な名称になっているが、送ってくれたのは七五三野しめのである。筆圧の強い癖字は昔と変わらない。

　書類を確認し、兵頭に電話をする。

　さあ準備は整った。あとは敵陣に乗り込むだけだ。約束を無視してひとりで行ってしまおうかとも思ったが、あとからなんやかやと文句を言われるに決まっている。

　ほどなく、迎えの車がきた。

　お気をつけて、というさゆりさんの声に見送られて、俺は事務所を出る。

「……へえ。今日はスーツですか」

　後部座席で兵頭が言った。

「暴力団のお偉いさん相手に、アロハシャツじゃ怒られるだろ」

「脱がすのが楽しみだ。さっさと用事をすませて、帰りましょう」

「さっさとすむことを、俺も祈るよ」

　前半部分は無視して答えた。

　今回の交渉相手は鵜う沢ざわ万ま里り雄おではない。その父親の鵜沢繁しげ久ひさ、つまりは組長だ。息子よりは話が通じるはず、と兵頭がセッティングしてくれたわけである。まあ、その点ではこのスケベ男も役に立った。

「親父は息子ほどアホじゃないが、そのぶん強したたかですよ。気をつけてください」

　伯はく田たの運転するカローラの中で兵頭が言う。

「わかった」

「引き際を間違えないように。ヤクザ相手に強気に出過ぎると、いくらカタギでも潰されます。ましてあんたはカタギと言えるかどうか微妙なとこだし」

「俺は百パーセントカタギだぞ」

「周囲はあまりそう思ってないんでね」

「……それってさあ、おもにおまえのせいだと思うんだけど。ねえ、伯田さん」

　伯田はフフフと笑うばかりで、具体的な返答はしない。兵頭はしれっとした顔で「気のせいです」などとほざいていた。

　三十分ほどで、鵜沢組の本拠地とも言えるビルに到着する。

　ご多分に漏れず、一見したところ普通の企業とテナントが入ったビルだ。ただし、監視カメラはやたらと多い。規模としては、兵頭のところよりさらに大きく、金もかかっている。

　車は路上駐車のままだ。

　俺は気がつかなかったのだが、後ろにもう一台、兵頭の舎弟をふたり乗せたセダンが続いていた。その中からひとりが降りて、伯田に代わって運転席に入る。ここで待機するのだろう。

　伯田が先頭に立ち、俺たち三人はエントランスを進んだ。

　案内に出てきたのは若い女性で「いらっしゃいませ」と丁寧に頭を下げる。きちんとした制服姿の美人だ。暴力団くささはまったく感じられない。

　エレベーターで最上階に向かった。

　最上階ボタンは、特別なキーを使わないと押せないようになっている。美女はエレベーターガールまでしてくれた。

「……おまえのとこより厳重なセキュリティだぞ」

　ぼそりと俺が言うと「たいして意味ないですよ」とあっさり返す。

「事務所だけ頑強にしてもね。外で襲われるほうが多いんですから。その点、うちの最強セキュリティは移動式モバイルだ」

「……そりゃそうだな」

　伯田を見て、納得してしまった俺だった。

「こちらでお待ちくださいませ」

　俺たちはほどよい広さの応接室に通された。また別の美女が現れ、ロイヤルコペンハーゲンに注がれたコーヒーを持ってきてくれる。いい香りだが、三人とも手をつけることはない。

　約束の時間を十分回ったが、鵜沢組長は現れない。

　俺は待たされるのには慣れっこだ。わざと遅れる交渉相手は珍しくない。一時間だって二時間だって待てる。食料とトイレの確保ができれば、数日だって粘れる。しかし待たされ慣れていない兵頭は苛つくのではないか……そう思っていたが、最高級のアットリーニを纏まとったヤクザは意外にもどっしりと構えていた。煙草に手をつけるでもなく、貧乏揺すりをするでもない。

「申し訳ない、会議が長引いてな――」

　ノックとほぼ同時に扉が開き、鵜沢組長が入ってくる。

　息子とよく似た顔立ちだ。垂れ気味の目は優しそうだが、唇は酷薄に薄い。品のいいスーツに身を包み、まるでどこぞのエグゼクティブである。

　俺たちは立ち上がり、それぞれに頭を下げた。

　鵜沢は兵頭にとっては伯父貴ぶんにあたるので、お辞儀の角度は深い。一方で俺はそれほど深く身体を折ることはしない。べつにこいつは俺の親分でもなんでもない、ただの交渉相手だ。

「初めまして、だな。鵜沢だ。芽吹先生のお噂はかねがね伺っている」

　フランクな口調で鵜沢は言う。

「先生はおやめください。私は弁護士ではありませんので」

「似たようなもんだろう？　さあ、かけてください。ああコーヒーが冷めてるな。新しいのを用意させよう」

　同行していた秘書らしき男に目配せをする。痩やせて目の鋭い男が頷き、コーヒーカップを下げていった。ボディーガードと思しきもうひとりは、壁際に立ったまま動かない。

「うちのドラ息子から、だいたいの話は聞いてるよ」

　新しいコーヒーが届けられると同時に、鵜沢は本題に入った。

「タイから来てる女の子をひとり、自由にしてやってほしい……その子を隠した男と一緒に。そういうお話だね、芽吹先生」

「先生ではありません」

　にっこり笑って、俺は繰り返す。

「ですが、お話ししたいのはまさしくその件です。マリサさんのパスポートを返していただきたい。そして今後、彼女と溝呂木功には関わらないでいただきたいのです」

「……芽吹先生には……失礼、芽吹さんには、息子がご迷惑をおかけしたようだからねえ。ぜひ協力したいところだが」

「はい。ぜひともご協力お願いします」

　いけしゃあしゃあと言った俺を見て、鵜沢は目尻の皺しわを深くし「ははは」と快活に笑う。もちろん目はこれっぽっちも笑っていない。この食えないオッサンは、あの狡こう猾かつな息子よりさらに上手のようだ。

「しかしねえ芽吹さん。私らの世界では女の子は財産だ。マリサは可愛いし、よく稼いでくれる。そう簡単にお引き渡しするわけにはいかないんだよ」

「ははは、面白いことを仰いますね」

　鵜沢の笑い方をわざと真似て、俺は破顔した。

「鵜沢さん。人間は財産にはなりません。よく『社員は我が社の財産だ』などという言い方をしますが、それはあくまで『社員としての労働力』のことであり、人間そのもののことではない。人間そのものを財産とする考え方ならば、奴ど隷れい制せいの時代に遡さかのぼらなくては」

「……私も『彼女たちの労働力』について言ってるわけだが」

「あれっ、ご存じありませんでしたか？　日本では売春は禁止されているんです。労働として認められません」

　鵜沢の笑みが曇り「売春？　なんの話かな？」と惚とぼけた。

「私たちが彼女にさせているのは、確かに性風俗の仕事だが、合法の範囲内だよ？　なあ、兵頭。そうだろう？」

　話をふられた兵頭はごく冷静に「自分は、伯父貴の仕事を詳しく存じませんので」と答える。あくまで傍観者の立場を取るらしい。

「ああ、そうか。組長さんはご存じないんですね。合法内のはずなのに、実際はそうなっていないんですよ。息子さん、お父さんのために稼ごうと張り切りすぎたんじゃないかなあ」

　我ながらそらぞらしい台詞せりふだ。鵜沢のボディガードがこめかみに青筋を浮かせているが、俺は言葉を止めなかった。

「なにしろ万ま里り雄おさん、怖いものなしですからねえ。キレたらおっかないし……。輪姦されかけた私が言うんだから間違いありません。あのときは痛かったなあ。……そうそう、万里雄さん、ビデオカメラまで用意してたんですよ。ひどいと思いませんか？　自分の身に置き換えて考えてみてくださいよ。さんざん殴られるわ、ケツは掘られかけるわ、あげくにレイプシーンを録画なんかされた日にゃ、お先真っ暗ですよ。兵頭が来てくれなかったら、どうなってたことか……いやあ、まあ、すんだことですけどね。今さら訴えるとか、考えてませんけどね。証拠は一応、いろいろと取ってあるけど、訴えたり裁判したり、面倒なのはよーく知ってるんで、私も」

　一気に捲まくし立たてたあとは、またにっこり笑う。さすがに鵜沢組長も頬のあたりを引き攣らせ「……その件に関しては、本当に申し訳ないことをした」と詫びる。

「いいだろう、芽吹さん。わかった。溝呂木の件は忘れよう。万里雄が躍起になって捜しているようだが、諦あきらめさせると約束するよ。ただし、マリサはだめだ。当初の約束の期間は働いてもらわないとな。他の女の子たちに示しがつかない。溝呂木の身を保証することで、息子があんたにしでかした愚行を水に流してもらうということで……」

「いやです」

　笑顔はキープのまま、俺は拒絶する。

　これには鵜沢だけでなく、兵頭も驚いた顔で横にいる俺を見た。

「そんな簡単に水に流されちゃ、困ります」

　眉をひそめたまま瞬まばたきをし、鵜沢はまじまじと俺を見る。

「……では溝呂木がどうなってもいいのか？」

「いやあ。溝呂木とマリサさんはぜひ助けていただきたいです」

「芽吹さん、それはちょっと都合が良すぎるんじゃないか。私はこれでも、かなり譲歩したつもりなんだがね。カタギさんを相手に、揉める気はないし――もっとも、あんたをカタギだと考えるのは間違ってるのかねえ」

　不穏な空気を演出しようというのだろう、鵜沢の声が次第に低くなる。

「やだなあ。私はどこまでもカタギですよ」

　この波に呑まれてはならないと、俺は能天気なほどの調子を崩さないで返した。
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「あのですね。私はべつに鵜沢さんに譲歩してもらいに来たわけじゃないんです。今日はここに、取引をしに来ました」

「取引だと？」

　訝いぶかしむ鵜沢の前に、俺は書類をぺらりと翳かざしてみせる。極秘の印がついているそれは、東京入国管理局の内部資料だ。鵜沢が瞠どう目もくし、なにか言いかけた瞬間、俺はそれをすぐに引っ込めた。

「おい、それはなんだ」

　聞いたのは鵜沢ではなく、兵頭だった。ついさっき宅配便で届いたこの資料については、兵頭にもまだ話していない。

「東京入管の、入管法違反外国人一斉摘発実施スケジュール。の、一部コピー」

　鵜沢の顔色が変わる。

　俺はダメ押しのように「都内の繁華街からこのリストにある店がやられます。実行予定日も記されてますけど、多少は前後するかも」とつけ加えた。

　つまり、このスケジュールで都内の風俗店に一斉捜査が入るのだ。

　就労ビザを持たない、あるいは期限の切れた外国人はすべて摘発され、強制送還となる。違法を知って働かせていた側も、もちろん罪に問われる。

「そちらさんも、それなりのルートで情報を仕入れてるでしょうが……これはまだなんじゃないかな。なかなか手に入らない、レア情ネ報タです」

「……なぜきみがそんなものを入手できる？」

「なぜあんたがそんなものを持っている」

　鵜沢と兵頭に同時に聞かれ、俺は苦笑を漏らす。なかなかいいシンクロ具合だ。

「私の前職、それから前々職をお忘れですか？　どこに伝つ手てがあってもおかしくない経歴だと自負しているんですがね」

　兵頭は無視して、鵜沢に向かって言う。鵜沢の目は俺ではなく、俺の手にある書類をじっと睨みつけていた。鵜沢組の管理する風俗店は相当な数だ。女の子に優しくないぶん、えげつない利益も上げている。入管に踏み込まれるのは痛いに違いない。

「各国の子たちがガバッと強制送還されてしまうリスクに比べたら、タイから来たひとりいなくなるくらい、たいした痛手じゃないと思いますけど」

「おい。それ、こっちに売らないか」

「兵頭、うるさいぞ。これは鵜沢さんのために苦労して入手したんだ」

　鵜沢はまだ黙っていた。

　だがもう答えは出ている。薄笑いの消えた表情を見ていればそれはわかった。あとは、鵜沢がこのコピーを受け取りやすいように、頭を下げてやればいい。間違っても「欲しいんだろ」などと上からものを言ってはならない。ヤクザのプライドはガラス細工なのだ。

「どうか、受け取ってください。――お願いします、このとおりです」

　革張りのソファから立ち上がり、俺は初めて深々と頭を下げた。

　鵜沢が慌てたように立ち上がり、「頭を上げてくれ」と言った瞬間、俺の口元が微かに笑ったのは――兵頭にしか、見えていなかったはずだ。







「あんたも油断のならない男だな。……あんなモン入手できるんなら、早く俺に言ってくれりゃあいいのに」

　カローラの中で憮然とする兵頭に「なんでおまえに言うんだよ」と返す。咥え煙草が煙くて顔を背けると、窓を開ける音がした。

　白い煙は暮れていく夏の風に攫さらわれていく。入り込んでくる外気はまだ暑いが、今の俺には心地よい。鵜沢組長はコピーを受け取り、溝呂木とマリサに関して、すべて手を引かせることを約束してくれた。これでやっと、胸のつかえが取れた。

「先輩はヤクザが嫌いなんじゃなかったんですかね」

「嫌いだ」

「なのに、ヤクザに喜ばれてどうすんですか。言ってることとやってることが違う」

「違わないさ。……なんか、道、混んでるね」

　運転席の伯田に言うと「花火大会ですなあ」と答える。なるほど、歩道には浴衣ゆかた姿すがたの人々が目についた。一部道路が通行規制されているのだろう。

「浴衣姿の女の子っていいよなあ……あのうなじがまた……」

「鼻の下を何メートル伸ばす気ですか。みっともねえ」

「なにプリプリ怒ってんだよ。……あの資料なら、たいして役に立たないって」

　兵頭が眉を寄せて「なんだと？」と俺を見た。

「あんた、ガセネタなんか流したら、あとであいつらになにされるか……」

「違う違う。俺だってそんくらいわかってる。あの資料はちゃんと本物なんだよ。東京入管はあれに基づいて一斉摘発をする……ただし、小規模にな」

　兵頭はしばし黙した。やがて煙草をねじ消し、シートに身を委ゆだねて「トラップ、か」と呟く。

　そう、あれは一種の罠わなだ。

　小規模な一斉摘発をした直後、不法入国者を働かせている連中は油断する。これでしばらくは摘発はないだろうと踏んで、隠していた女の子たちを元に戻す。落ちていた売上も上げなければならないと、躍起になって客を取らせる。

　あのコピーは意識的に漏らされた情報なのだ。

　嘘ではないし、偽造でもない。従って俺にはなんの罪もない。鵜沢組によかれと思ってしたこと、トラップだなんて知りませんでした――という言い訳が成立する。

「本当にでかい摘発は、もう少しあとに警視庁と入管が合同で行うらしい。詳しい資料はさすがに手に入らなかったけど、せいぜい気をつけておくんだな」

「ウチの子たちは、ちゃんと就労ビザを取らせてる」

「なら安泰だ。……うーん、渋滞だなあ……」

「それにしたって、あんたはますます鵜沢組から目をつけられますよ」

「今さらだろ」

　俺は上着を脱いで、フゥと首を回し外を眺めた。

　昨今は若い男も浴衣や甚じん兵べ衛えを着るようになったらしい。ふいに兵頭も似合うだろうかなどと考えてしまい、慌てて脳に思考停止を命じる。だが俺のシナプスは素早く、渋い浴衣姿の兵頭をイメージとして浮かび上がらせた。

　藍あい染ぞめの着物、貝の口にした角かく帯おびに、団扇うちわまで挟まった具体的な画像だった。

「先輩に浴衣を着せてえな……」

　聞こえてきた呟きに驚く。ふたりで似たようなことを考えていたのかと思うと、なんだかやたらと恥ずかしい。

「帯を、こう、くるくるさせて脱がすやつ。やっぱりあれは、男の夢でしょう」

「アホか。それは着せたいんじゃなくて、脱がせたいだけだろうが」

　俺は窓を見たままで呆れ声を出した。

「そうですよ？　着てなきゃ脱げないでしょうが」

「……想像するのは自由だ。俺に浴衣でもメイド服でもナース服でも好きなモン着せろ」

「女装させる趣味はありませんが……いや、セーラー服あたりなら似合うような……」

　似合うかよアホ、と心の中で罵倒する。

　ああ、俺って可哀相だなあ。こんなアホでスケベなヤクザに二度めの貞てい操そうを奪われてしまうのか。二度めの貞操って言葉として間違っている気もするが、まあ細かいことは気にしない。

　とにかく、約束は約束だ。

　このまま兵頭は俺をお持ち帰りし、美味しくいただいちゃうわけだ。……美味しくって、自分で言うことじゃないか。美味しいかどうかは食べてみなくちゃわからないしな。しかしマズイと言われるのは腹が立つような気がする。なんでもいいけど、切れないかな……デリケートな場所だけに、切れたら痛いよな……。覚悟は決まっているのだが、それだけが心配だ。かといって自分で練習しておくわけにもいかず、だいたいどう練習すればいいのかもわからない。

　まったくいい歳としをした男が、なんでこんなことを悩まなきゃならんのだと頭を抱えたくなったとき、兵頭の携帯電話が愛想のない着信音を立てた。

「なんだ」

　マナーとして、その出方はどうよと思った俺だが、兵頭の顔つきが変化したのを見て緊急事態を察する。

「――すぐに行く。いいか、絶対に手出しはさせるな。伯父貴と話はついてるんだ」

　電話を切り、兵頭は「まずいぞ」と顔をしかめる。

「おい、どうしたんだ。いったいなにが……」

「伯田さん、溝呂木のところだ。入れ違いで鵜沢んとこのチンピラが捜し当てやがった」

　俺は絶句し、改めて窓の外を見る。いくら伯田でも、この渋滞じゃ急ぎようがない。

「兵頭、鵜沢に連絡して、手下どもを止めるように言ってくれ」

「あいつは俺の電話になんか出ませんよ。俺もあいつのには出ない」

「じゃあどうするんだよ！」

「落ち着け。今、伯父貴にかける」

　とても落ち着いてなんかいられなかった。兵頭が電話をしているあいだ、俺は身を乗り出して伯田に「溝呂木さんとマリサちゃんは、今どこにいるんです？」と問い詰めた。場所は菊きく川かわ、周防すおう組ぐみの若い衆が何人か入っているアパートの一室だと教えてくれる。

「住所は！」

「二丁目交差点から一本南に入った『協きょう和わアパート』です。誰かしら見張りがついていたはずなんですが……どうやらやられちまったらしい」

　車はちっとも動かなかった。

　さっきまで微笑ましい気分で見ていた花火客たちが邪魔くさくて仕方ない。

「くそ……っ、待ってられない！」

「芽吹さん！」

　伯田が驚きの声とともに振り返った。俺がいきなり後部ドアを開けたからだ。携帯電話を片手に、兵頭も「おい！」と怒鳴る。それを無視して、俺はカローラから降りる。

　降りて、走る。立ち往生している車の挟はざ間まをすり抜け、交差点へ向かった。

　目標は、赤信号で止まっている自転車だった。

「ねえ、ちょっと！」

　ごく普通のママチャリで花火大会へ向かおうとしている若者の肩をグッと掴んだ。十六、七くらいに見える少年は「な、なんだよっ」とあからさまに怪しむ顔を見せる。

「人の命に関わる緊急事態なんだ。自転車を貸してほしい」

「なに言って……」

「これ、保証金。二時間後にここで返すから！　絶対に！」

　握らせた万札の数は五枚。新しい自転車が買えてしまう額だ。金を受け取りながらも戸惑う少年を押しのけるようにして、俺は自転車に跨またがった。

「あ、おい！」

「絶対に返すから！」

　ペダルに体重をグンとかける。

　あまり手入れの行き届いていないママチャリが軋み、タイヤがまだ熱を残しているアスファルトを噛む。俺は葛か西さい橋ばし通どおりを猛然と走り、菊川を目指した。車道の隙間を縫って進み、何度かクラクションを鳴らされる。だが構っていられない。時間がないのだ。

　汗が額を流れ、こめかみあたりで風で飛ばされる。

　運動不足がたたって、筋肉に乳酸がどっと湧いた。すでにふくらはぎはパンパンだ。西に向かって走っているので、落ちかけた太陽が眩しい。目玉が茜あかね色いろに焼きつきそうだ。

　俺は走り続けた。ブレーキなどほとんどかけない。ネクタイが首の後ろで飛んでいる。

　踏み込んで、踏み込んで、前に進む。

　足が痛い。息が苦しい。でもまだ踏み込む。

　冗談じゃない。ここまできて、溝呂木さんとマリサちゃんを連中に渡すわけにいくか。俺の依頼人だ。俺を信じると言ってくれた相手だ。

　心臓が破裂する寸前、ようやく目的の協和アパートを見つける。

　部屋番号を聞いていないのを思い出したが、外階段から見える二階に、いかにもチンピラくさい男が立っているのを見つけた。あそこに間違いない。

　俺は自転車を放りだし、フルマラソンを終えた選手のようにゼーハー言いながら階段を上る。あんまり苦しくて、タイをぐいと押し下げてシャツのボタンを外した。よろけながら近づく俺を見み咎とがめたチンピラが「なんだコラ」と威い嚇かくした。

「……しょ……ん、だ」

「ああ？　……うわっ、てめえ……っ！」

　俺はまるで倒れるようにチンピラに突っ込み、その胸ぐらを掴んだ。実際は倒れないように縋すがっているのに近かったが、勢いと迫力はそれなりにあったと思う。

「交渉人の、芽吹だッ、ここを開けろ！」

　汗まみれの顔を近づけて、俺は怒鳴った。若いチンピラは俺にびびったのか、あるいは弁護士かなにかと勘違いしたのか、ドアの前からずりずりと退ひいた。

　次の瞬間、唐突に扉が開く。

「おい、ヨウジ、鵜沢さんはまだ……な、なんだっ」

　身体を斜めにして扉の隙間にこじ入れ、俺は部屋の中に入った。靴を脱ぐのは省略だ。ヤクザみたいでいやだったが、緊急事態である。

　ワンルームなので部屋の様子はすぐに把握できた。

　最さい奥おうの壁にぐにゃりと寄りかかって座っている溝呂木、そして彼に寄り添い目を赤くしながらも気丈な顔つきのマリサ――室内の男は、三人。

「なんだおまえは。勝手に入ってくんじゃねえよ」

　赤いシャツの男が俺を睨みつける。

「俺は交渉人だ」

「め……ぶき、さん……？」

　溝呂木が腫れあがった顔を上げた。動こうとしたのだが、すぐ赤シャツに肩を蹴られ、蹲うずくまる。白いシャツのあちこちについた、やつらの靴痕が痛々しい。

　マリサは崩れた溝呂木の上体を抱え、潤んだ瞳で顔を上げた。ぷっくりとした唇の端に血が滲にじみ、なにかを訴えるように俺を凝視する。

「はあ？　なんだって？　周防組のモンか？」

「ヤクザじゃない。溝呂木さんに依頼された交渉人の芽吹だ。いいか、もう鵜沢組長との話はついているんだ。すぐに彼を解放しろ」

「なに言ってんのこいつ。意味不明だし」

　金髪頭がマリサの横に立って、キシシと嗤わらう。残るひとりは図体がでかく、まるでプロレスラーのようだった。無言のまま、俺の周囲をゆっくり一周して威圧する。

「もう一度言う。俺は鵜沢繁久氏と会談し、そこにいるふたりの身柄を自由にすると約束してもらった。マリサちゃんのパスポートも返してもらうことになっている。嘘だと思ったら、組長に電話して聞いてみろ」

　三人の男は顔を見合わせ、一拍置いて笑いだす。

「こいつ、どうかしてんじゃねえの？」

「俺たちが組長に直接電話できるわけねえだろうが」

「あー、待てよ、名前聞いたことあるな。メブキ……万里雄さんがなにか言ってなかったか？」

　赤シャツの疑問に、金髪が「あー」と阿あ呆ほのように語尾を伸ばして頷いた。

「万里雄さんのお気に入りだろ。食いかけで逃げられたって奴」

「可愛いケツしてたって、話してたな」

「……ちょうどいい。手土産ができたじゃねえか」

　ニタニタと嗤う三人を前に、俺は後ずさりたい気分を抑え込む。怖がっている素振りを見せたら終わりだ。こういう連中は、弱い相手にはとことん強い。

「おまえら耳がないのか？」

　男にしては高いとよく言われる声を、意識的に低めて俺は言う。

「でなきゃ脳みそがないのか？　もう一度だけ言うからよく聞け。おまえたちはもう、このふたりに手出しはできない。俺はそれだけの価値がある見返りを、おまえらのトップに渡したんだ」

「へえ、そうかよ」

　赤シャツが鼻でった。

「けど、そんな話は俺たちの耳にゃ届いてねえなあ。そっちの言い分だけ聞いて、ハイハイ納得して帰るわけねえだろ？」

「だから確認しろと言ってるだろ」

　ゆっくりと歩き始めた金髪を目で追い、俺は辛抱強く繰り返す。

　バカ相手だと、何度も同じ説明をしなきゃならないのが困る。赤シャツは「確認、ねえ」と惚とぼけた声を出した。

「確認したくねえ、って言ったら？」

「……なんだと？」

「俺たちは万里雄さんの命令で動く兵隊なんだよ。そりゃ組長は組織のトップだ。けど、万里雄さんとはよく意見が食い違うんだよなァ……俺たちはまだなんにも聞いていないんだから、このまま万里雄さんの命令を遂行して、ついでにあんたを――」

　背後で空気が動く。

　俺は咄とっ嗟さに振り返り、目を剥いた。

　金髪が部屋の隅にあったスツールを振りかざしている。そんなもの食らったらひとたまりもない。機敏とは言い難い動きで、それでも俺は必死にかわす。金髪はウヒャヒャと甲高く嗤い、ぶんぶんとスツールを振り回して俺を追う。

「ほーら、逃げろ逃げろ！」

　十畳はないだろうワンルームである。逃げ場などたかが知れていた。すぐに俺の背中は壁に当たり、追い詰められる。

「……ひっ……！」

　ガゴッ、と頭上で音がした。

　スツールが殴ったのは俺ではなく、壁だ。もちろん金髪はわざと狙いを外したのである。

「なんだよ、だらしねえ交渉屋だなあ」

「お……俺に危害を加えたら、法的手段に訴えるぞ」

「そうかい。じゃ、訴えな。こないだは執行猶予がついたけど、今度は実刑になっちまうのかなあ？　兄貴、面会に来てくれるかあ？」

　ふざける金髪に、レスラー男が「俺も一緒に入ってなきゃな」と答えた。

　金髪はスツールを置き、俺の襟首を締め上げる。コツを心得た締め上げに、俺はすぐに口を開けて酸素を求める羽目になった。

「ぐ……」

　こうなるともうお手上げだ。喋ることすらできない。

「あんまり痛めつけないようにしないとなあ。万里雄さんへの土産……うおっ……！」

　急に金髪の手が離れ、俺の喉が解放される。

「なっ、なんだこのやろ……っ！」

「め、芽吹さん、逃げてくれ！」

「溝呂木、てめえ、――うわっ！」

　溝呂木が金髪の背中に飛びついていた。

　その溝呂木を剥がそうとした赤シャツの脚に、マリサが必死の形相で縋りついている。

　引き剥がそうと伸びてきた赤シャツの手にマリサがガブリと噛みつき「痛いてぇ！　このクソアマ！」と叫びが上がった。

「芽吹さんっ、早く！」

「逃がすかよ！」

　俺に襲いかかってきたのは、レスラー男だ。

　俺は自分を守るためにスツールを掴んで、闇やみ雲くもに振り回す。なんだかもう、ぐちゃぐちゃだ。溝呂木は逃げろと言うが、ここで逃げたらなにをしに来たのかわからない。俺は交渉人で、溝呂木は依頼人だ、交渉人が依頼人に守られてどうするのだ。

「あ、兄貴？　いったいどうなって……」

　騒ぎに気づいた外のひとりが入ってきて驚き、まずはマリサを引き剥がした。マリサはすぐに立ち上がり、閉め切っていた腰こし高だか窓まどを開け放つ。外はすでに暗くなっており、むっと湿った空気が入り込んでくる。

「誰か、誰か助け……っ、ん、んんーッ！」

　助けを求めようとする声は、口を塞がれて遮られる。平手で殴られ、マリサが倒れた。

「マリサちゃん！」

　そっちに気を取られた隙に、俺はスツールをレスラー男に取り上げられて武器を失う。溝呂木は金髪に肘鉄を決められて床に沈んだ。

　ケンカのプロとも言えるヤクザ四人に、ホストと女と交渉人である。敵うはずがなかった。

　レスラー男が、俺の首を折るつもりかというほどに掴んだ。太い指が食い込む痛さと苦しさに、声も出ない。

　心の中で、叫ぶ。早く来てくれと、兵頭を呼ぶ。

「てめえら、いいかげんにしないと半殺しにして……がッ……」

　グローブみたいな手がずるりと外れ、男の膝が床についた。やっと追いついてくれた伯田と兵頭の姿を見たときは、こっちまで膝が崩れそうになったほどだ。

「……げほっ……遅いよ、おまえ」

　兵頭に文句を言うと「待っててくれたんですか？」と意地の悪い返事をよこす。そりゃ仕方ないじゃないか。俺ひとりで溝呂木とマリサを助けられるわけがない。

「ひ……兵頭」

　赤シャツの顔色が変わる。兵頭は四人のチンピラをぐるりと眺め「おまえらの組長オヤジとは話がついてる。さっさと撤収しろ」と俺と同じことを言った。それでも四人は動かない。

「……うるせえ。万里雄さんから直接言われねえ限り、知ったこっちゃねえ」

「そうか。怪け我がをしたいんだな。ちゃんと国民健康保険料は払ってるだろうな？　伯田さんとやりあうなら、高額医療制度についても知っといたほうがいいぞ」

「バカにすんじゃねえぞ兵頭！」

　赤シャツがとうとうキレた。

　殴りかかってきた男を、兵頭は間かん一いっ髪ぱつでかわし、振り向きざまに背中を強烈に蹴った。金髪とレスラー男は、伯田の担当だ。部屋の中はもはや闘技場と化している。

「み、溝呂木さん、今のうちに……っ」

　俺は溝呂木とマリサちゃんを連れ出そうとした。だが残ったひとりが「そうはさせねえっ」と阻止しようとする。俺は奴を羽は交がい締じめにして押し止め「早く行け！」と溝呂木を急かす。

「芽吹さんっ」

「いいから、早く！　マリサちゃんと俺の事務所に！」

　ふたりは何度か振り返りながら、外階段を下りていく。角を曲がって姿を消したのを認め、一瞬力が抜けてしまった。

「この野郎！」

「う、わ……っ！」

　男が俺の羽交い締めから抜け出し、今度は俺が突き飛ばされる番だった。再び部屋の中に戻されると、兵頭に「なにしてんだっ！」と怒鳴られた。

「さっさと逃げろ！　あんたがいても、邪魔なだけだ！」

「そんなことわかってるよ！　溝呂木さんたちを逃がすだけで、手一杯だったの！　ひゃっ！」

　腹を狙ってきた蹴りをぎりぎりでかわす。

　すでに金髪は床に倒れ、兵頭と向かい合っている赤シャツもかなりグロッキーな様子だった。伯田と睨みあうレスラー男も、息が上がっている。

「ヨウジ、その交渉屋を捕まえろ」

　赤シャツが言い、血の塊かたまりを口から吐き出す。

「そいつは兵頭のオンナだ」

　そいつを押さえりゃ、兵頭は手出しができない――赤シャツの目はそう言っていた。

　ヨウジとかいう若造が、俺を見据えた。小さい目が不気味に輝く。なんとしても俺を捕らえ、兄貴たちの役に立とうと躍起になっているのがわかる。脳内ではアドレナリンが一斉に分泌されていることだろう。

　赤い布きれを顔の前で翻ひるがえされた闘牛のように、俺に向かって突っ込んでくる。押し倒されたらもう終わりだ。体格は俺より小柄だが、重さで負ける。俺は起き上がれないだろう。

　これはもうダメかも――そう思った瞬間から、どれだけ踏ん張れるか。

　それで人間の強さは決まると思う。諦めかけて、でも諦めない。崖っぷちに立ち、爪先がもう大地を踏んでいないとしても、まだ堪こらえる。

　それが俺の信条だ。

　見る。現状を見て、探す。突破口があるはずだ。ないと思っても、どこかに必ずあるはずだ。たとえそれが無茶なやり方であっても、なにもしないよりはいい。

　ドン、と音がした。

　どこか離れた場所から、大きく響いた。花火だ。花火大会が始まったのだ。高いビルに遮られて光は見えないが、音ははっきりと聞こえる。さっきマリサが窓を開け放ったからだ。

　窓の様子はちらりと見ていた。低い手すりがあって、枯れかけた花のプランターが置かれていた。隣の部屋の窓が近ければ――逃げられるかもしれない。

　熟考している時間はなかった。ヨウジが恐ろしい形相で俺に向かってくる。

　俺は窓枠を掴み、身を乗り出す。隣の窓まで一．五メートルほどだろうか。雨あま樋どいを手がかりにすれば、跳べない距離ではない。

「先輩!?」

　兵頭の声が聞こえた。

　窓の手すりに脚をかけようとしたとき、ヨウジに追いつかれる。

「放せ！」

「に、逃がすかっ」

　揉み合いになり、俺は姿勢を崩す。ヨウジが俺の上にいた。俺の上半身はすでに窓からはみだしていた。片手で手すりを握り、もう片手はヨウジの襟首を掴んでいる。めちゃくちゃ不安定な状態だ。このままでは危ない。

　ガクン、といきなり身体が下がった。

　男ふたり分の体重に耐えかね、錆さびのきている手すりの一部が壁から外れたのだ。

「う、お……っ」

　声を上げたのはヨウジだ。俺を確保するために両手を使っているため、崩れたバランスを持ち直すことができない。

　ガクガクッ、とさらに手すりが斜めに下がった。

　ヨウジの身体の傾斜が大きくなり、とうとう限界を超える。ヒッ、落ち……という短い悲鳴が聞こえ――俺の上からヨウジが消えた。

　ドサッという音がすぐに聞こえる。

　下を見て安否を確認すべきなのだろうが、俺自身も落ちかかっているのでそれどころではない。背中はこれ以上なく反り返り、下がった頭に血が上る。両手はしっかりと手すりを掴んではいるが、その手すり自体がもうやばそうなのだ。めりっ、とモルタルにヒビが入る。

　ドン、ドドンッ――花火の音がした。

　いやでも夏の夜空が目に入る。ビルの隙間から、光の花が欠片かけらほど見える。打ち上げる音に重なって、また手すりがガクンと下がった。もう、手すりを握っているのが難しい。

　今度こそ俺は諦めた。

　首の骨を折らない落ち方を、誰かに教わっておけばよかったと思う。

「――んげっ！」

　しかし、俺は落下しなかった。代わりに蛙かえるのような声が、喉から迸ほとばしる。

　がっしりと身体を抱えられ、腹部を圧迫されてそんな声が出てしまったのだ。

「しっかり、掴まってろ……っ」

　落ちる寸前だった俺を抱き締めているのは兵頭だった。夢中でその身体にしがみつく。

　なにか小さなものが落ちていく。兵頭の眼鏡だろう。割れる音はしない。

　反り返った身体がもとに戻っていき、俺は兵頭の顔を見た。額に汗を浮かせた兵頭は、真剣というよりも、怒ったような顔をしていた。

　どすん、とふたりで床に尻をつく。

　へなへなと全身の力が抜け、俺は口を開けて喘いだ。助かった……落ちなかったのだ。

　兵頭の腰を支えていた伯田が「やれやれ、焦りましたよ」と苦笑いを零していた。俺はまだ心臓がばくばくしていて、言葉など出ない。血が下がりきらず、チカチカした視界で部屋を見ると、チンピラは全滅して雑ぞう巾きんみたいに転がっていた。

　よろよろと立ち、俺は窓の外を見る。

「おい。まだ動くな」

　やはり息を切らしている兵頭に言われたが、ヨウジのことが気になっていた。下は柔らかな土の裏庭になっていて、ヨウジがへたり込んだまま腰をさすっているのが見えて心底安堵する。

　死んでない。

　そりゃそうだ。二階から落ちた場合、死なない確率のほうが高いはずだ。落下角度が悪かったか、下になにか障害物でもない限りは、そうそう死んだりしないのだ。

「おい」

　もう一度兵頭に呼ばれた。

　髪は乱れ、眼鏡のない顔には疲労が滲んでいた。

　俺に伸ばされる手が、ほんの少し震えている。

　もしかしたら気のせいだったのかもしれない。それでも俺は顔をしかめる。なんだか、泣きそうになって困ってしまった。

「……くそ、ほら、こっち来い」

　腕を掴まれ、引き寄せられる。

　俺は逆らわず、兵頭の胸の中に収まった。もうへとへとで、抵抗する力なんか残っていない。頭をコテンとその胸につけ、脱力した。乱闘のせいで、高いスーツがよれよれだ。

「こいつらを片づけないといけませんなあ。ちょっと応援を要請してきます」

　伯田が立ち上がり、そう言って部屋の外に出た。

　兵頭は左手を床につけて身体を支え、右手で俺を抱いている。その力はちっとも緩まない。俺は兵頭の胸に額をつけたまま「悪かった」と言った。

　心配させて悪かった。

　落ちそうな俺を抱き締めるおまえの顔は怖くて、落ちなかった俺を見たおまえの顔はせつなかった。あんな顔をさせて悪かった。心の傷を抉えぐるようなことをしちまって――悪かった。

　兵頭は黙り込み、俺ももう喋らない。

　湿し気けった重い空気の中、暑いのに離れようともしない。ドォン、バババ……と、花火の音がする。光はほとんど入らないのに、白い煙が夜空に流れるのはよく見える。

「おどかすな」

　掠れ声が聞こえた。

　それは命令のような、懇願だった。俺はそのまま動かずに「ウン」と返事をする。兵頭は左手も俺の身体に回し「おどかすんじゃねえよ、ちくしょう」ともう一度言った。
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「人がせっかく情報を回してやったのに、どうしてそんな有り様になっているんだ」

「どうしてって言われても……それ、返してくれよ」

　薄い麻素材のスカーフを手にして、敏腕弁護士が俺を凝視している。スカーフは俺のだ。オシャレをしているわけではなく、レスラー男に絞められてついた痕を隠すためである。まだ暑いのでハイネックを着るわけにもいかない。

「額には痣あざ、首にはくっきり指の痕……。これで心配するなと言うほうがどうかしてるぞ」

　怖い顔をしているのは七五三野しめの登と喜き男お。今回、入管の書類を入手してくれた俺の友人である。

「今回は特別。ヤクザ相手なんだから、多少の荒事は仕方ないだろ」

　返してくれたスカーフを巻きつけ、俺は言い訳をする。男がスカーフだのネッカチーフだのを巻きつけているのは好きじゃないのに、よもや自分がそんな格好をするとは思ってもいなかった。鏡を見ると、格好だけの売れない俳優みたいで情けない。

　七五三野がこれみよがしに溜息をつく。どこの銀行の頭取だというほどに堅苦しくスーツを纏まとった弁護士は、姿勢良くソファに腰掛けていた。胸では金のひまわりがくすんだ輝きを放つ。

　さゆりさんがお茶を出すと「ありがとうございます。どうぞお構いなく」と丁寧に頭を下げた。お茶請けの菓子はとっておきの葛くずまんじゅうだった。

　予想してはいたが、さゆりさんはひと目で七五三野を気に入ったらしい。そりゃそうだよな。ちょっとばかり冷たさはあるものの、七五三野は整った顔立ちのハンサムだ。髪はきっちりオールバックにセットし、ピカピカに磨いた靴は眩しいほどで、出で立ちは完璧と言っていい。その隙のなさは、ある意味兵ひょう頭どうに通じるところもあるが、方向性は逆だ。兵頭はイタリア製で光沢のあるスーツをよく着ているが、この男はかっちりとしたブリティッシュ・スタイル。そして俺は、今日も安い吊つるしの背広だったりする。

　あれから……俺が窓から落ちかけてから、五日が経っていた。

「で、依頼人たちはどうなったんだ」

「うん。昨日、ふたりでタイに向かったよ」

　マリサは就労ビザを持っていたが、すでに期限がぎりぎりだったのだ。このままでは不法滞在になってしまうので、取り急ぎの帰国が必要だった。溝みぞ呂ろ木ぎも同行し、マリサの家族に挨あい拶さつをしてくるそうだ。

　――本当に、ありがとうございました。

　出発の前日、溝呂木とマリサが事務所に来た。清算と挨拶のためだ。

　これからいろいろと金がかかるだろうに、依頼料と経費の他に見舞金まで包んでくれた。

　受け取れないと遠慮したのだが、溝呂木もまた返さないでくださいと頑固だった。

　――だって芽め吹ぶきさん、マジで身体張ってくれたし。どんなダチより、真剣に俺とマリサのこと考えてくれました。俺は芽吹さんのこと騙だましてたのに……。

　元ホストは、Ｔシャツとジーンズという平凡な格好で深々と頭を下げた。

　ついには俺が根負けし、見舞金を受け取った。

　そのまましまっておいて、いつか溝呂木とマリサの結婚祝いにすればいい。別れ際、マリサは俺に抱きついて頬にキスしてくれた。もう、なんというか、すごくむにゅうとして気持ちよかったことは内緒だ。

「ようやく、けりがついたってわけ。七五三野のおかげだ。ありがとう」

「礼なんかいいから、もっと自分を大切にしろ。……おまえの顔にキズだの痣だのがつくと、こっちまで痛いような気になる。……どれ、ちょっと見せてみろ」

「たいしたことないって」

「いいから」

　七五三野は一度立ち上がり、俺の隣に座る。

　俺の前髪を分けて、薄くなりつつある痣にそっと触れた。こいつも兵頭と同じく、言いだしたら聞かない性格なので、したいようにさせておく。

「……痛いか？」

「そんくらいなら平気」

　慎重な指先に撫でられながら、こんなところを兵頭に見られたらえらいことだなあ、と俺は考えていた。兵頭とはあの日以来、会っていない。疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた俺は事務所まで送ってもらい、兵頭もそのまま帰った。自転車は兵頭の舎弟が返しに行ってくれた。

　そうなのだ。

　俺はお持ち帰りされなかったのだ。

　しかも、この五日あいつはメールひとつ入れてこないのだ。

　なんだよ、それ。いったいどういうことよ。……いや、べつにお持ち帰りされたかったわけじゃないぞ。断じてそんなことはない。ケツは痛くないに限る。しかしだな、メールや電話くらいあってもよさそうなもんだろ。……あ、俺がすべきだったのか？

「いちっ」

「あ、すまん」

「押したら痛いって」

　すまんすまんと謝りつつ、七五三野は俺のデコをサスサスする。

　ふと、デスクで事務をしていたキヨの顔が目に入った。珍しく、目を大きく瞠みはってなにかを見ている。それから俺を見て、声を出さないまま唇を動かした。俺は読どく唇しん術じゅつが少しだけできる。キヨの口は（チョー・や・ば・い）と言っていた。

　カサッ、と音がする。

　事務所の出入り口と接客スペースは近い。目隠しのために、背の高い観葉植物を置いているのだが、その葉擦れの音だった。

「――誰だ」

　低く、唸うなるような声。

　うわあ、チョーやばい……。

　よく育ったポトスの向こうに立っている兵頭を見て、俺はフリーズした。

「きみこそ誰かね。他人の事務所に入るときは、声くらいかけたらどうだ」

　七五三野の言葉に、兵頭の眉尻がピクリと上がる。後ろでは伯はく田たがニコリと俺に会え釈しゃくをくれた。どんなときでも平常心を保つこの人に、俺はときどき憧あこがれてしまう。

「先輩。こいつ、何です」

　俺はあわあわと七五三野から離れ、「ゆ、友人で弁護士の七五三野だ」と紹介した。

「へえ。で、あんたはなんでダチの弁護士に、オデコ撫でられてんですか」

「いや、それは……」

「失敬な男だな。怪け我がをしたというから、ちょっと見せてもらっていただけだろう」

「おまえには聞いてない」

「なんだと？」

　七五三野が立ち上がる。

　ヤクザと弁護士は対たい峙じして睨にらみあった。

　互いに高級な、だがニュアンスのまったく異なるスーツを纏い、一歩も引かない面構えだ。このまま俺が「ハッケヨイ、のこった！」と言ったら取り組みが始まりそうである。

「――そうか。おまえが兵頭寿じゅ悦えつだな」

　勘の良い七五三野は気がついたようだ。

「だったらどうした」

「いい機会だから言っておこう。僕の友人に関わらないでほしい」

「おまえに言われる筋合いはないな」

「章あきらは優しい男だ。暴力団のきみにもそうなんだろうが、だからといって……」

「……今、なんつった」

　兵頭が七五三野のネクタイを乱暴に掴んで引き寄せた。七五三野は不愉快そうに眉を寄せたが、怖がっている風情ふぜいはない。俺はといえば、立ち上がったはいいものの、どうしたらいいのかわからず「あ、あの、落ち着いて？」などと言って、ふたりともに無視されている。

「きみは暴力団だろう。違うのか」

「その前だ。先輩のこと、なんて呼びやがった？」

「章、だが。章を章と呼んで、なにか問題でもあるのか？」
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　横柄さでは負けないとばかりに、七五三野が上から目線で兵頭に言った。

「……むかつく野郎だな、てめえ」

　兵頭の怒気がぶわりとオーラになって立ち上る。このままではまずいと、俺はふたりのあいだに割って入る。ええと、なんかこういう歌謡曲なかった？　竹たけ内うちまりや？

「はいはい、揉めない！」

　俺より背の高いふたりにサンドイッチされ、俺はレフリーよろしく両手を軽く挙げた。

「七五三野、今日はありがとな。また連絡するからさ」

「章？　僕に帰れというのか？」

「ええと、俺もなにかと忙しくて……」

「だめだ。帰らないぞ。まだお菓子もいただいていない」

　じろりと兵頭を睨んで七五三野が言い、俺を困らせる。そこで「いいぜ」と言ったのは兵頭だ。

「おまえは好きなだけここにいりゃいい。……先輩、行きますよ」

「へっ？」

「おいっ、なにをする気だ！」

　兵頭は俺の肩を抱き、強引に前進させる。

　七五三野が帰らないなら、自分が俺と一緒に出ていけばいいという理屈らしい。七五三野が「貴様っ」と追おうとすると、伯田がスイと立ちはだかった。

「申し訳ありませんが、所長さんをお借りいたします」

　ぺこりと頭を下げる。

　七五三野は呆然とし、さゆりさんは「所長、お気をつけて」と言い、キヨは黙ってゆるゆると手を振る。うちの事務所の人間は兵頭が俺を決して傷つけないことを知っているのだ。

「章！」

　いきりたっているのは七五三野ひとりだった。

　俺は兵頭に引きずられながら、なんとか後ろを向いて「またメールするから！」と叫ぶ。事務所の扉が閉まり、七五三野の呆然とした顔も、俺の視界からいなくなった。







　そんなわけで、いよいよテイクアウトされてしまった俺である。

　伯田の車は、想像どおり兵頭のマンションに到着した。兵頭と俺を降ろすと、そのまま伯田は帰ってしまう。頑張ってくださいね、と励まされ、俺はどう答えたらいいのかわからなかった。

　兵頭は無言で階段を上る。俺も黙ったままついていく。

　なにか喋しゃべろうと思うのだが、適した話題が思いつかない。地球温暖化についてどう思う？　などと言いだすのも無理がある。ヤクザと二酸化炭素削減は、関連なさそうだ。

　足の運びがどうにも重い。しかし、逃げる気はなかった。そんなみっともない真似は男がすたるというものだ。ここまできたら覚悟は決まっている。

「なんです、あの弁護士野郎は。しめ縄みてえな名前しやがって」

　部屋に入った兵頭の第一声である。

　俺の月収を上回るであろうジャケットを無造作にソファに放ると、苛ついた足取りで酒瓶の並んだ飾り棚に近づいた。グラスをふたつ出し、ストレートのウィスキーを注ぐ。俺は定位置であるソファの右端にちんまりと座り「だから……七五三野は友達だって」と繰り返した。

　琥こ珀はく色いろに揺れるグラスを突きつけられ、素直に受け取る。自分が落ち着くために、アルコールは歓迎だった。

「ベタベタと、気色の悪い」

　兵頭は俺のすぐ横にどかりと座る。

「……おまえがそれ言うか？」

「俺はいいんですよ。俺にはそうする権利がある」

　はいぃ？　と聞き返したくなったが、余計に機嫌を損ねるだけなのでやめておく。

「七五三野は司法修習生のときに同期だったんだよ。あいつは最初から弁護士コースだったけどな。……まあとっつきは悪いけど、生真面目で、いい奴なんだって」

「それ以上一言でも奴を褒めたら、俺は盛大に拗ねますよ」

「拗ねるとどうなんの？」

　ネクタイを緩め、兵頭は横目で俺を見た。

「あんたの腰が、明日立たなくなる」

「……もう褒めない」

「賢明ですね」

　あっという間にツーフィンガーを飲み干し、兵頭はグラスを置いた。相変わらず眉を寄せたまま、俺に触れてくる気配はない。

「あのー」

　ここで酒を飲むために呼んだわけではないだろうと、俺は兵頭を窺うかがい見みる。

「俺、シャワー使ったほうがいいんだよな？」

　尋ねると、兵頭は「へえ」と口元をにやつかせた。

「約束を忘れちゃいないわけだ」

「忘れたくても、忘れられないだろうが」

「さすが先輩。肝が据わってますね。どうぞ先にバスルームを使ってください。俺はベッドのシーツでも換えてきましょう。……ま、すぐどろどろにしちまうんだけど」

「おまえねえ」

「先輩用のバスローブを買っときましたよ。脱衣所にあるんで使ってください」

　スケベ男の言葉に、つい「あ。ありがとう」と礼を言ってしまった。なんか変だ。これから自分を掘くっ削さくする相手にありがとうもないだろう。兵頭はそんな俺を見てクスリと笑い、立ち上がって寝室に消えた。

　残された俺はしばらく手の中の酒を見つめていたが、ぐずぐずしていても始まらない。

　意を決し、グラスを空けて立ち上がった。そのままバスルームに向かい、銭湯にでも来たつもりで勢いよく服を脱ぐ。新しいバスローブは綺麗に畳んでステンレスの棚に置かれてあった。

　浴室は、素っ気ないほどにシンプルだ。タイルは真っ白、揃えているリネンも真っ白、バスタブだけがペールグリーンをしている。湯に浸かって時間稼ぎと思われるのも癪しゃくだし、俺は事務的にシャワーを浴び、身体を洗い、ボディソープの泡を流す。

　七五三野と兵頭がかち合ったのはまずかった。

　奇妙な表現になるが、七五三野と兵頭は逆方向の似た者同士だ。七五三野は正義の味方で、兵頭は裏社会の顔役。立場こそ違うが、自信家でプライドが高く、なかなか自分の意見を曲げないあたりはそっくりである。

　さらにいうと、なぜだか俺に固執しているところも似ている。

　もちろん七五三野と俺のあいだにあるのは、ごく一般的な友情にすぎない。

　俺は七五三野の信念を曲げない生き方を尊敬しているし、七五三野も俺には一目置いてくれているようだ。検事を辞めたときも、一緒に働こうと熱心に誘ってくれた。

　だが残念なことに、七五三野の所属していた事務所の方針は、俺の目指しているものと違った。俺は小さな弁護士事務所に雇われたものの、そこも長続きはしなかった。

　――章、おまえは優しすぎる。

　当時、よく七五三野にそう言われた。

　――検事にしろ、弁護士にしろ……そんなに優しくては続かない。結果を出すためには、犠牲にしなくてはならないものが、どうしてもあるんだ。

　正論だと思った。

　世の中は、優しいだけではやっていけない。俺のような弱い人間ならば尚さらだ。

　強くなりたいと願った。強くなって、誰かの役に立ちたいと思った。けれどそれはとても難しくて……俺は何度も挫ざ折せつした。たぶん、これからも同じなのだろう。

「先輩？」

　すりガラスの向こうに、兵頭のシルエットが見える。

「あ。悪い」

　シャワーに打たれながら、ぼんやりと過去を彷徨さまよっていたようだ。

　俺はバスローブに身を包んで、浴室を出た。入れ違いに兵頭が入る。見慣れた寝室には、小さなフロアスタンドが点っている。ブラインドが完全に下りていて、外の明るさはまったく感じられない。午後三時くらいだろうか。ベッドの上で運動するには早すぎる時間だ。

　ピンと張り詰めたシーツの上に所在なく座っていると、兵頭が風呂から出てきた。

　ミネラルウォーターのボトルをポンと放られて、俺はキャッチする。冷たい水を口に含むと、なんだか緊張してきた。兵頭も俺の隣に座る。微妙に距離があいていた。

　いよいよだ。

　……うわあ、いよいよなのか。

　だめだ、考えているとドツボに嵌はまりそうだ。こういうことは勢いが必要である。俺はすっくと立ち上がり、バスローブの紐ひもを解ほどき始はじめた。

「……先輩？」

　怪け訝げんな顔で、兵頭が俺を見る。

「俺も男だ。この期ごに及およんでジタバタはしない。煮るなり焼くなり、好きにしろ」

「先輩の入る鍋なんかうちにはありません」

「あ。でもなんか準備がいるんだっけ？　風呂ではフツーに身体洗っただけなんだけど。やっぱりお尻のインサイドも洗ったほうがよかったか？」

「……あのねえ、先輩」

　深い溜息をついて、兵頭が俺の手を引っ張る。

　バスローブの前を開けたままというなんだか間抜けな格好で、俺はまたベッドに座る羽目になった。ちょっと恥ずかしいので下半身はさりげなく隠す。

「あんたには情緒ってもんがないんですか」

「失礼だな。あるよ、情緒くらい」

「いいですか。俺はなにもあんたのケツの穴に執着しているわけじゃないんですよ？」

「……そうなのか？」

「あったり前でしょうが」

　兵頭は怒り、俺の鼻の頭を指でベチンと弾いた。

「いだっ……痛たたた……」

　顔を覆って痛がる俺を横目で睨み、兵頭は「即物的すぎです」と文句を垂れる。

「あんた俺をなんだと思ってんです？　単にケツが必要なだけなら、金さえ出しゃもっと若くて可愛いのが買えます」

「……なら、若くて可愛いのを買えよ」

「だから、それじゃ無意味なんです」

　溜息まじりに言われ、俺は赤くなっているはずの鼻を押さえながら兵頭を見る。兵頭はもう怒ってはいなかったが、まだ眉み間けんに皺しわを刻んでいた。

「……先輩でなきゃ、無意味なんですよ。あんただから欲しいって言ってんのに、なんでわかんねえんだよ……」

「……うわあ」

　顔が火ほ照てるのを感じながら、俺はまじまじと兵頭を見た。

「なんです、そのうわあって」

「おまえときどきスゴイこと言うよな」

「だからなにが」

「なんつうか、ほら……愛の言こと霊だまっつーか」

「ふざけてんのか、てめえ」

　いきなり押し倒されて、俺は「ひゃっ」と声を上げてしまう。俺に覆い被さったまま、兵頭はまた怖い顔になってこっちを見下ろしていた。怒っているようだけれど……同時に、なんというか、ちょっと寂しそうな顔にも見えて、俺は少し反省する。ふざけたわけじゃなくて、照れくさかっただけなのだ。

「あんたから『約束だから、ハイどーぞ』ってパンツ下ろしてもらっても、嬉しかねえよ」

「……そういうつもりはないけど……」

「じゃあどういうつもりなんだよ」

「ええと……なんていうか、お待たせしちゃって悪かったな、みたいな……？」

　は？　と兵頭が顔をしかめる。

「だからさ、ほら……俺たちすでにいろいろしてるわけだし、それなのに、そっちだけお預けってのも考えてみればセコイよなあ自分、って」

「ええ、相当セコイですね」

　真顔で全面的に肯定され、俺はムッとして「悪かったな」と返した。

「けど、俺にとっちゃ未知の世界なんだ。ためらうのは当然だろ。それに……なんか、いろんな意味で後戻りできなくなりそうで怖いような……？」

「人生に後戻りなんかないでしょうよ」

「そりゃそうだけどさ」

「先輩。つまるところ、どっちなんです。俺は約束だの、同情だの、そういうのでケツ差し出されるのはごめんだ。あんたが本気で俺とそうしてもいいと思ってない限り、突っ込む気はない」

　突っ込むだなんて、そんな直ちょく裁さいな。

　俺は適した言葉を探したが、どうもぴたりとくるのが思いつかない。交渉人として情けないことだが、占い師だって自分のことは占えないというではないか。半ばなげやりに出した答えは「自分でもよくわかんないんだよっ」という我ながら情けないものだった。

「……無責任」

　兵頭が呆れるのも無理はない。俺だって、自分の気持ちがままならない。すまん、と謝りたい気分で前髪の乱れた男を見上げた。

「……まあ、いいか」

「え」

「わかんないなら、いいですよ先輩。……身体に聞きゃいい」

「え……えっ？」

　ごろん、と転がされ、俺の身体はベッドの中央に移動する。兵頭は自分のバスローブを脱ぎ、半端に纏っていた俺のローブも取り去った。相変わらず手際がいい。

　そろそろ互いの裸体にも見慣れてきてはいるのだが……なんでこいつって、眼鏡めがねは取らないんだろう。

「おいスケベ。眼鏡外せよ」

「いやです」

「外せってば」

「お断りだ。よく見えなくなる」

「いいから外せ。……キスしずらいだろ」

　兵頭の首に腕を回して言うと、驚いたように軽く目を見開いた。ちょっと悔しそうに顔をしかめ、眼鏡を外しながらチッと舌打ちをする。

「言うようになりましたね、先輩も」

「……眼鏡ないほうが、いいよ、おまえ」

　俺は呟いて、素顔の兵頭を見つめる。

　昔から男前だったが、今も変わらない。きつい眦まなじりと、ちょっと寂しげな口元がいい。

　腕に力を込めて、引き寄せる。

　キスはウィスキーの味がしたが、次第に互いの唾液で薄まっていく。

　ふと違和感を覚えた。

　兵頭の口づけが、妙に優しい。いつもはもっと強引に俺の口をこじ開け、舌に絡みついてくるくせに、今日はどこか遠慮がちだ。

「……兵頭？」

　顔が離れ、兵頭は俺をじっと見つめていた。

　表情を消し、声の抑揚を殺して兵頭は聞く――怖くないですか、と。

「……なにが」

「伯田さんに聞いたでしょう。俺は身内も同然だった男を殺してます」

「聞いたよ」

　俺は兵頭の耳に触った。どこもかしこも引き締まった身体だが、耳たぶだけはぷにぷにと柔らかくて気持ちいい。

「そんな奴に抱かれるのは、いやじゃないですか」

「いやだって言ったら、おまえやめんの？」

　逆に尋ねると、瞳に困惑の色が浮かぶ。長い睫まつ毛げが少し震えて、兵頭は小さく「無理強いは、したくねえ」と答えた。俺は苦笑しながら、兵頭の耳たぶを弄もてあそび続つづける。

「言わないって。たとえばさ……なにがしかの事情があって、俺が過失で誰かを殺してしまったとする。そうしたら、おまえは俺を抱かないか？」

　いいえ、と兵頭は答えた。耳たぶを引っ張られてもされるがままだ。

「いいえ……抱きますよ」

「だろ。つまり、そういうこった。……おまえの耳たぶ、伸びるねえ」

　兵頭が軽く頭をふって、耳たぶが離れてしまう。

　痛いですよ、と言われて俺は笑った。真っ裸になって、こいつとベッドで重なったまま笑ってるんだから、人生はわからないなと思う。

　兵頭が俺を見ている。そんなに見たら、穴が空くぞというほどに見つめる。こういう睨めっこに俺は弱い。すぐに頬が火照って、目を逸らしてしまうのだ。

「あ」

　兵頭が顔を伏せて、首筋に吸いつく。

　手のひらが俺の胸を滑り、真っ直ぐ脚のつけ根まで下りていった。反応しつつある中心は無視して、腰から太ふと腿ももを撫でさする。

　互いの体温が上昇し、肌がしっとりと汗ばんでいく。

　体温が高くなると、兵頭の匂いがより明確になる。俺は息を深く吸って、その香りを胸に溜めこんだ。上下する胸きょう郭かくは、胸への愛撫をねだるように動く。

「……んっ……」

　尖とがった乳首を吸われると、どうしても声が漏れ出てしまう。

　舌で転がされ、前歯で軽く囓かじられ、俺は兵頭の下で身じろいだ。兵頭の顔はより下におりて、臍へその窪くぼみを舌で探る。これは気持ちいいというより、くすぐったい。

　笑いながら身体を捩よじると、その勢いを利用されてひっくり返された。

「兵頭……？　あっ……」

「そのまま、腰上げてください」

　俯うつぶせて、腰のみを上げた格好というのは卑ひ猥わいなものだ。俺はシーツに額をつけ、なるべく自分の姿勢について考えないようにした。

「ふ……」

　一番奥まった部分に兵頭の指が触れ、俺の臀でん部ぶがビクリと緊張する。なにかぬるりとしたものを感じる。いつもの潤滑剤だろう。

「よく……解さないと」

　くちゅ、と音をたてて最初の指が潜り込む。

　俺のそこは、もう兵頭の指を覚えている。この指がどんな快楽を与えるのか知っていて、拒むどころか積極的に引き入れようと動く。こっちとしては恥ずかしくてたまらない。自分の身体なのに、どうしようもないのだ。

「……っ、あ……あっ……？」

　指が二本に増えたとき、俺は困惑の声を上げた。

　変だ。なんか変だ……いつもと違う。

「う、あ……っ、兵頭……な……これ、なに……」

「ああ、わかりますか？」

「んんっ！」

　くっ、とひときわ奥に入った指に、俺は背中を波打たせた。呼吸がやたらと速くなっていて、顔を伏せていると窒ちっ息そくしそうだ。肘で身体を起こし、喘あえぎながら「兵頭っ」と呼んだ。

「なにし……おまえ、なにした……っ」

「先輩に、少しでも楽しんでいただこうかと」

「な……あ、ああっ……」

「大丈夫。市販してるモンですよ。……ちょっとばかり、熱を持つタイプのジェルです」

　ふざけんな、これのどこがちょっとばかりなんだ――俺はシーツに指を食い込ませながら思う。思うだけでなく、できれば兵頭を罵倒してやりたいのだが、下手に口を開けば派手な嬌きょう声せいを披露してしまいそうだった。

　熱い。熱くて、じりじりして……痒かゆさに似た感覚がある。

　二本も銜くわえ込こんでいるくせに、俺の尻はもっと欲しいと言いたげに、勝手に蠢うごめいてしまう。

「……すげえ。色っぽいな、先輩」

「ば、ば、ばかやろ……っ」

「ああ……失敗した。このジェル使うと、舐められねえ……先輩のここ、可愛がってやりたかったのに……」

　本気で後悔している声に、もう一度馬鹿野郎と言いたかったが、言葉にならなかった。

　なんだこれ、どうしてくれるんだ。

　兵頭の指に擦られているのに、それだけじゃ足りなくて、身体がどうにかなりそうだった。

「あ、あ……んッ……」

　俺の中で、兵頭の指がクッと曲がる。

　一番弱い部分を刺激されて、自分のペニスがピクンと震えたのがわかる。もう腹に着きそうな勢いのそれは、先端からとめどなく透明な滴したたりを零し続けている。

　さっきから兵頭は、それには一度も触れてくれない。ここまで切羽詰まると、羞しゅう恥ち心しんも吹き飛んでしまう。俺は右手を伸ばして、自分のものを握り込もうとした。

「こら。なにしてんです」

　兵頭は無慈悲にも俺の手を封じてしまった。馬鹿野郎、この野郎、おまえが触ってくれないからだろうが……と心の中で叫びながら、俺は「いやだ」と首を振るばかりだ。

「は、放せ……あっ……」

「だめです。今出すと、あんたがしんどい」

「やっ……も、限界……っ」

「我慢してくださいよ。……ほら、こっちで楽しんで」

「ああ！」

　三本の指にかき混ぜられ、俺は顎あごを上げて声を放った。それでもまだ物足りなく感じているなんて……自分が、いや自分の尻が信じられない。

「……こんだけ緩んだら……いけますかね……」

「あ、あっ……兵頭……っ」

　指がずるりと抜ける。その次にくるものがわかっているだけに、俺の身体は竦すくんだ。

「先輩、そんなに強ばらないでください」

「だ、だって……あっ……」

　そこに、兵頭の先端が当たる。おかしなジェルで発熱してる俺と同じくらい熱くて、恐ろしい。つい、腰が逃げてしまう。

「逃げんなよ……」

「い、い、痛くないか……？」

　痛くねえよ、と乱暴な口調で兵頭は言う。

「あんたこんなにトロトロじゃねえか。……これなら痛くないって。……なあ、いいか？」

「え……」

「入れて、いいか？」

　俺の背中に覆い被さり、耳元で兵頭が聞く。ちゃんと許可を求めるあたり、高校生の頃と比べれば成長したと言うべきだろう。

　しかし。

「あ……あ！」

「……くそ……きつ……」

　言ってない！

　俺まだいいって言ってない！

　誰だ、痛くないって言った奴は。嘘つき野郎に針千本を呑ませてやりたい。兵頭の灼熱に、俺は身を引き裂かれる思いだった。口は開いているのに、声すら出ない。シーツを掻きむしり、足の指先がギュウと丸まる。

「先輩……力、抜いて……」

「う、うあ……む、無理……っ」

「先輩……もう、少し……」

「く……う、んっ……」

　つぷっ、と先端が埋まった。

　一番きつかったのがそこだったようだ。残りの部分もじわじわと埋め込まれたが、最初のような痛みはない。それでも身体の中が兵頭でいっぱいになっているようで苦しい。

　苦しいけれど、いやではない。

　もっと『侵されている』という感じがするのかと思ったのだが、そうではなかった。

　兵頭に入れられているのではない――俺が兵頭を、呑み込んでいた。

「あ……」

「すげ……あんたのここ、めいっぱい開いて俺を咥くわえてる……ああ、ちくしょう。携帯は居間にあんのか……」

「な、な……っ」

「記念のハメ撮りができねえ……」

　心底残念そうに言う。俺をからかっているのではなく、本気なのだ。信じられないバカだ。今すぐ振り返ってビンタのひとつもくれてやりたいが、とてもそんな状況ではなかった。

「……先輩……しんどくないか……？」

　俺の尻を撫でさすりながら、兵頭が聞く。慣れるまで、しばらくじっとしていてくれるようだ。俺は息を整えながら「しんどい」と答えた。

「でも、萎なえてない」

　俺の屹きつ立りつを覗いて、兵頭が言った。本当のことなのでなにも言い返せない。

「……っ……先輩、なに絞ってんですか……」

「そんなの……知る、か……っ」

「うっ……だから、そういうことすると、俺だってねえ……」

「し、知らな……あっ、あ、兵頭……っ」

　ず、と兵頭が動き始める。

　指とはまったく違う質感、質量、熱さ。それらに身体の内側を擦りたてられ、俺は悲鳴に近い声を立てた。

　和やわらいでいた苦しさが、また強くなる。

　苦しいだけではないのも、事実だった。身体の奥からふつふつと……今までの人生で体験したことのない感覚が生まれている。

　高校生の頃、兵頭にむりやり突っ込まれたときには、一切なかった感覚だ。

　皮膚を越え、筋肉を越え、骨まで届くような、甘苦しい疼うずき――。

「先輩……」

　背中から、抱き締められる。

　兵頭の荒い吐息が首筋にかかる。肌が粟あわ立だち、目が眩くらむ。

　ゆっくりと引き出され、また戻される。

　角度を変えられ、前立腺裏を狙われると、もうだめだった。

　俺の関節はすべて壊れてしまい、力が入らない。男の快楽は、本来緊張とセットだ。快楽が強いほど、身体も強ばる。射精する瞬間に一番力が入り、あとは脱力する。

「……う……あ、あぁ……」

　けれど今俺を侵食しているのは、別の悦楽だった。

　膝や足先はヒクヒク震えるほどに強ばっているのに、身体の芯に力が入らない。

　兵頭が動くたび、甘い毒が俺の内部を侵していく。尾びてい骨こつと背中が溶とけそうだ。腕にも力が入らず、俺は頬をシーツにつけて喘あえぐ。

「い……いや、だ……あ、あっ……」

　自分の身体が作り替えられるようで、怖かった。

　浅い場所を擦られるのには鮮烈な悦楽がある。深いところを突かれると、心臓に響くほどに気持ちがいい。

　苦しさと快楽の線グラフが交差する。もはや快感は苦しみを追い越し、俺は自分の身体がとっくに準備万端だったのを思い知った。これが兵頭の計画だったなら、たいしたものだ。

　俺の変化を察したのだろう、兵頭はもう遠慮しなかった。

　がっしりと腰を掴み、激しく責め立てる。俺の背中にパタパタと兵頭の汗が散る。こっちが初心者だということも、すでに吹っ飛んでいるのかもしれない。

「先……輩……」
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　掠かすれた声で呼ばれても、返事ができない。

　俺の身体の中で嵐が起きていた。すべての感覚が翻ほん弄ろうされ、目尻から涙が零れる。痛いとか悲しいとか、そういう涙ではなかった。身体の中に溢れる新しい感覚が、涙腺を刺激したのかもしれない。

「あ、ああっ……！」

　ひときわ強く、そして深く穿うがたれた刹せつ那な、俺は悲鳴を上げて膝を崩してしまった。

　痛いほど勃起したペニスにシーツが擦りつけられ、体内で火花が散る。

「……ひ、ア……ッ……！」

　耐えきれず、そのままの姿勢で放ってしまう。

　兵頭を収めたままの絶頂は長く、俺は陸に放りだされたサカナのようにヒクヒクとのたうった。指の先、爪先までもが快楽に痺れ、吐き出す吐息は燃えるようだ。それより熱い内部が、兵頭自身を搾しぼり取とろうとするかのように、強く収縮する。

「う……っ」

　俺にのし掛かって、兵頭が呻うめく。

　ぶるりと身体を震わせるのがわかり、俺の中で兵頭が果てたのだと悟った。傍ぼう若じゃく無ぶ人じんにふるまっていた凶器が、次第におとなしくなっていくのを感じる。

「……は……」

　兵頭に乗っかられて重かったが、それを伝える余力もない。全身を浸すこってりと甘い余韻もまた、俺にとっては初めての経験だった。

　兵頭が俺の上から退どく。

　横に転がり、すぐに腕が伸びてきた。

　かき抱かれて、口づけられる。こんなことを自分で言うのもなんだが、俺のことが好きで好きでたまらない……そんな気持ちが伝わってくる口づけだった。脚を絡ませ、全身をすり寄せてくる兵頭は、ヤクザの若頭というより、でかい犬か狼おおかみみたいだ。

「先輩……」

　呼ばれて「ウン」と掠れ声を返す。

「もう俺のもんだ……って言ったら殴られそうなんで、胸にしまっておきます」

「言ってんじゃん……」

「あんた、すげえよ……中、うねってたぜ。初心者とは思えない」

「そこを褒められるのは微妙だな……」

　よほど嬉しかったのか、疲れているだろうに、兵頭はいつもより早口だった。俺はといえば、もう全身が汗まみれ汁まみれのクタクタで、目を閉じたらすぐに眠ってしまいそうだ。

　が、ふと身じろいだとき、例の箇所からなにかがどろりと流れ「うっ？」と声を立てる。

「先輩？」

「……兵頭。おまえ、ゴム使ってなかったのか……？」

「……いや。まあ、無我夢中で」

「てめえ……うおっ、また出た……気持ち悪わりぃ……」

　ひでえな、と兵頭が傷ついた顔をする。

「俺のザーメンが気持ち悪いっていうんですか」

「ケツからンなもん垂れ流して、気持ちいいわけないだろうがっ。……おまえ、まさかわざとつけなかったんじゃないだろうな……」

　違いますよ、と兵頭は否定した。真面目な顔だが、わかったもんじゃない。

「俺を信用できないんですか。そりゃどうせならナマで先輩を味わいたいと思ってましたけど、とりあえずはセーフセックスで……うっ……」

　突然言葉を止め、兵頭が顔を歪める。

　俺が「どうした？」と聞いても返事をしない。引ひき攣つった顔のまま身体を起こし、バスローブも纏わずに全裸のままで寝室から消える。すぐに水音がしたのでシャワーだとわかった。

　なんなんだ、あいつ。失礼だな。まだピロートークの途中だっていうのに。

　ああ、でも俺もシャワーを浴びたい。全身どろどろで気持ち悪いし、兵頭が変なクスリを使ったおかげで、尻もまだむずむずしている。さんざん擦られたおかげが、最初のように激しい痒みはなくなっているにせよ、あとでちゃんと中も洗わないと……「……ん？」

　そこで俺はふと気がつく。

　熱くて痒くなるこのクスリを塗られた俺の中に、兵頭は入ったわけで。

　さらにコンドームはつけていなかったわけで……。

　男性器の先端は、粘膜に近い。そこにあの手のジェルが浸透すれば、そりゃさぞかし痒いことだろう。バリバリ掻くわけにもいかないのがつらいところだ。

「……なるほどな」

　気怠い身体を起こし、俺は呟いた。兵頭がゴムをつけなかったのは、本当にうっかりしただけらしい。疑って悪かった。奴が風呂から出てきたら謝ろう。

　……謝る前に、笑ってしまう可能性は大なのだが。
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　知人から菊茶をいただいたので、午後のお茶に出してみた。

　被きせ綿わたの練ねり切きりを添えると、芽め吹ぶきは「あ、重ちょう陽ようの節句だね」と笑う。さゆりから見ればまだまだ若いのに、昔ながらの季節感を重んずる青年だ。それよりさらに若い紀き宵よいは「ちょうよう？」と首を傾かしげていた。九月九日の節句についてなにも知らないらしい。

　いずれにせよ、ふたりとも甘いものは好きで、さゆりが持ち込んだ和菓子を美味しそうに食べてくれる。紀宵は練り切りに黒くろ文も字じを使わず、指で摘んでアーンと一口で食べてしまった。小言を言うべきところなのに、ついさゆりまで笑ってしまう。

　芽吹ネゴオフィスは、居心地のいい職場だ。

　七十をすぎて、これほどいい職場に巡り合えるとは思っていなかった。ありがたいことだとさゆりは思っている。己の人生を振り返れば、決して平へい坦たんではなかった。生きているのに嫌気がさしていた時期もあった。孫のような年齢の紀宵に口うるさくお小言を言うさゆりだが、自分があの歳としの頃ころはといえば、親にさんざん心配をかける不良娘だった。

　若さとは素晴らしいものだが、同時に厄介でもある。

　得体の知れないエネルギーは持っているのに、その使い道がわからない。当人はわかっているつもりでも、実は見当違いのことをしている。ある程度歳を取って、その見当違いを悟り恥ずかしくなる。さゆりも若い頃は多くの愚行をした。実にまっとうな親の説教を小馬鹿にし、時代が違うだの、そんなのは今どきじゃないなどと言い返した。

　なんとも馬鹿な小娘だった。

　時代が違う？　そんなことは当然だ。いつだって、時代は違う。今という時代は一瞬にしてすぎ、すぐに過去という屑くず籠かごに放り込まれる。父や母がさゆりに伝えようとしていたのは、そんな時代を越えてなお、人が生きていくのに大切な事柄だったのだ。

　正しい行いをすること、できるだけ人を助けること、優しい心を持つこと――口にすれば子こ供ども騙だましの道徳訓に聞こえるが、実際にそうするのは難しい。たいていの人は正しさよりも楽さに流れ、人助けより利益を選び、優しいふりで微笑みながらなにも考えていない。さゆり自身も似たようなものだから、そんな人たちを責められはしない。歳を取って己の間違いに気づく人はいくらかいる。また、死ぬまで気がつかない者もいる。

　けれど、この歳になってようやく……さゆりは自分が「こうであったらいいのに」と思える人物に出逢った。自分も若い頃から、彼のような心を持っていられたら、人生はずいぶん違っていたのではないだろうか。

　彼は……芽吹章あきらは決して英雄ヒーローではない。

　悪を糾きゅう弾だんする検事も辞めてしまったし、弱者のために闘う弁護士も辞めてしまった。どうして辞めたのかと聞くと、綺麗な顔に苦笑を浮かべて「身みの丈たけに合わないんだ」と答えた。小さな声で、俺は弱虫だから、ともつけ足した。

　芽吹が選んだのは、両りょう国ごくの片隅の事務所だった。法律家としてではなく、民間の交渉人として、市し井せいの人々の悩み事を解決するようになった。新聞に大きく載るような事件を扱うわけではない。逆にいえば、警察や弁護士は動いてくれない悩み事が持ち込まれる。芽吹はそのひとつひとつに、丁寧に対応する。依頼人の多くは、交渉人などという職に対して最初は懐かい疑ぎ的てきだ。けれど芽吹と何度か話をしていくうちに、心を開いてリラックスするようになる。おそらく、依頼人たちは気がつくのだろう。芽吹が本気で、心から、彼らの助けになろうとしていることに。

「朝晩は、涼しくなったよね」

　練り切りを口に運びながら、芽吹が窓の外を眺めて言う。

　夏の盛りに愛用していたアロハではなく、今日はきちんとネクタイを締めている。さゆりは「そうですねえ」とお茶のおかわりを注いだ。

「あっ、そうだ。今日これから子供連れのお客さんが来るんだけど、五歳くらいの子が好きそうなお菓子とかあったかなあ？」

「あら。所長、そういうことはもう少し早く仰ってくださいよ。……かりんとう……はあんまり好きじゃないかしら」

「俺は子供の頃から好きだったけど、最近はどうなんだろ」

　話しているうちに、事務所の呼び鈴が鳴る。

　客が少し早めに到着したらしい。芽吹は立ち上がり、客を迎え入れて接客スペースに案内した。四十前後の女性がひとりと、よく日焼けした男の子だった。野球帽をあみだにかぶり、事務所の中を怪け訝げんそうな顔で見回している。

「すみません、早すぎたでしょうか」

　母親であろう女性が恐縮する。決して美人ではないが、ふくよかな身体からは穏やかな母性が漂っていた。芽吹は「大丈夫ですよ」と人ひと懐なつこい笑みを見せる。

「どうぞ、おかけください。……ええと、きみの名前はなんて言うのかな？」

　男の子は芽吹を見つめているが、なにも答えない。母親が「名前、言えるでしょう？」と促すと、ようやく「みたに、れんじ」と答えた。

「鍛たん錬れんの錬に、司つかさと書きます」

「お父さんの名前をもらったんですね」

　はい、と母親が少し寂しげな笑みを浮かべた。

「あの人は、この子がいることも知らずに逝いってしまったけど……それでも父親ですから」

「人情家で、優しいお兄さんだったと――功こうさんは話してました」

「そうですね。でも……」

　優しい人は、弱いですね――小さな声がそう零す。芽吹はそれには答えずに、どうにも落ち着きのない男の子を見つめていた。

「おかあさん。のど、かわいた」

「ああ、今麦茶でも……」

「や。ジュースがいい。ぶどうのがいい」

　お茶の支度をしていたさゆりだが、このリクエストには困ってしまう。今日用意してあるのはアイスコーヒーと麦茶のみだ。

　ぎし、と音がする。紀宵が事務椅子から立ち上がり、無言のまま、接客スペースへ歩み寄った。かなりのノッポなので、男の子が仰天して見上げている。

「……買いに行く？」

　紀宵がぼそりと聞いた。男の子は口を開けたまま答えない。

「ぶどうのジュース、売ってるよ。買いに、行こう」

　長身を折り畳むようにして、紀宵はしゃがみ込んだ。陶磁器人形のように整った顔が珍しいのだろう。男の子は目をぱちくりさせていたが、やがて「うん」と頷いた。

　紀宵と男の子が去ると、母親が「珍しいわ」と呟く。

「人見知りな子なんですけど……あんなにすんなりついていくなんて」

「でっかいお兄ちゃんのほうも、結構人見知りですよ。似た者同士で気が合ったのかな」

　芽吹はそんなふうに言って、また笑った。

　さゆりは青い江え戸ど切きり子このタンブラーに麦茶を入れ、客の前に置く。母親はお辞儀をし「綺麗なグラスですね」と褒めてくれる。自慢のコレクションなので、とても嬉しい。

　さゆりが自分のデスクに戻ると、芽吹は本題に入った。

「それで――私に頼みたいというのは、どんな件なのでしょうか？」

　母親は……三み谷たにアユミは、子供連れの母親らしい大きな鞄かばんから一通の通帳を取り出し「これなんです」と言った。

「どうぞ、見てください」

「はい。……ああ……これは……」

　通帳を捲めくる芽吹に、三谷は「いまだに、毎月なんです」と困ったように言う。

「一番最初は、彼が出所した翌月でした。どうやって私の口座を知ったのか……以来、一度も欠かさず二十日に振り込まれます。最初は五万円でした。たぶん、当時の彼にできる精一杯の額だったんだと思います。それが次第に増えていって……今はこんなに高額です」

「確かにこれは、そのへんのサラリーマンの月給よりいいかもしれませんね」

「正直、ありがたかったです。私は実家を飛び出した身で、帰るところもなくて……母おや子こふたり、このお金でどれほど助けられたかわかりません。でも、おかげさまで今は生活も安定しています。もともと彼が私たちにお金を払う理由はなにもないんです。……むしろ、私のほうが……」

　三谷は俯うつむき、声がくぐもる。

「……いいえ、私こそ、彼になんらかの謝罪をしなければならないのに。私は彼に、苦しくて無駄な時間をすごさせてしまいました。……刑務所に入るのは私のはずだったんです。だって、彼はなにもしていない」

　声が震えて、詰まる。涙を堪こらえているのがさゆりにも伝わってきた。

「彼は、止めようとしただけなんです。我を失って、私に暴力をふるおうとするあの人を、なんとか止めようとしていた。揉み合いになって、あの人は開いている窓の近くまで来ました。彼は、あの人を本気で殴れないんです。だって、あの人のことを兄のように慕っていたから……。なのにあの人は彼を蹴りました。窓枠に座って、笑いながら蹲うずくまる彼を蹴り続けて……」

　我慢できませんでした、と絞り出すように告げる。

「蹴られる彼が可哀相だったのもあります。でもそれ以上に……あんなふうになってしまったあの人を見るのが、つらくてたまらなかった。私の知ってるあの人じゃなかった。自分の煙草たばこ代だいを削って、後輩に食事をおごるあの人じゃなかった。苦労かけてごめんなって、私に言ってくれたあの人じゃなかった……！」

　三谷の顔が上がる。涙に濡れた頬を拭ぬぐいもせずに「だから、私……」と告白しかけた。

「やめましょう」

　遮さえぎったのは、とても静かな芽吹の言葉だ。

「私にその事実を告げる必要はありません」

「でも……でも、それでは彼が。兵ひょう頭どうさんが……」

「あいつは自分で選択したんです。その選択を悔やむような男じゃない。……そんな小さい野郎じゃあ、ありません」

　そう言って、芽吹が笑う。

　ティッシュをボックスごと「はい」と三谷に差し出して、自分は麦茶を一口飲んだ。

「……驚かないんですか？」

　涙を拭い、洟はなをかみ、少し落ち着いて三谷が問う。

「もしかして、芽吹さんはもうご存じだったんですか？」

「いいえ。今初めて知りました」

「じゃあ、どうして……」

「うーん、どうしてかなあ？」

　腕組みをし、首を傾かしげて芽吹が唸うなる。

「自分でもよくわからないんですよ。あいつに関わることだと、どうも理性的な判断が難しくてね。……それで、三谷さん。あなたはもしかして、この毎月の振込をとめてほしいと考えているんですか？」

　はい、と洟を啜すすって三谷が肯定する。

「それだけではなくて……ここ一年のあいだ手をつけていないぶんは、返金したいんです。残りもおいおい返したいと思っているのですが……私はもう、申し訳なくて兵頭さんと顔を合わせられません。芽吹さんは兵頭さんと親しいとお聞きしたので、その話し合いを引き受けていただけないかと」

　そうですか、と芽吹は通帳を三谷に返す。

「そういったご依頼でしたら、申し訳ありませんがお引き受けできません」

　きっぱりした返答に、三谷が困惑顔を見せた。

「でも……こんなこと、あなたにしかお願いできないんです」

「まあそうですよね。でもだめです。俺にはできない」

　砕けた口調になり、芽吹は苦笑とともに首を横に振る。

「そんな……」

「可哀相ですよ」

「え？」

「この金を返したりしたら、あいつがあんまり可哀相です。……これは俺の想像なんですけどね……あなたと錬れんさんと一緒にいたあいだ……あいつは嬉しかったんじゃないかな……おふたりは、あいつにとって家族に近い存在だったんじゃないかなあ」

　芽吹の口にした家族という言葉に、さゆりの心が小さく痛む。

　さゆりの知る限り、芽吹は幸福な家庭に育ったとは言えない。両親を早くに亡くし、母親は自殺だったと聞いている。兵頭についてはよく知らないが、施設の出身だと小耳に挟んだ。

「錬さんは、あいつの兄貴だった。三谷さん、あなたはお姉さんであり……もしかしたら母親のように思っていたのかもしれない。だとしたら、錬司くんもあいつにとっては甥おいっ子こか、歳の離れた弟か……家族みたいなもんです。だからずっと送金している」

「家族……」

「あいつもいまやヤクザの幹部です。周防すおう組ぐみの若頭だ。自分の立場をわかっているから、あなたたちの前に姿を現すことはないでしょう。だから、その送金だけが、あなたたちと兵頭を繋つなぐ、唯一の絆きずななんですよ。それを断ち切ることは、俺にはできません」

　可哀相だもんなあ、と芽吹は繰り返す。

「俺はあいつが好きだから、そんなことはできないんですよ」

「それでは……このままでいい、と……」

「うん。いいと思います」

　深く頷き、芽吹は続ける。

「大丈夫。あいつ羽振りいいですからね。着てるものとか時計とか、見てるとむかっ腹が立つくらいです。その送金が負担になってることはないでしょう。使いたくなかったら、そのまま預金しておいて、ユニセフにでも寄付しちゃうとかね」

　あはは、と楽しそうに芽吹が笑う。三谷もつられて微笑み、肩の力を抜いた。

「……わかりました……もう少し、このままにしておきます」

「ええ。それでいいと思いますよ」

「あの……私がここに来たこと、兵頭さんには」

　言いません、と芽吹は明確に答える。

「依頼人の秘密は守ります。俺からは、誰にも、なにも言いません。――ただ、いつかそうしてもいいと思えるときがきたら、功さんには本当のことを教えてあげてください。彼には、お兄さんについて本当のことを知る権利があると思います」

　はい、と三谷はしっかり頷く。そして「ありがとう」と声を震わせ、頭を下げた。

　事務所の扉が開き、紀宵と男の子が戻ってきた。

「おにーちゃんが、かってくれた！」

　男の子はジュースの他に菓子袋も抱えてご機嫌だ。母親は慌てて財布を出したが、紀宵に「半分こで食べるんです」と断られてしまう。

　さて、とさゆりは立ち上がった。

　今度は温かいお茶を入れ、さきほどの練り切りと一緒に母親に出すことにしよう。彼女が和菓子を好きだといいのだが。

　男の子はすっかり紀宵に懐き、膝のあいだに座ってスナック菓子の袋を開ける。

　芽吹はふざけて、男の子に菓子をねだった。「あげない」と断られてめそめそと泣き真似をし、母親を笑わせている。

　微笑ましい様子を見ながら、さゆりは思った。

　芽吹は気がついているだろうか。

　先ほどの会話の中で、ごく自然に自分の心を吐と露ろしていたことを。

　いつも扱いに困っているような素振りをし、その人物が事務所に来るたびに迷惑そうな顔を見せるくせに……さゆりは含み笑いでお茶の支度をする。もちろん、指摘してからかったりはしない。若い人をそんなふうに弄もてあそんではいけない。




　――俺はあいつが好きだから、そんなことはできないんですよ。




　心の中の本音というのは、ときにぽろりと零れるものなのだ。
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